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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。














































　　　　１　理り央お部ぶ長ちょうの特とく技ぎ




　放ほう課か後ご。

　タッタッタッ、とぼく──清きよ瀬せ理り央おは、早はや足あしでろう下かを歩あるく。

　昨日きのうの夜よる、日にっ課かとしている「怪かい盗とうレッドファイルの読よみ返かえし」をしていて、気きづいたことがあったんだ。

　先せん々せん週しゅう、○×邸ていで怪かい盗とうレッドがおこした事じ件けんのこと。

　逃とう走そうルートは、屋おく上じょうからレッドがとつぜん消きえたってことだったんだけど、調しらべてみたら、そのときなにかが破は裂れつするような音おとを聞きいたという近きん所じょの人ひとの証しょう言げんがあったんだ。

　そこからちょっと、レッドのとった逃とう走そう方ほう法ほうの新あたらしい仮か定ていを思おもいついたんだ。

　早はやく部ぶ室しつに行いって、議ぎ論ろんがしたくて、しょうがない。

　今日きょう１日にち、ガマンするのが大たい変へんだったんだから。

「理り央お、また明日あしたね」

　ろう下かですれちがう生せい徒とが声こえをかけてくるのに、ぼくは片かた手てを上あげて返かえす。

「これから部ぶ活かつですか？　理り央お先せん輩ぱい」

「理り央お先せん輩ぱい、今こん度ど相そう談だんにのってください！」

「キャーッ、理り央お先せん輩ぱい、いまこっちむいてくれたぁ!?」

　同おなじクラスの彩あや夏かに、２年ねん生せいの紀き美み子こに澄すみ香か、あっちで手てをふってるのは入はいったばかりの１年ねん生せいの美み里さとに……理り沙さか。
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　頭あたまの中なかで、反はん射しゃ的てきに名な前まえを思おもい出だす。

　１年ねん生せいに限かぎっていえば、まだ写しゃ真しんでしか知しらない子こたちだけど、まあひと通とおり、頭あたまに入はいってる。

「……そのわりに、むこうはぼくの名な前まえを知しってたな」

　ぼくは苦く笑しょうする。

　校こう舎しゃを抜ぬけて、別べつ棟むねにたどりつくと、生せい徒との数かずがぐっと減へり、ほとんどすれちがわなくなる。

　別べつ棟むねには、文ぶん化か系けいの各かく部ぶ室しつがならんでいる。

　文ぶん化か系けいの部ぶ活かつは、活かつ動どうがゆるいところが多おおい上うえに、下げ校こう時じ刻こくまでほとんど部ぶ室しつにこもって、外そとに出でてこない。

　吹すい奏そう楽がく部ぶあたりは熱ねっ心しんだけど、外そとに練れん習しゅうに行いくことも多おおいから、逆ぎゃくに部ぶ室しつにいることは少すくないんだ。

　結けっ果かとして、別べつ棟むねのろう下かは、ひと気けのないことが多おおくなる。

　３段だん抜ぬかしで２階かいまでのぼり、ぼくは目もく的てき地ちの前まえに立たつ。

　そのドアには、白しろいプレートにこう書かかれている。

　──『怪かい盗とう部ぶ』と。


　　　ガラガラガラッ



「やあ、おそくなった！」

　部ぶ室しつに入はいるなり、ぼくは声こえをかける。

「おそくはないだろう。放ほう課か後ごになって、まだ10分ぷんしかたってない」

　部ぶ室しつの一いち番ばん奥おくで、パソコンから顔かおを上あげたのは、同おなじ３年ねんの沖おき原はら健けん人と。

　メガネをかけた落おちついた雰ふん囲い気きで、細ほそ身みで髪かみは肩かたにかかるぐらいまで伸のばしている。

　学がく年ねんトップ３スリーに入はいる秀しゅう才さいで、勉べん強きょう以い外がいの知ち識しきも幅はば広ひろくたくわえている。

　とくにパソコンやネットワーク関かん係けいの知ち識しきは、ぼくではまるで歯はが立たたないくらいだ。

　そんな健けん人とは、ぼくの中ちゅう等とう部ぶからの友ゆう人じんであり、怪かい盗とう部ぶの情じょう報ほうをまとめる役やく目めをになっている。

「おや、大だい貴きの姿すがたがないようだが？」

　ぼくは部ぶ室しつを見みまわして、首くびをかしげる。

　もう１人ひとりの部ぶ員いんが見み当あたらない。

「大だい貴きなら、職しょく員いん室しつに呼よび出だされていたから、もうすぐ来くるんじゃないかな」

　健けん人とが答こたえる。

「なんだ。なにかやったのか？」

「理り央おじゃないんだから、そんな理り由ゆうでしょっちゅう職しょく員いん室しつに呼よばれたりしない。提てい出しゅつ物ぶつを忘わすれていただけ」

「むっ……いつも問もん題だいをおこしているみたいに言いわれるのは、心しん外がいだなぁ」

「たしかに、理り央おは問もん題だいをおこしはしないけど、逆ぎゃくに問もん題だいを勝かっ手てに解かい決けつしてしまうだろう」

　健けん人とが肩かたをすくめる。

「そういえば、教きょう頭とう先せん生せいとすれちがったら、この間あいだの件けんで理り央おに感かん謝しゃする、と言いってたぞ」

「ん？　なんだったかな」

「もう忘わすれてるのか、柔じゅう道どう部ぶと空から手て部ぶが練れん習しゅう時じ間かんの問もん題だいでモメてた例れいの件けんだろ。部ぶ員いん同どう士しのメンツの問もん題だいもからみあって、引ひっこみがつかなくなってたところに、理り央おがふらふらっと割わりこんで丸まるめこんできたとかいう」

「丸まるめこむとは人ひと聞ぎきが悪わるいな。仲ちゅう裁さいをしたと言いってくれ」

　詐さ欺ぎ師しじゃないんだから。

「まあ、先せん生せいたちも手てがつけられなくて困こまってたらしいから、正しょう直じきかなり助たすかったんじゃないか。どっちもインハイの常じょう連れん部ぶだから、顧こ問もん同どう士しも折おり合あえなくて、本ほん当とうに参まいってたようだから」

　運うん動どう部ぶでは、ときどきある話はなしだ。

　自じ分ぶんの居い場ば所しょに愛あい着ちゃくがあっての行こう動どうなのだろうけど、度どが過すぎれば、まわりの迷めい惑わくになる。

「デカイ男おとこたちの間あいだに１人ひとりでつっこんでったって聞きいたときは、ヒヤッとしたけどな」

　健けん人とはそのときのことを思おもい出だしたのか、顔かおをしかめる。

「外がい見けんはいかついけど、あいつらはいいやつさ。ぼくが一いち番ばんよくわかってるよ。中ちゅう等とう部ぶ入にゅう学がくのときから見みてきたんだから」

　高こう等とう部ぶになった今いまでは、１８０センチを超こえてるやつも、入にゅう学がくしたときは１４０センチそこそこだったりしたんだ。

「それを覚おぼえられてるって知しってるせいかな、体たい育いく会かい系けいのやつらも、理り央おにはなんだか弱よわそうだよな」

「そうか？　なかよくしてるぞ？」

「なかよく、ね」

　なぜか健けん人とは、クスクスと笑わらっている。そこに、ドアが開ひらいた。

「悪わるい悪わるい、遅おそくなった」

　大おおきな体からだを縮ちぢこまらせて、沢さわ橋はし大だい貴きが部ぶ室しつに入はいってくる。

　健けん人ととは対たい照しょう的てきに、腕うでは筋きん肉にくで太ふとく盛もりあがり、制せい服ふくのシャツの上うえからでも、胸むな板いたの厚あつさがわかるぐらい、屈くっ強きょうな体からだつきをしてる。

　これでいて、身み軽がるで運うん動どう神しん経けいもいいんだから、ほとんど動どう物ぶつ並なみだと、ぼくは心こころの中なかでは大だい貴きを評ひょう価かしている。

　かなり大おおざっぱな性せい格かくで、この３人にんの中なかで一いち番ばんの楽らく天てん家かは、大だい貴きなのはまちがいない。

　大だい貴きは怪かい盗とう部ぶの体たい力りょく担たん当とうで、健けん人とと同おなじ中ちゅう等とう部ぶからの友ゆう人じんだ。

　それにぼく──部ぶ長ちょうの清きよ瀬せ理り央おを加くわえた、この３人にんが、ぼくが立たち上あげた怪かい盗とう部ぶのメンバーだ。

　……………………ん？

　怪かい盗とう部ぶってなにかって？

　ああ、その説せつ明めいがまだだったか。

『怪かい盗とう部ぶ』。

　名な前まえの通とおり、古こ今こん東とう西ざいの「怪かい盗とう」について、調しらべる活かつ動どうをしている。

　と・く・に！

　現げん代だいの義ぎ賊ぞくと言いわれる、あの怪かい盗とうレッドについては、最さい優ゆう先せん事じ項こうとして調しらべているんだ！

　怪かい盗とうレッドの関かかわった事じ件けんがあった場ば所しょに足あしを運はこんで写しゃ真しんを撮とったり、レッドに助たすけてもらった人ひとから、直ちょく接せつ話はなしを聞きいたりしてね。

　その成せい果かは、壁かべぎわにおかれたラックにある、３００冊さつほどのファイルにまとめてある。

　ラックに収おさまりきらなくなって、泣なく泣なく段だんボールにしまってあるファイルも、かなりあるぐらいだ。

　なにより、ぼく自じ身しんが、この間あいだの春はる休やすみに、直ちょく接せつレッドと会あったりしたからね！

　会かい話わもしたんだ、すごいだろう？

　ふふん！

　……まあ、煙けむりにさえぎられて、姿すがたを見みることはできなかったんだけれど。

　はあ……いまでも、本ほん当とうにそれだけが心こころ残のこりで……。

　思おもい出だしたら、なんだかまた落おちこんできた。

「おい、理り央お。さっきから、なに１人ひとりで笑わらったり、しょんぼりしたりしてるんだ？」

　大だい貴きと健けん人とが怪け訝げんそうな顔かおで、ぼくを見みている。

「……い、いや。なんでもないよ」

　どうやら、顔かおに出でていたらしい。

　いけない、いけない。

　気きをとり直なおして、今日きょうも「怪かい盗とう部ぶ」の活かつ動どうを始はじめるとしよ…………


　　　コンコン



　気き合あいを入いれ直なおそうとするのと同どう時じに、ドアがノックされる。

　だれだろう？

　この「怪かい盗とう部ぶ」に来らい客きゃくとはめずらしい。

　ぼくは大だい貴きと健けん人とを見みるが、２人ふたりとも身みに覚おぼえはないみたいだ。

　ま、開あけてみればわかるだろう。

「今いま、開あけるよ」

　声こえをかけ、ぼくはドアを開あけた。







　　　　２　クールなメッセンジャー




　ドアの前まえに立たっていたのは、きれいな長ながい黒くろ髪かみをした、よく知しった顔かおだった。

「やあ、詩し織おりじゃないか」

　ぼくはすぐに笑え顔がおで、ドアの前まえの女じょ子し生せい徒と──折おり原はら詩し織おりを部ぶ室しつに迎むかえ入いれる。

　詩し織おりは、高こう等とう部ぶに入にゅう学がくしてすぐ、生せい徒と会かい役やく員いんをつとめている。

　詩し織おりとの付つき合あいは中ちゅう等とう部ぶからで、かわいい後こう輩はいだ。

「おひさしぶりです、清きよ瀬せ先せん輩ぱい」

「あいかわらず、かたいなぁ」

　礼れい儀ぎ正ただしいけれど、詩し織おりにはもう少すこしくだけてほしいんだけどな。

「先せん輩ぱいは先せん輩ぱいですから。……佐さ伯えき会かい長ちょうからの伝でん言ごんを持もってきました」

「朱あか里りから？」

　佐さ伯えき朱あか里りは、昨さく年ねんから高こう等とう部ぶの生せい徒と会かい長ちょうをつとめる、やはり中ちゅう等とう部ぶ時じ代だいからの友ゆう人じんだ。

　メールとかじゃなく、人ひとを直ちょく接せつさしむけるところが、さすがだ。

　で、用よう件けんはなんだろう？

「まずは、こちらを見みてください」

　詩し織おりは単たん刀とう直ちょく入にゅうにそう言いって、１枚まいの写しゃ真しんを取とり出だして、テーブルの上うえにおいた。

　写しゃ真しんを見みると、どこかの壁かべに大おおきな穴あなが開あいているのが、写うつっている。

「なんだい、これは？」

　ぼくは詩し織おりにきく。

「グラウンドの隅すみにある、古ふるいほうの体たい育いく用よう具ぐ室しつです」

　大だい貴きはすぐにうなずく。

「あそこか。メインの用よう具ぐ室しつがあるけど、なんだかんだで、あっちもけっこう使つかってるよな」

　運うん動どう部ぶに、ときどき助すけっ人とに行いくから、よく知しっているらしい。

「しかし、なんでまた壁かべに穴あなが開あいているんだ？」

「サッカー部ぶの練れん習しゅう中ちゅうに、ボールが当あたったそうです。もろくなっていたから、木きの壁かべが折おれてしまったとのことで」

「なるほど……」

　ぼくもこの用よう具ぐ室しつは、何なん度どか行いっている。

　けっこう、年ねん代だい物もので、いまどきめずらしい木もく造ぞうだったはずだ。

　あれなら、サッカーボールが強つよく当あたれば、穴あなぐらい開あくかもしれない。

　問もん題だいは……。

「それで、その写しゃ真しんをぼくらに見みせにきたということは……」

　ちらりと、詩し織おりを見みる。

「はい、お察さっしの通とおりです。佐さ伯えき会かい長ちょうが『怪かい盗とう部ぶにこの穴あなをふさいでもらいたい』と」

「…………一いち応おう、説せつ明めいしておくと、ここは怪かい盗とう部ぶであって建けん築ちく部ぶではないわけなんだけど……」

　ぼくの反はん論ろんに、詩し織おりの目めがキラリと光ひかる。

「……５日か前まえに校こう外がい活かつ動どう報ほう告こくなしに、怪かい盗とう部ぶの名な前まえで取しゅ材ざい活かつ動どうを行おこなっていたそうですが？」

「うっ」

　ぼくはうめき声ごえを上あげる。

「学がっ校こうに問とい合あわせがあったそうです。その対たい応おうをしたのは、佐さ伯えき会かい長ちょうだということでした」

　詩し織おりの応おう対たいは、ぼくを相あい手てにしても容よう赦しゃない。

　まったく、中ちゅう等とう部ぶで氷のアイス女王クイーンと呼よばれていただけはあるよ。

「う～ん、しょうがないなぁ」

「しょうがないのは、清きよ瀬せ先せん輩ぱいのほうですよ」

　ずばりと言いい返かえされて、ぼくはうぐっとおもわず、口くちごもる。

「はははははっ！　理り央おがやりこめられてるぞ」

「ああ、めずらしいものが見みられたな」

　うしろで、大だい貴きと健けん人とが大おお笑わらいしている。

　むぅ……友ゆう人じんがいのないやつらめ。
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　怪かい盗とう部ぶの活かつ動どうは、ほとんどが校こう外がいでの取しゅ材ざい活かつ動どうだ。

　そのとき、すんなり進すすむこともあるけれど、なかなかうまくいかなくて、ときどきトラブることもある。

　そういったときに、第だい一いちに連れん絡らくがいくのは、学がっ校こうであり、生せい徒と会かい。

　つまり、朱あか里りのところだ。

　今いままでも、色いろ々いろなことで朱あか里りには助たすけてもらってるんだよなぁ。

「というわけですので、用よう具ぐ室しつの修しゅう繕ぜんについてはよろしくお願ねがいします」

　詩し織おりが、ぺこりと頭あたまを下さげる。

　かわいい後こう輩はいにそんなことをされて、断ことわれるわけがない。

　朱あか里りのやつ……それを見みこして、詩し織おりをメッセンジャーに送おくりこんできたな。

　大だい貴きと健けん人とを見みると、首くびを横よこにふっている。

　打うつ手てなし。引ひき受うけるしかなさそうだ。

　まあ、じつは生せい徒と会かいからのたのまれ仕し事ごとが、嫌いやなわけでもない。

　これまでも、たびたびたのまれごとはこなしてきたし、建けん設せつ会がい社しゃに修しゅう繕ぜんを依い頼らいするお金かねを、少すこしでも生せい徒との活かつ動どうにあてたいという、朱あか里りの考かんがえなのはわかってる。

　それでも、言いうべきことは言いっておこうと思おもっただけだ。

「よし、それじゃあ、やろうか！」

「しかたがないな」「学がっ校こうのためだしな」

　大だい貴きと健けん人とも立たちあがる。

「それでは、わたしはこれで失しつ礼れいします」

「うん。詩し織おり、今こん度ど時じ間かんがあるときにでも、また寄よってくれよ。ゆっくり話はなそう」

　そう言いうと、詩し織おりはわずかに微ほほ笑えんでから、去さっていった。

　いつもあれぐらいの笑えみをうかべていれば、もう少すこしまわりから、怖こわがられずにすむのに。

「さてと、ぼくらは、さっそく現げん場ばに行いってみよう。直ちょく接せつ見みてみないことには、必ひつ要ような材ざい料りょうもわからないからね」

「なんだ、理り央お。嫌いやがってたわりには、ずいぶん乗のり気きじゃないか」

　大だい貴きが、茶ちゃ化かすように言いってくる。

「べつに嫌いやがってはいないさ。学がっ校こうのためだからね。とはいえ、本ほん来らいの活かつ動どうとはちがうんだ。あれぐらいは言いってもいいだろう？」

「まあなぁ。……しかし、だんだん、なんでも屋やみたいになってきてるからな、おれたち」

　そう言いうと、大だい貴きと健けん人とは顔かおを見みあわせて、そろって肩かたをすくめた。







　　　　３　怪かい盗とう部ぶは雑ざつ用よう係がかり？




「ボール回まわしてけ！」

「足あし止とめるな！　走はしれ！」

　グラウンドに、大おおきな声こえが飛とび交かっている。

　サッカー部ぶが練れん習しゅう中ちゅうだ。

　うちの高こう等とう部ぶには野や球きゅう部ぶもあるけど、今日きょうは別べつの場ば所しょで練れん習しゅうしているらしい。

　さすがに、サッカーと野や球きゅうを同どう時じに練れん習しゅうできるほど、グラウンドのスペースは広ひろくない。

　サッカー部ぶ員いんが駆かけ回まわっている横よこを通とおり抜ぬけ、ぼくたちはグラウンドの突つき当あたりまでやってくる。

　問もん題だいの古ふるい体たい育いく用よう具ぐ室しつは、グラウンドの一いち番ばん奥おくにあった。

　こんな場ば所しょにあったら、昔むかしは不ふ便べんだったにちがいない。

　今いまは新あたらしい体たい育いく用よう具ぐ室しつが、体たい育いく館かんよりの場ば所しょにある。

　校こう舎しゃから一いち番ばん遠とおい、この体たい育いく用よう具ぐ室しつを使つかうのは、今いまでは運うん動どう系けいの部ぶ活かつぐらいだ。

　部ぶ室しつにおく場ば所しょがなくなった用よう具ぐ類るいを、しまっておくのに使つかわれているらしい。

「ひさしぶりに見みたが、本ほん当とうに古ふるいな」

　大だい貴きが、あきれ半はん分ぶん、感かん心しん半はん分ぶんといった感かんじで、用よう具ぐ室しつを見みまわして言いう。

　ぼくは、大だい貴きのとなりに立たつ。

　用よう具ぐ室しつは、何なん度どかペンキの塗ぬり替かえが行おこなわれているらしく、それほど古ふるめかしいわけじゃない。

　ただ、近ちかくによると、年ねん代だいを感かんじさせる木もく目めと、太ふとい木きの柱はしらが確かく認にんできる。

「用よう具ぐ室しつ自じ体たいの強きょう度どは、大だい丈じょう夫ぶなのか？」

　健けん人とがパソコンを片かた手てにかかえて、用よう具ぐ室しつを少すこし離はなれた場ば所しょから、ながめている。

「それなら、問もん題だいないそうだよ。学がっ校こうが、専せん門もん家かに何なん度どか安あん全ぜん性せいを確かく認にんしてもらっているそうだけど、柱はしらは腐くさったりしていないし、建たてつけもいいらしい。昔むかしこの用よう具ぐ室しつを建たてた職しょく人にんの腕うでが、よほどよかったんだろうね」

「それは、すごいな」

　素す直なおに感かん心しんした様よう子すで、健けん人とはパソコンを開ひらいて、なにかを打うちこんでる。

　怪かい盗とう部ぶでは、データ収しゅう集しゅうが健けん人との役やく割わりだ。

　ああして、パソコンに細こまかい情じょう報ほうをまとめておいて、ぼくたちにフィードバックする。

　そして、問もん題だい解かい決けつに３人にんで知ち恵えを出だし合あうのが、「怪かい盗とう部ぶ」のやり方かただ。

「こりゃあ、見み事ごとに穴あなが開あいているな」

　ぼくと健けん人とも、大だい貴きの声こえに呼よばれて、穴あなの前まえに行いく。

「これは写しゃ真しんで見みたより、大おおきく見みえるね」

「サッカーボールが当あたった衝しょう撃げきで、まわりの木きの板いたごと折おれたみたいだな」

　健けん人とが、穴あなを観かん察さつしながら言いう。

「どうやって直なおす？」

　この中なかで、一いち番ばん幅はば広ひろい知ち識しきを持もっているのは健けん人とだ。

　大だい貴きも、健けん人とを見みている。

「……そうだな。まわりの柱はしらには、影えい響きょうはなさそうだ。これなら、折おれた板いたをはがして、張はり替かえることでどうにかなるだろう」

　健けん人とが思し案あん顔がおをしながら、答こたえる。

「よし！　それなら、さっそく作さ業ぎょうにとりかかろう。今日きょう中じゅうには直なおしてしまいたいからね」

　ぼくは言いって、大だい貴きと健けん人とにむき直なおる。

「今日きょう中じゅうって、下げ校こう時じ刻こくまで４時じ間かんぐらいだけどな」

「日ひ暮ぐれになったら、このあたりは暗くらくなるから、それまでには直なおす必ひつ要ようがある」

　大だい貴きと健けん人ともあきれ顔がおながら、反はん対たいはしない。

　ぼくも、この３人にんなら無む茶ちゃだと思おもわないから、提てい案あんしているわけだしね。

　伊達だてに、中ちゅう等とう部ぶから学がっ校こうに目めをつけられる無む茶ちゃを、続つづけてきたわけじゃない。

「なら、テキパキと動うごこう！　さっそくだけど、大だい貴きは朱あか里りのところに行いって、木もく材ざいを調ちょう達たつしてきてくれ。たぶん学がく園えん祭さいで使つかった資し材ざいで、再さい利り用ようできるものが保ほ管かんされているはずだ。健けん人とは穴あなの採さい寸すんと具ぐ体たい的てきな修しゅう繕ぜん方ほう法ほうの立りつ案あん、ぼくは健けん人とのサポートをする」

「おう、まかせとけ」

「やりがいがありそうだ」

　ぼくの指し示じに、大だい貴きと健けん人とが笑えみをうかべて、うなずく。

「それじゃあ、怪かい盗とう部ぶ、始し動どう！」







　日ひが落おちかけた、グラウンド。


　　　トントントントン



　リズムよく、大だい貴きが金かなづちで釘くぎを打うっている。

「よし、できたぞ」

　大だい貴きが顔かおを上あげる。

　体たい育いく用よう具ぐ室しつの穴あなは、きれいに……とはなかなかいかないものの、問もん題だいなくふさがっていた。

　健けん人とが決きめた修しゅう繕ぜん方ほう法ほうは、シンプルなものだった。

　穴あなが開あいた板いたはもちろん、折おれたり亀き裂れつが入はいったりしている板いたも、すべてはがして張はり直なおす。

　採さい寸すんをすませて、朱あか里りのところに行いっている大だい貴きに連れん絡らくして、木もく材ざいを調ちょう達たつ。

　そこからは、大だい貴きを中ちゅう心しんに大だい工く仕し事ごとをしていた、というわけだ。

　まわりと色いろがちがうのは、ペンキが調ちょう達たつできなかったからしかたがない。

　それでも、用よう具ぐ室しつとして利り用ようするぶんには問もん題だいないだろう。

「終おわったみたいね」

　作さ業ぎょうが終おわるのを見み計はからったかのように、朱あか里りが姿すがたを見みせた。

　黒くろ髪かみのポニーテールで、キリッとした目めが印いん象しょう的てきだ。

「どうだい？　いい出で来きだろう」

　ぼくは自じ慢まんげに、胸むねを張はる。

「本ほん当とう。きれいに直なおってるじゃない」

　朱あか里りは、穴あながあった壁かべの部ぶ分ぶんを見みて、目めを丸まるくしている。

「たのんで正せい解かいだったわね。……これ、差さし入いれ」

　朱あか里りはぼくたちをふり返かえると、手てに持もっていたビニール袋ぶくろを持もち上あげる。

　中なかには、ジュースやお茶ちゃのペットボトルが入はいっている。

　さすが朱あか里りだけあって、ぼくたちそれぞれの好このみがわかっている。

「いいのか？　生せい徒と会かい費ひをこんなことに使つかって」

　手て渡わたされた清せい涼りょう飲いん料りょう水すいを飲のみながら、大だい貴きが言いう。

「そんなわけないでしょ。わたし個こ人じんのお金かねから出だしてるわよ。ありがたく飲のんでよね」

　朱あか里りがふくれっ面つらで言いってから、ふきだすように笑わらう。

「もちろん、そうさせてもらうよ」

　そういえば、中ちゅう等とう部ぶの生せい徒と会かい時じ代だいも、この４人にんでよくこうして話はなしていた。

　あのころは、学がっ校こうとの厳きびしい話はなし合あいも多おおかったけれど、この４人にんだからなんとか乗のり越こえてこられたんだよなぁ。

「朱あか里りも生せい徒と会かい長ちょうに、なれてきたんじゃないか？　仕し事ごとができるってウワサを聞きくよ」

　ぼくは緑りょく茶ちゃを飲のみながら、朱あか里りにきく。

「やめてよね。生せい徒と会かい長ちょうなんてむかないって言いったのに、まわりに乗のせられたんだから」

　朱あか里りは首くびを横よこにふる。

「それだけ信しん頼らいされてるってことだろう。いいことじゃないか」

「理り央おが生せい徒と会かい長ちょうをやってくれてたら、わたしがこんなことをするハメには、ならなかったんだけど……」

　朱あか里りが、うらめしそうな目めでぼくを見みる。

　去きょ年ねんの生せい徒と会かい長ちょう選せんの前まえも、何なん度ども朱あか里りに説せっ得とくされたなぁ。

　肩かたをがしっとつかまれて、１時じ間かんぐらいじっくりと……。

「まだ言いってるのか。選せん挙きょで選えらばれたんだろう」

「理り央おが立りっ候こう補ほしなかったからでしょ。まったく……」

「ボヤきながらも立りっ派ぱに務つとめてるんだよな、佐さ伯えきは」
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　大だい貴きが感かん心しんした顔かおで、朱あか里りに言いう。

「優ゆう秀しゅうな生せい徒と会かい長ちょうだって、みんな言いってるぞ」

　健けん人ともうなずいてる。

「そりゃね、いつまでも、理り央おが生せい徒と会かい長ちょうだったら……とかみんなから思おもわれてるのはしゃくだもの。こっちは必ひっ死しなのよ。これだって、わたしのほうがおごってほしいくらいよ」

　朱あか里りは飲のみかけの紅こう茶ちゃのペットボトルを持もち上あげてしめす。

「たしかにな」

　大だい貴きが言いって、ぼくたちは顔かおを見みあわせて、自し然ぜんと笑わらいあう。

「あのときも言いったけど、ぼくはこの怪かい盗とう部ぶの部ぶ長ちょうがあってるからね」

　生せい徒と会かい長ちょうは中ちゅう等とう部ぶでやりきった。

　だから、高こう等とう部ぶではだれもやっていないようなことを、やろうと思おもったんだよね。

　それが『怪かい盗とう部ぶ』。

　その選せん択たくを、ぼくは今いまでもまちがったとは思おもってない。

　最さい高こうの選せん択たくをしたと思おもってる。

　１つ心こころ残のこりがあるといえば、朱あか里りを仲なか間まにむかえることができなかったことだろうか。

「それも理り央おらしいといえば、らしいんだけどね」

　朱あか里りはそう言いって、肩かたをすくめる。

「そうだ。昼ひる間まに詩し織おりが部ぶ室しつにきたけど、さっそくこき使つかってるみたいだな」

「人ひと聞ぎきの悪わるい言いい方かたしないでよ。１年ねん生せいだって、働はたらいてもらわないとね。さっそく書しょ記きになってもらったわ。さすがというべきか、とんでもなく優ゆう秀しゅうよね」

「優ゆう秀しゅうすぎるところが、ちょっと心しん配ぱいでもあるんだけどね。面めん倒どうを見みてやってくれよ」

「もちろんよ。貴き重ちょうな生せい徒と会かいの後こう輩はいだもの。きっちりみっちり、面めん倒どう見みるわ」

　朱あか里りなら心しん配ぱいはいらないだろう。

　詩し織おりも少すこしは肩かたの力ちからを抜ぬくことを、朱あか里りから学まなんでくれるといいんだけど。

「そろそろ行いくわ。まだ仕し事ごとが残のこってるの」

「大たい変へんそうだな」

　健けん人とが気きがかりそうに、朱あか里りに声こえをかける。

「そうよ。でも、それがわたしが選えらんだことだもの」

「朱あか里りらしいね」

　ぼくが笑わらうと、

「あなたには言いわれたくないわね」

　と、朱あか里りが不ふ満まんげな顔かおを一いっ瞬しゅんしてから、笑わらい返かえしてくる。

「……またね、理り央お、健けん人と、大だい貴き」

　そう言いうと、朱あか里りは足あし早ばやにぼくたちの前まえから去さっていく。

　その足あしは、迷まよいなくまっすぐと、校こう舎しゃにむかっていた。

　もう次つぎの仕し事ごとのことで、頭あたまがいっぱいなんだろう。

「さあ、ぼくたちは片かたづけて帰かえろうか」

　そろそろ日ひも暮くれる。

　ライトがないこのあたりは、日ひが落おちたら真まっ暗くらで、工こう具ぐの片かたづけにも苦く労ろうすることになる。

　地じ面めんに散ちらばった、工こう具ぐや木もく材ざいの残のこりをまとめつつ、ぼくは心こころの中なかで、ついつい考かんがえてしまう。

　こういうのも楽たのしいけれど、やっぱり『怪かい盗とう部ぶ』としては、なにか事じ件けんがおきないものかなぁ、と。







　　　　４　極ごく秘ひプロジェクト




　真ま夜よ中なか。

　ぼくは２階かいの自じ分ぶんの部へ屋やで、怪かい盗とうレッドの過か去この事じ件けんをまとめたファイルを、開ひらいてた。

　このファイルを見み直なおすのは、寝ねる前まえのぼくの日にっ課かだ。

　すると──

　カタン、と１階かいからかすかにドアの閉しまる音おとが聞きこえる。

　どうやら、父ちちの清きよ瀬せ春はる義よしが帰かえってきたらしい。

　毎まい日にちのように忙いそがしくしていて、ぼくがおきている時じ間かんに帰かえってくること自じ体たいが、めずらしい。

　今日きょうはそのめずらしい日ひらしい。

　せっかくだから、寝ねる前まえにあいさつしておこうかな。

　ぼくはそう考かんがえ、立たち上あがった。

　この時じ間かんになると、家か政せい婦ふもほとんど帰かえっている。住すみこみの執しつ事じの上うえ杉すぎだけは、残のこっているはずだけど……。

「こんな時じ間かんにじいに見みつかると、また小こ言ごとを言いわれそうだからなぁ」

　上うえ杉すぎこと──じいは、父ちちが幼おさないころから清きよ瀬せ家けで働はたらいている、一いち番ばん古ふる株かぶの執しつ事じだ。

　ぼくが生うまれる前まえから清きよ瀬せ家けにいただけあって、なにかと頭あたまが上あがらない。

　パーティーでの所しょ作さの基き本ほんや、ふるまいを教おしえてくれたのもじいだし、色いろ々いろとたよりになる人ひとではある……んだけど。

　小こ言ごとが多おおいのが、玉たまにきずだ。

　そろりと、ぼくは１階かいのろう下かで足あし音おとを忍しのばせ、父ちちの書しょ斎さいの前まえに立たつ。

　……ん？

　よく見みると、ドアがわずかに開あいている。

　ノックしようとした手てを止とめて、耳みみをすますと、わずかに声こえがもれていた。

「……ああ……ようやく完かん成せいにこぎつけたよ」

　父ちちの声こえだ。

　だれかと電でん話わしている？

「…………そうだ。……………ああ……いわゆる、アンドロイドというやつだな。……ここから飛ひ躍やく的てきに可か能のう性せいが広ひろがる……あらゆる方ほう向こうにな」

　アンドロイド………………つまり、人ひと型がたの人じん工こう生せい命めい体たい!?

　人にん間げんの姿すがたに近ちかいロボットの開かい発はつは、世せ界かい中じゅうで行おこなわれていて、介かい護ごや接せっ客きゃくなどのサービスに、導どう入にゅうされているところもあるらしい。

　でも……『ここからあらゆる可か能のう性せいが広ひろがる』という父ちちの言こと葉ばが気きになる。

　しかも、完かん成せいにこぎつけたってことは……。

　まさか父ちちは、アンドロイドを開かい発はつしていた？

　父ちちが社しゃ長ちょうをしているＴＯＮＹは、世せ界かいでも一いち流りゅうの電でん気き機き器きメーカーだし、技ぎ術じゅつ力りょくも世せ界かいで１、２を争あらそうと言いわれてる。傘さん下かの会かい社しゃもあわせて、清きよ瀬せグループと呼よばれるような、一いち大だい電でん気き機き器き技ぎ術じゅつグループでもある。

　だから、アンドロイドをつくること自じ体たいは、難むずかしくはない。

　でも、それは公おおやけになっていない。ぼくですら初はつ耳みみだ。なぜ隠かくす必ひつ要ようがあるのだろう？

　身み近ぢかなところだと、スカイタワーで案あん内ない役やくとして導どう入にゅうされたぐらい、今いまではアンドロイドはめずらしくない技ぎ術じゅつだ。

　秘ひ密みつ裏りに開かい発はつをする意い味みがない。……いや、この場ば合あいは、秘ひ密みつ裏りに開かい発はつするようなアンドロイドだ…………ってことになるのか。

　そこまで考かんがえたところで、父ちちが電でん話わを切きる。

　ここで立たち聞ぎきしていたとばれると、まずい。立たち去さるところを見みつかるぐらいなら……。


　　　コンコン



　ぼくは思おもいきってノックして、ドアを開あける。

「おかえりなさい、お父とうさま」

　今いま来きた、というふうに、ぼくはあいさつする。

「……あ、ああ、理り央おか。ただいま。……今いま、来きたのか？」

　父ちちが探さぐるような目めで、ぼくを見みる。

「はい。そうですが、なにか？」

　ぼくは、きょとんとした顔かおで返へん事じをする。

「いや、それならいいんだ」

　どうやら、ばれなかったようだ。

　我われながら、なかなかの演えん技ぎ力りょくじゃないだろうか。

「わざわざやってくるなんて、どうしたんだ？」

　父ちちが話わ題だいを変かえてくる。

「お父とうさまが帰かえってこられたようだったので、寝ねる前まえにあいさつしようかと」

「そうか。……最さい近きんは、悪わるさはしてないんだろうな？」

「とんでもない！　悪わるさなんか、なにかしましたか？」

　ぼくは笑えみをうかべつつ、さりげなく父ちちの机つくえの上うえに目めを走はしらせる。

　ＮＧＰ。そう書かかれた書しょ類るいに「CONコンFIフィDENデンTIALシャル」という印いんが押おされている。

　ＮＧＰは、たしかＴＯＮＹの最さい先せん端たん技ぎ術じゅつの開かい発はつをしている、プロジェクトの名な前まえだったはず。

　それに、「CONコンFIフィDENデンTIALシャル」は機き密みつ書しょ類るいに押おされる印いん。

「春はる休やすみに、やらかしたばかりだろう。忘わすれたとは、言いわせんぞ」

　父ちちが、するどい突つっこみを入いれてくる。

　うっ……。

「ですから、それ以い後ご、気きをつけています。……あ、そろそろ寝ねようかな」

　まだ気きになることがあったけれど、こんな時じ間かんにお説せっ教きょうなんて食くらったら、たまらない。

　春はる休やすみのフラワーヴィレッジ城じょうの一いっ件けんのあと、とんでもなく怒おこられたんだから。

「そうだな。夜よるも遅おそい。明日あしたも学がっ校こうだろう。もう寝ねなさい」

「はい。失しつ礼れいします、お父とうさま」

　ぼくは一いち礼れいして、部へ屋やを出でる。

　ふぅ……。

　ろう下かを歩あるきながら、大おおきく深しん呼こ吸きゅうをする。

　もう少すこしくわしい情じょう報ほうがほしかったけれど、最さい低てい限げんの情じょう報ほうはそろった。

　秘ひ密みつ裏りに開かい発はつされたアンドロイドに、ＮＧＰ。

　しかも、なぜ「CONコンFIフィDENデンTIALシャル」とされているのか……。

　介かい護ごサービスに使つかわれるアンドロイドなら、世せ間けん的てきに宣せん伝でんをしたほうが企き業ぎょうイメージは上あがるはず……。

　なにか、全ぜん世せ界かいをあっと言いわせるような技ぎ術じゅつの開かい発はつを、めざしているんだろうか。

「なかなか、おもしろくなってきたじゃないか」

　久ひさ々びさにワクワクする、おもしろそうなにおいがする。

　こういうのを、待まってたんだ。自し然ぜんと顔かおに笑えみが浮うかぶ。

　さあて！

　さっそく明日あしたから、どうするか考かんがえないといけないな！







　　　　５　理り央お部ぶ長ちょうの計けい画かく




　放ほう課か後ご。

　今日きょうも、この時じ間かんまで待まつのが、本ほん当とうに大たい変へんだった。

　授じゅ業ぎょうをさぼって、話はなしに行いきたい気き持もちをぐっとガマンして、この時じ間かんまでなんとか待まてた。

　怪かい盗とう部ぶの部ぶ室しつには、いつも通どおり、怪かい盗とう部ぶのメンバーである、ぼくと大だい貴きと健けん人とがそろっていた。

　その２人ふたりに、昨日きのう聞きいた、アンドロイドの話はなしをしたところだ。

「──見みてみたいと、思おもわないか？」

　ぼくは２人ふたりに、問といかける。

「と、言いわれても、な……」

　大だい貴きがとまどい気ぎ味みに、健けん人とと顔かおを見みあわせる。

「すごいアンドロイドがあるらしいってことはわかったが、どうすごいんだ？」

　どうやら、いきおいにまかせてしゃべりすぎて、うまく伝つたわっていなかったらしい。


「少すこし説せつ明めいを急いそぎすぎたかな。ＮＧＰについて、もう少すこし説せつ明めいをするよ。ＮＧＰっていうのはNewニユー Geジエneネレratーシionヨン Projectプロジエクトの略りゃくで、清きよ瀬せグループの新しん世せ代だい技ぎ術じゅつを開かい発はつする計けい画かくのことなんだ」



「新しん世せ代だい技ぎ術じゅつの開かい発はつ？　しかし、アンドロイドは新しん世せ代だいというほどでもないだろう。スカイタワーで案あん内ない用ようアンドロイドを見みたことがあるぞ」

　健けん人とが、いぶかしげな顔かおをする。

「そうなんだ。だけど、ＮＧＰでつくるアンドロイドというなら、おそらくは、これまでのアンドロイドとは別べつ物ものにちがいない。わざわざ秘ひ密みつ裏りにＮＧＰで開かい発はつするアンドロイドだ。どんなものか想そう像ぞうするだけで、ワクワクしないか？」

「……理り央おを見みてれば、一いち番ばんワクワクしてるのがだれかはわかるけどな」

　大だい貴きが笑わらっている。

「でもまあ、興きょう味みがわいてきたのも事じ実じつだ」

　健けん人とがうなずく。

「そう言いってくれると思おもってたよ」

　ぼくはうれしくなって、大おおきく何なん度ども首くびをたてにふる。

「しかし、見みるといっても、そのＮＧＰとかいうのは、秘ひ密みつなんだろ？　理り央おでもそのアンドロイドを見みるのは、無む理りなんじゃないのか？」

「だろうね。……だから、忍しのびこむんだよ」

　ぼくはそう言いって、ニヤリと笑わらった。

「まあ、そう言いうとは思おもっていたけど」

　健けん人とが、またかという顔かおで、肩かたをすくめてる。

「で、具ぐ体たい的てきにどうするつもりなんだ？」

「ＮＧＰの研けん究きゅう所じょの場ば所しょはわかってる。ただ、セキュリティがかなり厳きびしいんだ。慎しん重ちょうに動うごかないと、建たて物ものにたどりつく前まえに見みつかってしまう」

「理り央おが言いうぐらいだ。よっぽどなんだろうね」

　健けん人とが腕うでを組くんで、難むずかしい顔かおをする。

「ああ、そう思おもってくれていい。だからこそ、２人ふたりにも協きょう力りょくをたのみたい」

　ぼくは大だい貴きと健けん人とを、まっすぐに見みて言いう。

　今こん回かいの計けい画かくに、２人ふたりの協きょう力りょくは不ふ可か欠けつだ。

　……２人ふたりに協きょう力りょくを断ことわられたりしたら、その時じ点てんでぼくの計けい画かくは進すすめられない。

　大だい貴きと健けん人とは、ぼくの視し線せんをじっと受うけ止とめていたかと思おもったら、不ふ意いにクスリと笑わらった。

「そんなことを言いって、最さい初しょから、数かずに入はいってるんだろう」

　健けん人とが、組くんでいた腕うでをとく。

「答こたえるまでもないな。そんなおもしろそうなこと、断ことわる理り由ゆうがない」

　大だい貴きが、身みを乗のり出だす。

「大だい貴き、健けん人と……」

「理り央おのことだ、もう考かんがえはあるんだろう？」

　長ながい付つき合あいだけあって、大だい貴きも健けん人ともよくわかってる！

「よし。いまからの辞じ退たいは受うけつけないからな。それじゃあ、まずは……」

　さっそくぼくは、昨日きのう夜よる遅おそくまでかけて考かんがえた計けい画かくを、２人ふたりに説せつ明めいし始はじめた。







　夜よるの10時じ前まえ。

　夕ゆう食しょくも終おわって、清きよ瀬せ邸ていから家か政せい婦ふがいなくなり、しんとする時じ間かん。

　真ま夜よ中なかでは、音おとをたてると目め立だってしまうけど、このぐらいの時じ間かんなら、かえってあるていどの音おとはごまかせる。

「そろそろ大だい丈じょう夫ぶそうだ」

　ぼくは、スマートフォンを耳みみにあてながら、話はなしかける。

『……やっとか。１時じ間かんは待またされたぞ』

　スマホのむこうから、大だい貴きのうらめしそうな声こえが聞きこえてくる。

「しかたがないだろう。客きゃくを家いえにあげると、客きゃくの帰き宅たくを見み届とどけるまで家か政せい婦ふが残のこってしまうんだ。それに、こんな時じ間かんでは、じいにあやしまれるしな」

『だからって、こんな庭にわ木きのかげで待またされる必ひつ要ようはあったのか？』

　健けん人とが、げっそりとした声こえで言いう。大だい貴きの横よこから、話はなしかけているらしい。

「監かん視しカメラの死し角かくになっている場ば所しょが、そこぐらいなんだよ。とにかく、事じ前ぜんに教おしえておいた、監かん視しカメラに映うつらないルートで、屋や敷しきの近ちかくまできてくれ」

　一いち度ど通つう話わを切きると、部へ屋やを出でる。

　大だい貴きと健けん人とには、１時じ間かんほど前まえから裏うら手ての庭にわにある大たい木ぼくのかげに、隠かくれてもらっていた。

　だれにも見みつからないように、２人ふたりをこの屋や敷しきに招まねく必ひつ要ようがあったからだ。

　目もく的てきの研けん究きゅう所じょに入はいるために、父ちちが持もつカードキーを手てに入いれるため。

　レッドがときどき使つかう手てだ。

　堅けん牢ろうなセキュリティを、こじ開あけるんじゃなくて、正せい規きのキーを持もった相あい手てから盗ぬすんで使つかう。

　今こん回かいの計けい画かくも、それを参さん考こうにさせてもらったというわけ。

　だけど、ぼく１人ひとりでは父ちちの書しょ斎さいには入はいりこめない。

　父ちちの書しょ斎さいには、家か族ぞくでも入はいれないように、セキュリティがほどこされている。

　そのセキュリティを無む効こう化かするために、大だい貴きと健けん人との力ちからを借かりる必ひつ要ようがある。

　音おとを消けしておいたスマホに着ちゃく信しんがあった。

『着ついたぞ』

　大だい貴きの声こえを聞ききながら、ぼくは１階かいの応おう接せつ間まにやってくる。

　そこの窓まどの外そとに大だい貴きと健けん人との姿すがたがあった。

　ぼくは窓まどを開あけて、２人ふたりを招まねき入いれる。

「ああ、寒さむかった……」

　健けん人とが、身みを縮ちぢこまらせている。

　４月がつの終おわりとはいえ、この時じ間かんでは、さすがに少すこし冷ひえたらしい。

　大だい貴きは、と視し線せんをむけるが、分ぶ厚あつい筋きん肉にくのおかげか、まったく大だい丈じょう夫ぶそうだ。

「さて。時じ間かんがあまりない。さっそく行こう動どうにうつそう」

　ぼくは大だい貴きと健けん人とに声こえをかけ、応おう接せつ間まのドアをそっと開あける。

　ろう下かにひと気けはない。

　ぼくが先せん頭とうを行いき、うしろから健けん人とと大だい貴きがついてくる。

　家か政せい婦ふがいなくなると、屋や敷しきの中なかは静しずかだ。

　じいも、父ちちが帰かえってくるまで、ひと休やすみしている時じ間かんなのは、いつもの習しゅう慣かんでわかっている。

　無ぶ事じに、２階かいのぼくの部へ屋やにたどりつく。

　部へ屋やに２人ふたりを招まねき入いれ、ドアを閉しめて、ほっと息いきをつく。

「ここまでは順じゅん調ちょうだ。次つぎは健けん人と。いけそうか」

　ぼくは健けん人とを見みる。

　さっそく肩かたから下さげたバッグから、健けん人と愛あい用ようのモバイル用ようのノートパソコンを取とり出だしている。

「あまり期き待たいはしないでくれよ。怪かい盗とうレッドじゃないんだ」

　健けん人とはそう言いうと、ぼくの部へ屋やの回かい線せんを使つかって、パソコンをネットワークにつないでいる。

　健けん人との役やく割わりは、父ちちの書しょ斎さいのセキュリティの無む効こう化か。

　清きよ瀬せ邸ていのセキュリティは、屋や敷しきの外そとからは何なん重じゅうにも強きょう力りょくな防ぼう犯はん設せつ備びが整ととのっているけれど、中なかに入はいるほど、セキュリティレベルは下さがっていく。

　見みためも、ふつうの家か庭ていと同おなじで、おおげさな防ぼう犯はん設せつ備びはない。

　とうぜんといえば、とうぜんの話はなしだ。

　家か族ぞくにとっては、毎まい日にち暮くらす家いえなんだから、なにかといえばセキュリティが作さ動どうしていては、やりにくい。それに、家いえの中なかから問もん題だいが発はっ生せいするとは、ふつう、考かんがえないだろう。

　父ちちの書しょ斎さいだけは、その中なかでもセキュリティレベルが高たかくて、父ちちが解かい除じょせずに一いっ歩ぽでも入はいれば、そのとたん警けい報ほうが鳴なるようになっている。それでも家いえの外そとのセキュリティに比くらべれば、数すう段だん落おちるはずだ。

「……ここか…………くそっ、やっぱり難むずかしいな……………これでなんとか、よし！」

　ぶつぶつ言いいながら、パソコンを操そう作さしていた健けん人とが、顔かおを上あげる。

「セキュリティを解かい除じょできるところまで、たどりついた。いつでも行いけるよ。だけど、保もつのは３分ぷんほどだ。それ以い上じょうは気きづかれる」

「それで十じゅう分ぶんだよ。健けん人とはここで待たい機きしていてくれ。次つぎはぼくと大だい貴きの出で番ばんだ」

　大だい貴きに視し線せんを送おくり、いっしょに立たちあがる。

　部へ屋やを出でると、大だい貴きと２人ふたりで１階かいにおりる。

　そのまま足あし音おとを忍しのばせて、父ちちの書しょ斎さいの前まえまで行いき、手て早ばやく、スマホで健けん人とに連れん絡らく。

　大だい貴きと視し線せんを交かわして、うなずきあう。

「健けん人と、たのむ」

『わかった。……よし、解かい除じょした』

　健けん人との返へん事じを聞きき、ぼくは書しょ斎さいのドアに鍵かぎを差さしこむ。

　昼ひる間まのうちに手てに入いれておいた、書しょ斎さいの鍵かぎだ。


　　　カチャ



　鍵かぎの開あく音おとがして、ドアをすばやく開あけると、中なかに入はいる。

　大だい貴きも続つづけて入はいってくる。

　健けん人とのセキュリティ無む効こう化かは、ちゃんと働はたらいているようだ。

　書しょ斎さいの中なかは、窓まどから入はいる月つき明あかりだけで、かなり暗くらい。

　とはいっても、さすがに、室しつ内ないの明あかりをつけるわけにもいかない。

　ぼくは懐かい中ちゅう電でん灯とうを取とり出だして、さっそく父ちちの机つくえを探さがしはじめる。

　大だい貴きにはその間あいだ、時じ間かんのカウントをしながら、ドアの近ちかくでろう下かの気け配はいに、気きをつけてもらう。

　２人ふたりそろって探さがし物ものをしていては、周しゅう囲いの物もの音おとに気きづかない可か能のう性せいが高たかい。それはまずい。

　机つくえの上うえに見みつからず、引ひき出だしを順じゅん番ばんに開あけていく。

「ないな……」

　１段だん目め、２段だん目め、３段だん目め……と開あけていくが、見みつからない。

「あと、１分ぷん30秒びょうだ」

　大だい貴きの声こえに、焦あせりがつのる。

　４段だん目めの引ひき出だしを開あけたところで、書しょ類るいの下したに、１枚まいの銀ぎん色いろのカードキーを見みつける。

　これだ！

　以い前ぜん、父ちちをたずねてきた研けん究きゅう者しゃが、これと同おなじものを持もっていた。そのとき、ＮＧＰの研けん究きゅう所じょの話はなしも出でていたから、まちがいないだろう。

　ぼくはカードキーを手てに持もつと、引ひき出だしをそっと閉しめる。

「あったぞ」

　ぼくが言いったとき、大だい貴きがサッと口くちもとで人ひと差さし指ゆびを立たてる。

　静しずかにしろ、という合あい図ずだ。

　ろう下かから、コツコツと歩あるく足あし音おとがする。じいだろうか。

　セキュリティを無む効こう化かできるのは、あと30秒びょう。時じ間かんがない。

　１秒びょうが、その何なん倍ばいにも感かんじられる。

　足あし音おとはそのまま、ドアの前まえを通とおり過すぎ、遠とおのいていく。

　ふぅ……。

　完かん全ぜんに足あし音おとが聞きこえなくなってから、ドアを慎しん重ちょうに開あける。

　大だい丈じょう夫ぶ、だれもいない。

　ぼくと大だい貴きは、足あし音おとを立たてないように、２階かいのぼくの部へ屋やへもどった。

「うまくいったか？」

　部へ屋やで待たい機きしていた健けん人とが、きいてくる。

　ぼくはニヤリと笑わらうと、銀ぎん色いろに光ひかるカードキーを、２人ふたりに見みせた。

「成せい功こうだ。さっそくこのまま、研けん究きゅう所じょに忍しのびこもう」
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　　　　６　怪かい盗とう部ぶのチームワーク




　屋や敷しきを抜ぬけ出だし、ロードバイクを走はしらせる。

　研けん究きゅう所じょは、駅えきからかなり遠とおい場ば所しょにある。そのため、電でん車しゃで移い動どうするよりロードバイクのほうが便べん利りなのは、調ちょう査さ済ずみだ。

「ところで、気きになっていたんだが、その荷に物もつはなんなんだ？」

　青あおいロードバイクで走はしりながら、大だい貴きがきいてくる。

　ぼくが持もっている、大おおきなメッセンジャーバッグのことを言いっているらしい。

「これのこと？　使つかえそうなものを放ほうりこんできたんだよ。なにがおきるかわからないからね」

　ぼくは真まっ赤かなロードバイクのスピードを落おとして、バッグのジッパーを少すこし開あけてみせる。

「プロテクターに、警けい棒ぼうに、ロープ……あやしいこと、この上うえないな」

　バッグの中なかをのぞきこんだ健けん人とが、あきれた顔かおをしている。

「途と中ちゅうで、警けい察さつに呼よび止とめられないことを祈いのっておこう」

　大だい貴きが肩かたをすくめる。

　ロードバイクで走はしること２時じ間かん。建たて物ものの少すくないひっそりとした場ば所しょに出でた。

　住じゅう宅たくも、お店みせらしきものもない。

　10階かい建だてぐらいの、古ふるそうなビルが建たっているぐらいだ。

　さびれている、という印いん象しょうが強つよい。

「もしかして、あれなのか？」

　大だい貴きが、道みちの先さきを指ゆび差さす。

　道どう路ろから奥おくまった、木き々ぎの茂しげった場ば所しょに、古ふるめかしい白しろいドーム状じょうの建たて物ものがあった。

　白しろいとはいっても、もとは白しろかったはず、というような、くすんだ色いろをしている。

　とても、最さい新しんの研けん究きゅう所じょには見みえないが、それこそが狙ねらいだろう。

「ああ、まちがいないね」

　ぼくは、スマホに表ひょう示じさせた地ち図ずと見み比くらべて答こたえる。

　あれが目もく的てきの研けん究きゅう所じょだ。

　ぼくたちはロードバイクをおりて、歩あるいて建たて物ものに近ちかづく。

「ところで、理り央お。どうやって中なかに入はいるつもりだ？　とうぜん、出で入いり口ぐちには監かん視しカメラがあるだろう」

　健けん人とが建たて物ものを見み上あげながら、きいてくる。

「どうもこうもないさ。正しょう面めん突とっ破ぱだ」

「って、おい！　大だい丈じょう夫ぶなのか!?」

　大だい貴きがおどろいたように、声こえを上あげる。

「なんのために、カードキーを手てに入いれたと思おもってるんだ。堂どう々どうと正せい規きのカードキーを使つかって入はいれば、あやしまれたりしないものさ」

　ぼくは、自じ信しんたっぷりに言いう。

　セキュリティといっても、こじ開あける者ものに対たいしては警けい戒かいしても、きちんとした手て続つづきで中なかに入はいってくる者ものには、警けい戒かいがうすい。

「そんなものか……」

　大だい貴きは、ぼくの提てい案あんに半はん信しん半はん疑ぎらしい。

　研けん究きゅう所じょの入いり口ぐちが見みえる場ば所しょまでくると、立たち止どまる。

　いよいよ、潜せん入にゅうだ。

　中なかはどうなってるか、わからない。ここからは、出でたとこ勝しょう負ぶだ。

「準じゅん備びと覚かく悟ごはいいね？」

　大だい貴きと健けん人とに、最さい後ごの確かく認にんをする。

「ここまできたら、今いまさらだろ」

「おもしろそうと思おもって、協きょう力りょくしたんだから、覚かく悟ごはしてるよ」

　２人ふたりの顔かおに、迷まよいはない。

　ぼくが振ふりまわしてるだけかと思おもったけど、案あん外がい２人ふたりもスリルを楽たのしんでいるみたいだ。

　３人にんで、研けん究きゅう所じょの入いり口ぐちのドアの前まえに行いく。

　白しろ塗ぬりで、分ぶ厚あつい鉄てつ製せいの両りょう開びらきのドアだ。

　その横よこにカードキーを通とおす機き械かいがついている。

　ちらりと、大だい貴きと健けん人とに視し線せんを送おくってから、ぼくはそっとカードキーを機き械かいに通とおす。

　すると、ピコンと機き械かいにランプがついた。


　　　ガシャン



　音おとがして、ゆっくりとドアが横よこに開ひらいていく。

「さあて、なにがあるかな」

　ぼくはワクワクしながら、ドアが開ひらくのを待まった。

「ここまできたら、楽たのしむしかないな」

「……だね」

　大だい貴きと健けん人とも、口くちではそう言いいつつも、顔かおは好こう奇き心しんたっぷりの表ひょう情じょうをしている。

　ドアが完かん全ぜんに開ひらき、ぼくたちはゆっくりと中なかに進すすむ。

　中なかは、少すこしばかりうす暗ぐらい通つう路ろが、まっすぐに続つづいている。

「さすが最さい新しん鋭えいの研けん究きゅう所じょ。建たて物ものを見みたときは、こんなので大だい丈じょう夫ぶかと思おもったが、中なかは別べつ物ものだな」

　大だい貴きが感かん心しんしたように、まわりの壁かべや床ゆかのつくりを見みている。

「とうぜんだろ。……よし、ひと気けはなさそうだ」

　ぼくはまわりを見みまわして、言いう。

「とりあえず、研けん究きゅう所じょのマップデータを手てに入いれておくか」

　健けん人とが、入いり口ぐち横よこにある、タッチパネルを触さわっている。

「そんなのが、手てに入はいるのか？」

　大だい貴きが健けん人とのうしろから、タッチパネルをのぞきこんでいる。

「ああ。案あん内ない板ばんの代かわりなんだろう。デジタルデータを読よみこめるようになってる。対たい応おうしてるのは、パソコン、タブレット端たん末まつ、スマホか。なら、おれのパソコンに移うつしておこう。理り央お、カードキーを貸かしてくれ」

　健けん人とにカードキーを渡わたすと、タッチパネルの横よこの機き械かいに読よみこませる。

　健けん人とはパソコンを、タッチパネルの下したの機き械かいとコードでつなぐ。

「よし、データを落おとせた。これで研けん究きゅう所じょ内ないのマップデータが手てに入はいったぞ」

「しかし、こんなに簡かん単たんにマップが手てに入はいるって、ここのセキュリティは大だい丈じょう夫ぶなのか？」

　大だい貴きが、逆ぎゃくに心しん配ぱいそうな顔かおをしてる。

「正せい規きのカードキーがあるからだろうしね」

　ぼくは大だい貴きに答こたえる。

「なるほど。そういう意い味みでも、カードキーを盗ぬすんできたのは正せい解かいだったわけだな」

「そういうこと。それで目もく的てき地ちだけど、それらしいところはある？」

　健けん人とにきく。

「さすがに『アンドロイド研けん究きゅう室しつ』とは、どこにも書かいてないな」

「となると、見けん当とうをつけるしかないか。一いち番ばん奥おくにある研けん究きゅう室しつの大おおきさは？」

「一いち番ばん奥おく？　……かなり大おおきいな。研けん究きゅう室しつと書かいてある中なかでは、一いち番ばん面めん積せきがあるかもしれない」

　健けん人とが答こたえる。

「よし、目もく的てき地ちはそこにしよう」

「おいおい、そんな簡かん単たんに決きめていいのか？」

　大だい貴きが、肩かたをすくめてきいてくる。

「父ちちに直ちょく接せつ報ほう告こくがあるような研けん究きゅうだよ。重じゅう要ようなものだとすれば、一いち番ばん奥おくの大おおきな研けん究きゅう室しつはあやしいだろう」

「……勘かんだのみか。ま、ほかにあてもないしな」

　大だい貴きはぼくの説せつ明めいにうなずく。

「じゃあ、決きまりだ」

　そう言いってから、ぼくはふっと笑わらいがこみあげてきた。

「なんだよ、どうした？」

　大だい貴きが怪け訝げんそうに、ぼくを見みる。

「──なあ、ぼくたち今いま、怪かい盗とうレッドみたいだと思おもわないか？」

　ワクワクをおさえきれずに、ぼくは２人ふたりに言いう。

「……あのなぁ。本ほん当とうに、あとで怒おこられても知しらんからな」

　大だい貴きがあきれ顔がおで言いう。

　となりの健けん人とも、目めを伏ふせている。

「２人ふたりともノリが悪わるいなぁ」

　ぼくはグチっぽく言いいつつ、いよいよ先さきに進すすむことにする。

　通つう路ろは一いっ本ぽん道みちがしばらく続つづいていて、隠かくれられるところはどこにもない。

　しばらく進すすむと、左ひだりに曲まがる通つう路ろが見みえた。

「そこを左ひだりだ」

　健けん人とがマップデータを見みながら、指し示じを出だす。

　言いわれたとおり、左ひだりに曲まがろうとしたとき……足あしを止とめた。

「しかし、ひまだなぁ」

「警けい備び員いんが仕し事ごとしなくてすむんだから、いいことだろ」

「ま、そうなんだけどさ」

　左ひだりの通つう路ろから、会かい話わが近ちかづいてくる。

　どうやら、警けい備び員いんらしい。声こえの様よう子すからすると、２人ふたり組ぐみ。

　もう近ちかい。あと数すう秒びょうで正しょう面めんから出でくわしてしまう。

　大だい貴きと健けん人との顔かおに、緊きん張ちょうの色いろが走はしる。

　こんなところでつかまったら、ここまでの苦く労ろうが水みずの泡あわだ。

　足あし音おとが近ちかづいてくる。となれば……。

　先せん手て必ひっ勝しょう！　いくぞっ！

　ぼくは大だい貴きにサッと視し線せんを送おくって合あい図ずをしてから、１人ひとりで左ひだりの通つう路ろに飛とび出だした。

「な、なんだ!?」

「だれだ、おまえ！」

　意い表ひょうを突つかれた警けい備び員いんが声こえを上あげる。

　注ちゅう意いが、ぼく１人ひとりにむけられてる。

　そのすきに！

　ぼくはサッとバッグから取とり出だした催さい眠みんスプレーを、警けい備び員いんから死し角かくになっている、大だい貴きにバックトスした。
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「なっ……!?」

　警けい備び員いんが、ぼくの行こう動どうに一いっ瞬しゅん、動うごきを止とめる。

　その瞬しゅん間かん、スプレーを受うけ取とった大だい貴きが、警けい備び員いんにむけてかまえていた。


　　　ぷしゅ─────！



「わっ……な、なん……!?」「こぉ…………の…………」


　　　バタン　バタン



　２人ふたりの警けい備び員いんが、ばったりと通つう路ろに倒たおれる。

「これ……なんだ？」

　大だい貴きが、自じ分ぶんの手てもとにあるスプレー缶かんを見みて言いう。

「催さい眠みんスプレーだけど？」

「なんでこんなものを……」

　大だい貴きはあきれ顔がおだ。

「こんなこともあろうかと、持もってきてたんだ」

「っておまえな……」

　大だい貴きは頭あたまをかかえて、ため息いきをついている。

「そんなものを使つかったら、バレないようにひと目めだけ見みて帰かえるってわけに、いかなくなったじゃないか……」

　健けん人とも顔かおをしかめている。

「まあまあ、それは後あとから考かんがえるさ！」

「やっぱり考かんがえなしか……今いまさらなやんでもしかたがないか」

　大だい貴きは頭あたまを切きりかえたのか、倒たおれこんだ警けい備び員いんのそばにしゃがみこむ。

「一いち応おう、しばっておくか。気きがつかれると面めん倒どうだ」

　大だい貴きが、ぼくのバッグからロープを取とりだし、警けい備び員いんの手てをしばる。

「さあ、せっかくここまで来きたんだから、行いこう！」

　ぼくのかけ声ごえに、大だい貴きと健けん人とはだまって大おおきくうなずいた。







　　　　７　理り央お部ぶ長ちょうの秘ひ密みつ兵へい器き




　警けい備び員いんをかわしたぼくたちは、健けん人とのマップデータのおかげで、迷まよわずに進すすむことができた。

　途と中ちゅうで、まただれかに会あわないか心しん配ぱいしたけれど、時じ間かんが遅おそいせいなのか、だれともすれちがうことはなかった。

　今いまのところ、セキュリティにも気きづかれていないようだし、順じゅん調ちょう、順じゅん調ちょう！

「ここらしいぞ」

　健けん人とがパソコンを見みながら、正しょう面めんのドアを指ゆびさす。

　そのドアは、今いままで通とおりすがりに見みかけたものよりも、分ぶ厚あつく堅けん固ごなものだとひと目めでわかる。

「セキュリティも、しっかりしてそうだ」

　ぼくは、ドアの横よこにある機き械かいを見みる。

　どうやらこの機き械かいが、セキュリティになっているらしい。

「これを解かい除じょしないと、中なかには入はいれなそうだな」

　大だい貴きが、まわりを警けい戒かいしつつ言いう。

「問もん題だいないさ。このカードキーがあるんだからね」

　ぼくはそう言いって、機き械かいにカードキーを通とおす。

　ピコン、と青あおいランプがつき、カードを認にん識しきする。

　これで開ひらく…………ん？

「開ひらかない……？」

　機き械かいの液えき晶しょう画が面めんに、なにか表ひょう示じされている。

「え～と、『指し紋もんを認にん識しきさせてください』だって。どうやらここは、カードキーと指し紋もん認にん証しょうの両りょう方ほうをクリアしないと、開ひらかないらしい」

　健けん人とが液えき晶しょう画が面めんを見みて、どうする？　という顔かおで、ぼくのほうをむく。

　指し紋もん認にん証しょうか……なるほどね。

　さすがに、清きよ瀬せグループの研けん究きゅう所じょ。簡かん単たんには入いれてくれないか。

「どうするんだ、理り央お」

　大だい貴きがきいてくる。

「問もん題だいないよ」

　顔かお色いろも変かえずに、ぼくはバッグの中なかに手てを伸のばして、ガサゴソとかき回まわした。

「たしかこのあたりに……あった、あった」

　ぼくは透とう明めいななにかが入はいった、真しん空くうパックの袋ふくろを取とり出だす。

「なんだ、それは？」

　大だい貴きと健けん人とが、怪け訝げんな顔かおをしている。

「うちのグループが開かい発はつした、指し紋もんを写うつし取とれる手て袋ぶくろだよ。……まあ、悪あく用ようされる恐おそれがあるってことで、お蔵くら入いりになった品しなだけどね」

　ぼくは、胸むねをはって説せつ明めいする。

　ときどき、こっそりとそういう品しなを、グループの研けん究きゅう所じょにたのんで手てに入いれている。

　使つかってみようとしてくれるのがうれしいらしくて、研けん究きゅう者しゃのみんなも内ない緒しょにしてくれるんだ。

　試し作さく品ひんなんかだと、感かん想そうを聞きかせると、喜よろこばれたりするしね。

　父ちちには秘ひ密みつで、ときどき顔かおを出だしているおかげだ。

「それを今いま、まさに悪あく用ようしようとしているわけだ」

「どんなお嬢じょうさまなんだよ」

　健けん人とが、あきれた顔かおをしてる。

「悪あく用ようとは失しつ礼れいな！　ちょっと、利り用ようさせてもらうだけさ」

「それを悪あく用ようというんじゃないか……」

　大だい貴きがぼそりと言いったけれど、ぼくは聞きこえないふりをする。

「この手て袋ぶくろに、こんなこともあろうかと、父ちちの指し紋もんをとっておいたんだ。我われながら、先せん見けんの明めいに惚ほれ惚ぼれするね。やっぱり怪かい盗とうになれる気きがしないか？」

　そんなことを言いいながら、サッと両りょう手てに手て袋ぶくろをはめる。

　慎しん重ちょうに、液えき晶しょう画が面めんに手て袋ぶくろをした人ひと差さし指ゆびを、押おし当あてる。


　　　ピッ　ピッ　ピコン



　どうやら、無ぶ事じに指し紋もんを読よみ取とったらしく、もう１つ青あおいランプがつく。


　　　ガシャン



　キーが解かい除じょされる音おとがした。

　ドアがゆっくりと横よこに開ひらいていく。

「ここが……」

　室しつ内ないを見みまわして、ぼくはおもわずため息いきをもらす。

　部へ屋やの中なかはわずかに照しょう明めいがついていたが、うす暗ぐらい。

　それでもひと目めで、ここにアンドロイドがあるはずだと感かんじたのは、室しつ内ないの設せつ備びのせいだ。

　近きん未み来らい的てきなデザインの室しつ内ないには、わざと金きん属ぞくの色いろそのままに、銀ぎん色いろの壁かべと床ゆかが広ひろがっている。

　正しょう面めんには、横よこ幅はばが３、４メートルはありそうなモニターがあり、その下したに操そう作さパネルがある。

「研けん究きゅう者しゃっていうのは、夜よる遅おそくまで働はたらいているのかと思おもっていたが、そうでもないのか？」

　大だい貴きが、不ふ思し議ぎそうに首くびをかしげる。

　そう。研けん究きゅう室しつには、人ひとの姿すがたがまったくなかった。

「完かん成せいしたと言いっていたから、祝しゅく杯はいでもあげているんじゃないか。そうでなくても、完かん成せい間ま近ぢかは忙いそがしかっただろうから、早はやめに切きり上あげていても不ふ思し議ぎじゃない」

「なるほど。だから、完かん成せいして間まもない、この時じ期きを狙ねらったのか」

　健けん人とが、ぼくを見みて笑わらう。

「その通とおり。確かく信しんはなかったけどね。それより、早はやく目もく的てきのアンドロイドを拝おがもうじゃないか」

　すでに、大おお型がたモニターの奥おくに、うっすらと姿すがたは見みえている。

　ぼくたちは、顔かおを見みあわせると、息いきをひそめてゆっくりと近ちかづいていく。

　人ひとの形かたちをしたそれは、３体たいならんでいた。

　静しずかに目めを閉とじて、どこに寄よりかかることもなく、２本ほんの足あしで直ちょく立りつしている。

　今いまにも動うごき出だしそうだ。

「これが、秘ひ密みつ裏りにつくられたアンドロイドか……」

　ぼくのつぶやきに、大だい貴きも健けん人とも反はん応のうはない。

　２人ふたりとも、目めの前まえのアンドロイドに目めをうばわれているらしい。

　身しん長ちょうは１８０センチ近ちかくあるだろうか。

　大だい貴きよりはわずかに低ひくいものの、かなり高たかい。

　体からだつきはやや細ほそ身みで、男だん性せいとも女じょ性せいとも判はん断だんはつかないきれいな人にん間げんらしい顔かおをしていた。

　体からだはうすだいだい色いろに塗と装そうされているものの、関かん節せつ部ぶには機き械かいの部ぶ分ぶんが見みえる。

　まだ装そう飾しょくもされていないため、人ひとと見みまちがえることはない。

　それでも、ただのマネキン人にん形ぎょうとはちがう雰ふん囲い気きは、動うごかなくても伝つたわってくる。

　本ほん当とうにただ眠ねむっているだけのように見みえる、とでも言いうのだろうか。

「今いままで見みたアンドロイドとは、まるでちがうな。こういう言いい方かたは変へんかもしれないが、人にん間げんに近ちかい感かんじがする」

　大だい貴きらしい、率そっ直ちょくな感かん想そうを言いう。

　だけど、ぼくも同どう感かんだ。

「しかし、これだけだと単たんに出で来きのいい人にん形ぎょうにしか見みえないな。動うごいてくれないと、アンドロイドとしてのすごさが、わからない」

　ぼくは、う～んと腕うでを組くむ。

　さすがに、動うごかすのはまずいかな？

「理り央お……今いま、ろくなことを考かんがえてないだろう」

　健けん人とが、ため息いきまじりに言いってくる。

「いや、だって見みてみたいだろう。このアンドロイドが動うごいているところを」

「そりゃあなぁ」

　ぼくの言こと葉ばに、大だい貴きと健けん人とが顔かおを見みあわせて、同どう意いしてよいものか、という表ひょう情じょうになる。

　もちろん、ぼくも、さすがに無む茶ちゃだとはわかっているけど………………ん？

「……今いま、こいつの指ゆび、動うごかなかったか？」

　ぼくは目めの前まえのアンドロイドを、上うえから下したまでながめ見みる。

「あのなぁ、理り央お。動うごくわけないだろ」

　大だい貴きが、あきれ顔がおで答こたえたときだ。


　　　カチン



　室しつ内ないに、かすかな金きん属ぞく音おんが響ひびいた。

　ぼくたちは、一いっ瞬しゅんびくりとして、おそるおそるそちらを見みる。

　目めの前まえの光こう景けいが、すぐに自じ分ぶんの頭あたまに入はいってこない。

「ウソ……だろ……」

　ぼくはおもわずつぶやく。

　さっきまで眠ねむったような顔かおをしていたアンドロイドの目めが、しっかりと見み開ひらかれていた。
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　　　　８　手て強ごわいアンドロイド




　うす暗ぐらい室しつ内ないに、左ひだりはしにいたアンドロイドの１体たいの目めが、キラリと光ひかった。


　　　ウイーン　ガシャン



　目め覚ざめた……!?

　ぼくたちが、凍こおりついたように動うごけないでいるうちに、アンドロイドは、ゆっくりと片かた足あしを持もちあげた。


　　　カシャン



　足あしが床ゆかについて音おとをたてる。

　ま、まさか……！

　２歩ほめは、１歩ぽめより、かなりスムーズな動うごきに見みえた。

　頭とう部ぶをめぐらして室しつ内ないを見みまわし、ドアの方ほう向こうに、ピタリと視し線せんを止とめる。

　そのまま、ドアにむかって、すたすたと歩あるきだす。

　その様よう子すは、想そう像ぞう以い上じょうになめらかで、人にん間げんらしく、おもわず見み入いってしまうぐらいだ。

「……な、なにがおきてる……!?」

　我われに返かえったのか、大だい貴きがさけぶ。

「理り央お、もしかして、おれたちを驚おどろかそうと、やってるのか？」

　健けん人とが、ぼくを見みる。

「残ざん念ねんながら、ぼくはなにもしていない」

　大だい貴きがさけばなければ、ぼくが同おなじことをさけんでいた。

「つまり、予よ定てい外がいの事じ態たいということか？」

　少すこし冷れい静せいになったらしい大だい貴きにうなずく。

「そういうことだ」

「どうするんだ？　おれたちのせいなのか？　このまま、放ほうっておくと、勝かっ手てにドアから出でていきそうだが」

　健けん人とが、アンドロイドの進しん行こう方ほう向こうを見みて言いう。

　たしかに、アンドロイドは、ドアにむかってまっすぐに進すすんでいる。

「ぼくらのせいとは思おもえないけど……このまま、外そとに出だすわけにはいかないだろう」

　ぼくは少すこし考かんがえてから、言いう。

「とりあえず、止とめてみるか」

　うなずいた大だい貴きが、進すすもうとするアンドロイドの肩かたに、そっと手てをかける。

　極ごく秘ひ開かい発はつされたアンドロイドといっても、外がい見けんが人にん間げんそっくりだから、あまり怖こわくない。

　アンドロイドは、頭とう部ぶをめぐらして、自じ分ぶんの肩かたに載のせられた手てに、ちらっと目めをやった。

　かと思おもったら、

「くっ……このっ！」

　大だい貴きの手てをふりはらうでもなく、アンドロイドはかまわずに歩あるきつづける。

　大だい貴きがその肩かたをつかんで止とめようとするが、まったく影えい響きょうなく進すすんでいく。

　大だい貴きはふり切きられ、アンドロイドはどんどんドアに近ちかづく。

　だけど、ドアは開ひらかない。

　内うち側がわからも、カードキーがなければ開ひらかないしくみなのだ。

「自じ動どうドアだとでも思おもってたか？　あきらめてもとにもどれよ」

　健けん人とが動うごきを止とめたアンドロイドを見みて、安あん心しんしたように言いう。

　このままもとの位い置ちにもどるなら、ただのプログラミングされた動うごきだったということだろう。

　そう思おもった瞬しゅん間かんだった。


　　　──ドガン！



　アンドロイドの右みぎ手てがすばやく動うごいて、ドアにむかってたたきつけられた。

　一いっ発ぱつで、金きん属ぞくがへこんだ。

　あっけにとられているうちに、続つづけて２発はつ、３発ぱつとアンドロイドのパンチが打うちこまれていき、厚あつい金きん属ぞく製せいのドアが変へん形けいしていく。

「ちょ、ちょ、ちょっと待まて！　これはまずいんじゃないのか!?」

　大だい貴きがあわてたように、ぼくを見みる。

「そのようだ。いったいどうなってるんだ！」

　ぼくは舌した打うちするが、アンドロイドを止とめるにしても、あんな強きょう烈れつなパンチを食くらったら、人にん間げんだったらただじゃすまない。

　その間あいだにも、アンドロイドはドアを完かん全ぜんに破は壊かいしてしまい、そのまま通つう路ろに出でていこうとする。

「まかせろ！」

　大だい貴きが飛とびだして、アンドロイドの正しょう面めんにまわって両りょう肩かたをつかむ。

　が、アンドロイドはかまわずに歩あるきつづけ、大だい貴きごとひきずって前ぜん進しんしていく。

「大だい貴き！　危き険けんだ！」

「大だい丈じょう夫ぶだ。こいつはどうやら、こっちには目めもくれてないみたいだからな」

　大だい貴きがひたいに汗あせをにじませて、言いう。

「…………わかった！　力ちからをあわせよう！」

　ぼくと健けん人とも大だい貴きに加か勢せいして、両りょう腕うでをひっぱり、ようやくアンドロイドの進すすみがおそくなった。

　けど、止とまらない。

「ば、馬ば力りきがちがいすぎる」

　健けん人とが、息いきを乱みだしながら言いう。

「おい、あっちもだ！」

　大だい貴きの怒ど鳴なり声ごえに、ぼくは残のこりの２体たいのアンドロイドのほうに、目めをむける。

　そのうちの１体たいが、動うごき出だしていた。

　そちらは押おさえられていないため、人にん間げんのようになめらかな動うごきで、ぼくたちが必ひっ死しにアンドロイドを押おさえている横よこを、目めもくれずに歩あるいていく。

　どうやら、アンドロイド同どう士し、助たすけあうつもりはないらしい。

「理り央お、どうする！」

　健けん人とがさけぶ。

　……どうする？

　この１体たいを押おさえることだけでせいいっぱいで、とてもじゃないが、もう１体たいを追おいかけて押おさえる余よ裕ゆうはない。

　今いま、なんとか押おさえているアンドロイドも、いつかこちらが力ちから尽つきれば、行いってしまうだろう。

「健けん人と！　今いまおきてることの原げん因いんの可か能のう性せいは？」

　顔かおを上あげ、健けん人とにきくと、即そく座ざに返へん事じがもどってきた。

「おそらく、外そとからのハッキングだ。ＡＩは積つんでいても、アンドロイドが自じ分ぶんで勝かっ手てに考かんがえて動うごき回まわれるわけじゃない。人にん間げんの指し示じがあって、はじめて動うごく。だとすれば、可か能のう性せいは２つだ。

　研けん究きゅう所じょの人にん間げんがこの時じ間かんに動うごくように指し示じをしたか。もしくは──まったく外がい部ぶの人にん間げんがプログラムに割わりこんで、指し示じを出だしたかだ」

　健けん人との冷れい静せいな声こえに、ぼくの頭あたまも少すこし冷ひえる。

「なるほど。その２つなら、ぼくでもハッキングの可か能のう性せいを推おすな。こんなのは、研けん究きゅう者しゃの悪わるふざけじゃすまないレベルだ。……止とめる方ほう法ほうの見けん当とうはつくか？」

　ぼくは、汗あせだくになっている健けん人とを見みる。

「この研けん究きゅう所じょにハッキングを仕し掛かけられるような相あい手てだし、ハッキングを止とめるのは難むずかしい。ただ、アンドロイドを止とめる方ほう法ほうは、別べつにもあるはずだ」

「だが……一いち度どは動うごき出だしたんだぞ。止とめてもまた……動うごき出だすんじゃ……ないのか？」

　大だい貴きが、ふーふー言いってアンドロイドを抱かかえるように押おさえながら、健けん人とにきく。

「ただ止とめるだけなら、再さい起き動どうすればもとにもどるかもしれないが、こういった場ば合あいを想そう定ていした、緊きん急きゅうの停てい止し方ほう法ほうが準じゅん備びされているはずだ」

「わかった。なら、健けん人とがそれを探さぐっている間あいだ、ぼくと大だい貴きで足あし止どめする」

「……まかせとけ！」

　大だい貴きがそう言いって、ニヤリと笑えみをうかべてみせる。

「健けん人と、たのんだ！」

　ぼくの言こと葉ばに、健けん人とはうなずくと、アンドロイドから手てをはなして大おお型がたモニターの前まえに駆かけだした。

　すぐに、パネルを操そう作さし始はじめる。

「ぐっ……！」

　健けん人とが抜ぬけたことで、ぼくと大だい貴きにかかる圧あつ力りょくが一いっ気きに増ましてくる。

　床ゆかについた足あしが、ジリジリとうしろに押おされ始はじめる。

「おい、理り央お……悪わるい知しらせだ。……最さい後ごの１体たいも動うごき出だした」

　大だい貴きの言こと葉ばに、部へ屋やの奥おくを見みると、最さい後ごのアンドロイドがこっちにむかって歩あるいてきていた。

　２体たい同どう時じに押おさえるのは無む理りだ。

　──あきらめるか？

　いや、これ以い上じょうはダメだ！

「大だい貴き、一いっ瞬しゅんだけたのむ！」

　ぼくは言いうと、アンドロイドから手てをはなして、ななめがけにしていたバッグを開あける。

「お、おい！」

　大だい貴きのとまどう声こえを背せ中なかで聞ききつつ、バッグの中なかを引ひっかきまわして、ロープを手てにとる。

「大だい貴き！」

　ぼくはロープを持もって、アンドロイドにむきなおる。

　狙ねらいがわかったのだろう。

　大だい貴きは、ぼくの投なげたロープの１束たばを受うけ取とると、すばやくアンドロイドに巻まきつける。

　ぼくも、もう一いっ方ぽうを、別べつのアンドロイドの足あしを中ちゅう心しんに巻まきつけた。

　２体たいのアンドロイドの力ちからが拮きっ抗こうする。

　これで、動うごきがにぶくなれば……できればどちらかを転てん倒とうさせられれば……！

　ぼくと大だい貴きはロープの端はしを持もって力ちからをこめるが、びくともしない。

「くっ……」

　アンドロイドに巻まきつけたロープが、ギチギチと音おとをたてる。

　まさか、ロープのほうが保もたない……!?


　　　ブツン！



「うわっ！」

「くそっ！」

　とうとうロープが切きれる音おとがして、端はしを持もっていたぼくと大だい貴きは、しりもちをつく。

「こぉのぉ！」

　倒たおれながら、アンドロイドの足あしにしがみつくが、簡かん単たんにふりはらわれる。

　そのまま、アンドロイドはドアから通つう路ろに出でていってしまう。

　これで２体たいが行いってしまった。

「追おいかけるか？」

「いや、最さい後ごの１体たいのほうを押おさえる」

　大だい貴きの問といに、ぼくは答こたえる。

　ドアにむかう、３体たい目めのアンドロイドにむきなおる。

　動うごき出だしたのがおそかったせいで、まだドアまで距きょ離りがある。

　そのとき、健けん人との声こえがした。

「理り央お、わかったぞ！　そのアンドロイドには、首くびのうしろに緊きん急きゅう停てい止しボタンがある。これなら、再さい起き動どうはできないはずだ」

　大おお型がたモニターにむきあっていた健けん人とが、ふり返かえってさけぶ。

「首くびのうしろって、２人ふたりがかりで足あし止どめがせいいっぱいなのに、どうするんだ？　うしろから組くみついても、あのパワーじゃ一いっ瞬しゅんで吹ふっ飛とばされるのがオチだ」

　大だい貴きが、途と方ほうに暮くれた顔かおをしてる。

　力ちから自じ慢まんの大だい貴きが、一いち番ばんアンドロイドのパワーのすごさを、感かんじているのかもしれない。

「弱よわ音ねを吐はかない！　ぼくたちは怪かい盗とう部ぶだろ。怪かい盗とうレッドはこんなときでも、あきらめたりしないはずさ」

　ぼくは、自じ分ぶんをふるい立たたせるように言いう。

　そうだ！

　レッドなら、ここですごすごと引ひいたりしない。

「たしかにな。ここであきらめたら、怪かい盗とう部ぶの名なが廃すたるか」

　大だい貴きがニヤリと笑わらう。

「だが、どうする？　正しょう面めんからいっても勝しょう算さんはないぞ」

　健けん人とがぼくたちと合ごう流りゅうして、きいてくる。

　ぼくは大だい貴きと健けん人との顔かおを見みて、言いった。

「それなら、作さく戦せんがある」








「どおおおりゃあああ!!」



　大だい貴きが最さい後ごの１体たいになったアンドロイドに、１人ひとりでむかっていく。

　両りょう手てでアンドロイドの肩かたをつかんで、押おし返かえそうと踏ふんばる。

　その間あいだに、健けん人とがアンドロイドの足あしに、ロープをぐるぐる巻まきにする。

　アンドロイドの足あしの動うごきが、一いっ瞬しゅん止とまる。
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　だけど、これだけじゃ通つう用ようしないのは、もうわかってる。

　アンドロイドの足あしにからみついたロープが、ギチギチと音おとをたてている。

　今いまにも切きれそうだ。

　押おさえこんでいる大だい貴きの顔かおが、力ちからがこもって真まっ赤かになっている。

　──もう保もたない。

「大だい貴き！」

　その瞬しゅん間かん、ぼくはさけぶ。

　吹ふっ飛とばす勢いきおいで正しょう面めんに進すすむアンドロイドを、大だい貴きはギリギリで横よこにかわす。

　それと同どう時じに、アンドロイドの足あしにからみついていたロープが、一いっ気きに引ひき抜ぬかれた。

　アンドロイドは、押おさえこんでいた大だい貴きとロープの力ちからが急きゅうになくなり、前まえにつんのめるようによろめく。

　だけど、さすがに転てん倒とうはせずに、体たい勢せいを立たて直なおそうとする。

「甘あまい！」

　健けん人ととぼくの全ぜん体たい重じゅうをかけて、背せ中なかを突つきとばす。そして、アンドロイドがつんのめった先さきには、ぼくが仕し掛かけた、清きよ瀬せグループ開かい発はつの特とく製せいとりもちが床ゆかにしこんである。

　とりもちに片かた足あしを引ひっかけたアンドロイドが、さらに大おおきくよろける。

「今いまだ！」

　ぼくのかけ声ごえで、もう一いち度ど、３人にんいっしょにアンドロイドに飛とびかかる。


　　　ズドーン！



　大おおきな音おとをたてて、さすがにアンドロイドも、横よこ倒だおしになった。

「首くびのうしろだ！」

　健けん人との怒ど鳴なり声ごえに、ぼくはアンドロイドの首くびのうしろに、手てを伸のばす。

　見みためには、ほとんどわからないが、さわってみると、わずかに凹おう凸とつがあって、ボタンらしきものがあった。


「止とまれ───!!」



　ボタンを思おもいっきり、指ゆびで押おしこむ。


　　　キューン……



　すると、急きゅうにアンドロイドから力ちからが失うしなわれて、動うごきが止とまる。

　とりもちにからまる、アンドロイドの頭あたまを、つんつんと突つっついてみるが、動うごく様よう子すはない。

「と、止とまった……？」

「みたいだな」

　ぼくたち３人にんは、顔かおを見みあわせる。

「やった!!」

　ぼくは、大だい貴きと健けん人との手てに、思おもいっきりハイタッチする。

「いてっ！　理り央お、少すこしは手て加か減げんしろ」

　ハイタッチした手てを、大だい貴きと健けん人とがさすっている。

「ああ、つかれた～」

　ゴロンと、ぼくは床ゆかに大だいの字じになる。

「まったくだ」

「ほんとだよ」

　大だい貴きと健けん人とも同おなじく、床ゆかにあおむけになる。

　３人にんとも汗あせだくだ。

　指ゆび一いっ本ぽん動うごかすのも、おっくうなぐらい、くたびれてる。

　まったく、ちょっとアンドロイドをのぞくつもりが、とんでもないことになったものだ。

　そうしていると、遠とおくから、走はしってくる足あし音おとが近ちかづいてきた。

「……やっときたか」

　警けい備び員いんや研けん究きゅう者しゃたちだろう。

　先さきに逃にげたアンドロイドを、取とり押おさえられてればいいんだけど。

　そんなことを考かんがえながら、ぼくたちは足あし音おとの到とう着ちゃくを、寝ねころがりながら待まつことにした。







　　　　９　新あらたなるミッション




　次つぎの日ひの放ほう課か後ご。

　ぼくと大だい貴きと健けん人とは、怪かい盗とう部ぶの部ぶ室しつにいた。

「ふぁあ～～あ」

　今日きょう、何なん十回かい目めかの大おおきなあくびをする。

「昨日きのうは、こってり怒おこられたらしいな」

　大だい貴きが笑わらいながら、言いってくる。

「ひと晩ばん中じゅう、父ちちからお説せっ教きょうだったよ……」

　ぼくは、がっくり肩かたを落おとす。

　さすがに、アンドロイドを止とめて、くたくたなところに、ひと晩ばん中じゅうのお説せっ教きょうはつらい。

「それでも、アンドロイド１体たいを守まもりきったことは、遠とお回まわしにほめてもくれたけど」

　結けっ局きょく、先さきに外そとに出でた２体たいのアンドロイドは、どこかにいなくなっていたらしい。

　警けい備び員いんや研けん究きゅう者しゃが気きづいたときには、すでに影かげも形かたちもなかったそうだ。

「それってまずいんじゃないのか。あんな物ぶっ騒そうなものが、そこらをウロウロしてたら」

「いや…………どうやら何なに者ものかに連つれ去さられたらしいってことだった」

　ぼくが言いうと、大だい貴きたちの表ひょう情じょうも、自し然ぜんと硬かたくなる。

「なんだって？」

「あのとき、健けん人とも説せつ明めいしていたけど、何なに者ものかがうちの研けん究きゅう所じょにハッキングをして、アンドロイドをあやつって、盗ぬすみ出だしたんだ。外そとに出でた２体たいが、自じ分ぶんたちで目め立だたないように停とまっていたトラックの荷に台だいに乗のるところを、監かん視しカメラが捉とらえている」

「ということは、最さい初しょからアンドロイドを狙ねらった、というわけか。だが、あれは極ごく秘ひプロジェクトだったんだろう？」

　健けん人とが首くびをひねる。

「そうなんだ。そこもふくめて、清きよ瀬せグループの総そう力りょくをあげて、調ちょう査さ中ちゅうだ。徹てっ底てい的てきに調しらべて、犯はん人にんを見みつけて、悪あく用ようされないようにしないといけない……大だい貴き、健けん人と」

　ぼくは顔かおを上あげて、大だい貴きと健けん人とを見みる。

「なんだ？　急きゅうに真面目まじめな顔かおをして」

「──やられっぱなしというのは、性しょうに合あわないんだ。ぼくはアンドロイドを盗ぬすんだやつを、追おいかけるつもりだ。でも、２人ふたりは……」

　昨日きのうのことで、少すくなからず２人ふたりも注ちゅう意いを受うけた。

　まして、うちの研けん究きゅう所じょにハッキングを仕し掛かけてくる相あい手てだ。危き険けんな相あい手てである可か能のう性せいが高たかい。

　２人ふたりを危き険けんな目めには、あわせたくない。

「…………………………な～にを遠えん慮りょしてるんだよ。らしくもない」

　大だい貴きが、肩かたをすくめた。

「理り央おが、おれたちを巻まきこむのは、今いまに始はじまったことじゃないだろ」

　健けん人とも、なにを今いまさら、という顔かおで笑わらっている。

「大だい貴き……健けん人と……」

「理り央おは、いつものように言いえばいいんだよ」

「そういうこと」

　２人ふたりの言こと葉ばに、ぼくの顔かおにも、自し然ぜんと笑えみがうかぶ。

　ぼくは大おおきくうなずくと、宣せん言げんした。

「これより怪かい盗とう部ぶは、アンドロイド盗とう難なん事じ件けんの謎なぞを追おう！」
















　　　　１　意い外がいな来らい訪ほう者しゃ




　高こう校こうからの帰かえり道みち、潮しお風かぜを感かんじながら、海うみ沿ぞいの道どう路ろで自じ転てん車しゃをこぐ。

　見みわたす一いち面めんには、真まっ青さおな海うみが広ひろがってる。

　遠とおくに、島しまの港みなとにむかうフェリーが、汽き笛てきを鳴ならして進すすんでいるのが見みえる。

　見みなれた風ふう景けいだけど、まったく見みあきることはない。

　私わたし──中なか宮みや花か梨りんは、生うまれてからずっと、この見み神かみ島じまで暮くらしている。

　人じん口こうが８０００人にんほどの島しまだけど、最さい近きんは一いち部ぶの人ひとたちにはけっこう名な前まえが知しられていて、観かん光こう客きゃくもたくさんおとずれる。

　とくに、８年ねんに１度ど、見み神かみ神じん社じゃで行おこなわれる見み神かみ祭さいには、島しまの人じん口こうを上うわ回まわる観かん光こう客きゃくがやってきて、一いち段だんとにぎやかになる。

　去きょ年ねん、見み神かみ祭さいが行おこなわれたときも、多おおくの人ひとがおとずれた。

　……そのとき、私わたしはちょっとばかり……ううん、かなり迷めい惑わくをかけてしまったんだよね。

　祭まつりのクライマックスには、奉ほう納のうの舞まいが行おこなわれる。

　私わたしは、この島しまで、この舞まいを舞まうことのできる、たった１人ひとりの巫女みこなんだよね。

　舞まいは、お母かあさんから受うけ継ついだ大たい切せつなものなのに、私わたしはケガをしたふりをして、祭まつりに関かかわる人ひとたちを困こまらせてしまったんだ。

　でも、ギリギリのところで、ある年とし下したの女おんなの子この一いっ生しょう懸けん命めいな姿すがたと、ある怪かい盗とうのまっすぐな言こと葉ばに、大だい事じなことを思おもい出ださせてもらって、ぶじに役やく目めをはたすことができたんだ。

　そういえば、そのときの女おんなの子こ──アスカちゃんとは、あれっきりだ。

　まあ、島しまに暮くらしていると、なかなか機き会かいがないんだけど……会あいたいなあ。

　そんなことを考かんがえているうちに、私わたしの自じ転てん車しゃは見み神かみ旅りょ館かんについていた。

　見み神かみ旅りょ館かんとは、この島しまで一いち番ばん古ふるい、創そう業ぎょう１００年ねんを超こえる老舗しにせだ。

　改かい築ちくとリフォームを何なん度どかくり返かえしながらも、歴れき史しを重かさねた建たて物ものの風ふう合あいは、なんともいえない安あん心しん感かんをあたえてくれる。

　…………あれ？

　その見み神かみ旅りょ館かんの正しょう面めん玄げん関かんから、スーツ姿すがたの中ちゅう年ねんの男おとこの人ひとが、出でてくるのが見みえた。

　背せ筋すじがピンとしていて、ちょっとした動うごきもすごくスマートで品ひんがいい。

　私わたしは首くびをかしげる。

　宿しゅく泊はくしているお客きゃくさんの中なかに見み覚おぼえはないし、出で入いりの業ぎょう者しゃさんでもない。

　今いまのはだれだろう？

　疑ぎ問もんに思おもいつつ、私わたしは自じ転てん車しゃを押おしながら、裏うら手てにまわる。

　裏うらには社しゃ長ちょうである伯父おじさんの家いえがあり、私わたしはそこに住すんでいる。

　私わたしは中ちゅう学がく生せいのころから住すみこみで、休やすみの日ひや放ほう課か後ごに働はたらかせてもらっているからだ。

　最さい初しょは、お母かあさんの亡なくなったあと、ぎくしゃくしてしまったお父とうさんと暮くらしたくなくて、伯父おじさんのところにきたんだけれど、今いまはちがう。

　この旅りょ館かんでの仕し事ごとが好すきだから、ここにいる。

　距きょ離りが開ひらいてしまったお父とうさんとも、見み神かみ祭さいのあとから、少すこしずつ話はなすようになっているしね。

　……まだ、ちょっとぎこちないけど。

　私わたしは自じ分ぶんの部へ屋やに荷に物もつをおくと、襦じゅ袢ばんを身みにつけ、桜さくら色いろの着き物ものを着きていった。

　ここに来きた最さい初しょのころは、自じ分ぶんで着き付つけすることなんて、できなかった。

　帯おびがゆるゆるになったり、着きくずれしてしまって、よく伯お母ばさんに直なおしてもらっていたけど、今いまは大だい丈じょう夫ぶ。

　和わ服ふくの着き心ごこ地ちにもすっかりなれた。むしろ、この姿すがたでいるほうが落おちつくぐらい。

　手て早ばやく着き付つけを終おえると、旅りょ館かんにむかう。

　家いえの玄げん関かんから、旅りょ館かんの裏うら口ぐちまでは、ほんの数すう十じゅう秒びょうだ。

「花か梨りんです。今日きょうもよろしくお願ねがいします！」

　裏うら口ぐちのドアを開あけ、元げん気きよくあいさつする。

「花か梨りんちゃん、元げん気きがいいね」

「よろしくね」

　夕ゆう食しょくの仕し込こみをしている板いた前まえさんや、仲なか居いさんがあいさつを返かえしてくれる。

　スタッフルームに行いき、申もうし送おくり事じ項こうが書かかれたホワイトボードを見みる。

　午ご後ごから仕し事ごとに入はいる私わたしは、午ご前ぜん中ちゅうにあったことを、ここで確かく認にんしておかないといけないんだ。

「宿しゅく泊はくのキャンセルが１件けんと、桜さくらの間まのお客きゃくさまがアレルギー持もちだから食しょく事じに注ちゅう意い、と」

　わすれちゃいけないことを、懐ふところにいれたメモに書かきとめておく。

　これだけか……。

　とすると、やっぱりあのスーツの男おとこの人ひとは、飛とびこみのお客きゃくさまのわけでもないみたい。

「ああ、花か梨りんちゃん。来きてたんだ。社しゃ長ちょうが、社しゃ長ちょう室しつに顔かおを見みせるように言いってたよ」

　通とおりかかった年ねん配ぱいの仲なか居いさんが、私わたしに声こえをかけてくる。

「伯父おじさんが？　わかりました。行いってみます」

　なんの用よう事じだろう？

　私わたしは首くびをかしげつつ、スタッフルームからさらに奥おくに行いったところにある社しゃ長ちょう室しつにむかう。

　ふすまの前まえで正せい座ざしてから、中なかに声こえをかける。

「花か梨りんです」

「おお、入はいってくれ」

　中なかから、伯父おじさんの返へん事じがある。

　私わたしはふすまを開あけて、中なかに入はいる。

「社しゃ長ちょう室しつ」というと豪ごう華かな部へ屋やを想そう像ぞうしそうだけれど、そんなことはない。

　スタッフルームに社しゃ長ちょうや女将おかみさんがしょっちゅう出で入はいりすると、ほかの仲なか居いさんたちが落おちつかないだろうとつくられた、ただの小ちいさな和わ室しつだ。

　テーブルのむこうに、伯父おじの中なか宮みや健けん吾ごさんと、伯お母ばで女将おかみの五十鈴いすずさんがすわっている。

　忙いそがしくなる夕ゆう食しょくの準じゅん備びまでは時じ間かんがあるとはいえ、２人ふたりともそろっているとは、びっくりだ。

「急きゅうに呼よび出だして悪わるかったね。少すこし話はなしがあるものでね」

　伯父おじの健けん吾ごさんは、かっぷくがよく、藍あい色いろの着き物ものが似に合あっていて、その表ひょう情じょうからは、見みるからに温おん和わな性せい格かくがにじみ出でてる。

　島しまの有ゆう力りょく者しゃだし、死しんだ母ははのお兄にいさんだから、お父とうさんより少すこし年とし上うえのはずだけれど、いい意い味みで、あんまり威い厳げんは感かんじられない。

「花か梨りんの仲なか居いの仕し事ごとは、代かわりの人ひとに割わりふったから、心しん配ぱいはいらないわ」

　となりの五十鈴いすずさんが言いう。

　健けん吾ごさんに対たいして、五十鈴いすずさんはほっそりとしていて、テキパキとしたところが口く調ちょうからも伝つたわってくる。

　深ふかい黄き色いろの着き物ものに黒くろい帯おびが、ビシッと決きまっていて、かっこいい。

　仲なか居いの仕し事ごとは、五十鈴いすずさんから教おしえてもらったこともあり、色いろ々いろと怒おこられたこともあるけれど、さっぱりとした性せい格かくでたよりになって、母ははが亡なくなった今いまでは、私わたしの母はは親おや代がわりのような人ひとだ。

「……なにかあったんですか？」

　不ふ安あんになって、私わたしはおそるおそるきく。

「いやいや。心しん配ぱいしなくていいよ、そういう話はなしじゃないから。ほかに人ひともいないから、話はなし方かたも仕し事ごと用ようじゃなくていいよ」

　健けん吾ごさんは笑わらって、手てを横よこにふる。

「はい……うん、そうさせてもらうね」

　私わたしは少すこし気きをゆるめて、うなずく。

　仕し事ごと中ちゅうは、ほかの従じゅう業ぎょう員いんもいるから、伯父おじ伯お母ばが相あい手てでも敬けい語ごを使つかうようにしているんだけどね。

「まずは、これを見みてほしいんだ」

　そう言いって、健けん吾ごさんがパンフレットと５枚まいぐらいの書しょ類るいを、テーブルの上うえにおく。

「……サービス体たい験けん研けん修しゅう？」

　書しょ類るいの一いち番ばん上うえに、大おおきめのゴシック体たいでそう書かかれている。

「うちの旅りょ館かんから１人ひとり、相あい手てのホテルから１人ひとりずつ人ひとを送おくり出だして、それぞれのホテルと旅りょ館かんの仕し事ごとやサービスを学まなぶ、というものだそうよ」

　五十鈴いすずさんが、説せつ明めいしてくれる。

「へえ～」

　おもしろそうだけれど、いつの間まにそんな話はなしがきたんだろう。

　……ん？

　書しょ類るいにもう一いち度ど目めをむけると、下したのほうには、「グランドベイホテル」とデザインされた文も字じが、書かいてあるのに気きづく。

　たしかこれって、ここから一いち番ばん近ちかい大だい都と市しにある、一いち流りゅうホテルの名な前まえじゃ……。

　私わたしはとまどいつつ、２人ふたりを見みる。

「気きづいたかい？　我われ々われも連れん絡らくがあったときは、驚おどろいたよ。さっきホテルの方かたが、直ちょく接せつたずねてきたんだ」

　……あっ。

　じゃあ、さっきのスーツの男おとこの人ひとは、ホテルの人ひとだったんだ！

　でも、うちの旅りょ館かんにどうして？

「どうやら、島とう外がいのホテルにも、見み神かみ旅りょ館かんのウワサが広ひろがっているらしくてね」

　健けん吾ごさんは、うれしそうな顔かおで話はなし出だす。

「ウワサ？」

「うちにお泊とまりになったお客きゃくさまが、ここのサービスがとてもよかったと、よそで話はなしてくれているそうだ。インターネットのホテルの紹しょう介かいサイトなどでも、好こう評ひょうを得えていてね。最さい近きんは、外がい国こくのお客きゃくさまもいらっしゃるし、工く夫ふうしてサービスをしてきたつもりだが、ありがたいことだよ」

　そんなことがあったんだ……。

「でも、それがどうしてサービス体たい験けん研けん修しゅうをすることになったの？」

「評ひょう判ばんを聞きいて、わざわざ、この申もうし出でをしてくださったんだ」

「おたがいのサービスから、学まなぼうというわけよ」

　五十鈴いすずさんが、満まん足ぞくそうな笑えみをうかべて、うなずいている。

「それはいいことだと思おもうけど……あっ、これ研けん修しゅう期き間かんがＧゴールデンＷウイークじゃない！　うちは大おお忙いそがしだから、人ひとなんて出だせないでしょ？」

　すると、健けん吾ごさんは五十鈴いすずさんと、チラリと視し線せんを合あわせると、私わたしを見みた。

「本ほん当とうならそうなんだが……花か梨りん、おまえ、行いってみる気きはないか？」

「わ、私わたし!?」

　おもわず、声こえが裏うらがえる。

　研けん修しゅうといっても、相あい手て先さきのホテルに行いくわけだから、旅りょ館かんの代だい表ひょうみたいなものだ。

「で、でも……私わたしは、放ほう課か後ごだけ手て伝つだってる高こう校こう生せいなんだし……無む茶ちゃだよ」

「そんなことないよ。最さい近きんは、旅りょ館かんの仕し事ごとにもさらに積せっ極きょく的てきだし、もう立りっ派ぱな戦せん力りょくじゃないか。きっと興きょう味みがあるんじゃないかと思おもったんだ。それに、花か梨りんをずっと島しまに閉とじこめておくのは、なんだか申もうし訳わけなくってね」

　健けん吾ごさんが、そう言いって照てれくさそうに笑わらう。

　私わたしが島しまの巫女みことして、幼おさないころから島しま中じゅうの人ひとたちから大だい事じに、だけどどこかよそよそしく扱あつかわれてきたことを、健けん吾ごさんも五十鈴いすずさんもよく知しってくれている。

　島しまとは関かん係けいのない場ば所しょで、羽はねを伸のばす時じ間かんが、ほしくないと言いえばウソになる。

　だけど……。

「そんなこと……それに、私わたしがいなかったら、人ひと手でが……」

　見み神かみ旅りょ館かんの従じゅう業ぎょう員いんは、そんなに多おおいほうではない。

　しかも、大おお忙いそがしまちがいないＧゴールデンＷウイーク中ちゅうだ。

「な～に、花か梨りん１人ひとり分ぶんの仕し事ごとぐらい、みんなでやりくりすれば問もん題だいないよ。だから、花か梨りん自じ身しんが行いきたいかどうか、ということだけを考かんがえて」

　五十鈴いすずさんが、優やさしい笑え顔がおで語かたりかけてくる。

　私わたしが行いきたいかどうか？

　この仕し事ごとに、おもしろさを感かんじはじめてはいる。

　だけど、そこまで熱ねっ中ちゅうできることなのか、まだ私わたしにはわからない。

「そんなに難むずかしく考かんがえなくていいんだよ。ホテルや旅りょ館かんの仕し事ごとをもっとよく知しるため、と思おもえばいい」

　健けん吾ごさんが言いう。

「……私わたしでいいなら」

　私わたしはうなずく。

　まだ迷まよいはあったけど、そこまで私わたしに勧すすめてくれる、２人ふたりの気き持もちがうれしかった。

「花か梨りんなら、そう言いうと思おもってたわ」

　健けん吾ごさんも五十鈴いすずさんも、満まん足ぞくそうにうなずいてる。

「じゃあ、決きまりだ。花か梨りん、行いってきなさい」







　　　　２　つながった心




　ＧゴールデンＷウイークの前ぜん日じつの夜よる。

　私わたしは部へ屋やで、キャリーバッグに荷に物もつを詰つめていた。

　明日あしたから、とうとう体たい験けん研けん修しゅうで島しまをはなれる。

　本ほん当とうはもっと早はやく、荷に物もつの準じゅん備びをしておくつもりだったんだけれど、学がっ校こうと旅りょ館かんの仕し事ごとがいそがしくて、結けっ局きょくギリギリになってしまった。

「あとは……そうだ！　地ち図ずを忘わすれないようにしないと」

　ホテルのある都と市しには、何なん度どか連つれていってもらったことはあるけれど、１人ひとりで、しかも泊とまりがけで行いくのははじめてだ。

　私わたしが巫女みこだから、というだけじゃなく、お母かあさんが病びょう気きで亡なくなってからずっと、そういう気き分ぶんになれなかったというのが大おおきな理り由ゆう。

　だから、今こん回かいの健けん吾ごさんや五十鈴いすずさんの提てい案あんを受うけたのは、今いままでの自じ分ぶんから踏ふみ出ださなきゃ、という気き持もちからでもある。

「ふぅ……だいたい終おわったかな」

　キャリーバッグを閉しめて、私わたしは息いきをつく。

　気き分ぶん転てん換かんに、ちょっと外そとで舞まいの練れん習しゅうでもしてこようかな。

　じっとしていると、明日あしたからのことを考かんがえて、落おちつかないし。

　そうしよう！

　私わたしは決きめると、練れん習しゅう用ようの扇おうぎを持もって、外そとに出でる。

　家いえの庭にわには、松まつの木きが植うえられて、旅りょ館かんの庭にわと同おなじように、きれいに整ととのえられている。

　月つき明あかりと庭にわにおかれた灯あかりのおかげで、夜よるの９時じ過すぎだというのに明あかるい。

　私わたしは準じゅん備び運うん動どうをしながら、旅りょ館かんのほうに視し線せんをむける。

　ここからは、遠とお目めに旅りょ館かんの客きゃく室しつの窓まどからもれる明あかりが見みえる。静しずかなせいか、ときおり笑わらい声ごえがかすかに聞きこえてくる。

　柔じゅう軟なんと準じゅん備び運うん動どうを終おえて、姿し勢せいを正ただして集しゅう中ちゅうする。

　タンッ、とステップを踏ふみ、扇おうぎを開ひらいて１回かい転てんする。

　意い識しきしなくても体からだは動うごく。

　幼おさないころから、お母かあさんに教おしえてもらった舞まいの動うごきは、体からだにしみついてる。

　そして、今いまではこの舞まいが、私わたしとお母かあさんをつなぐ絆きずなだ。
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「ふぅ……」

　１時じ間かんほど練れん習しゅうをして、私わたしは休きゅう憩けいする。

　少すこしだけのつもりが、ついやりすぎてしまった。

　じっとりとかいた汗あせを、タオルでぬぐう。

　巫女みこの舞まいは、優ゆう雅がに見みえても、動うごき自じ体たいはけっこう激はげしいし、最さい初しょは姿し勢せいを保たもつのが難むずかしかったりする。

　そう考かんがえると、たった１日にちでその動うごきを、大だい体たいとはいえマスターしたアスカちゃんは、本ほん当とうにただ者ものじゃなかったな。

　……ダンスでもやっているんだろうか。

　会あえたら、直ちょく接せつきいてみようかな。

　アスカちゃんには、１週しゅう間かんほど前まえにメールで連れん絡らくしてある。

　研けん修しゅうが一いち番ばんの目もく的てきだけど、都つ合ごうがついたら、むこうで会あおうということになってるんだ。

「……そうしているのを見みると、ますます母かあさんに似にてきたな」

　不ふ意いに声こえがして、私わたしはおどろいてうしろをふり返かえる。

「お父とうさん!?」

　立たっていたのは、私わたしの父ちちの中なか宮みや太た一いち。

　島しまの観かん光こう協きょう会かいに勤つとめていて、毎まい日にちのように島しま中じゅうを走はしり回まわっている。

　今いまも仕し事ごと帰がえりなのか、スーツ姿すがたのままだ。

「……どうしたの、急きゅうに？」

　私わたしはとまどいつつ、きく。

　はなれて暮くらしている私わたしのところに、お父とうさんがたずねてくるのは、めずらしくない。

　最さい近きんは、だいぶふつうに話はなしができるようになったから、１週しゅう間かんに２、３回かいぐらいは顔かおを見みせる。

　でも、こんな時じ間かんにたずねてくるのは、めずらしい。

「……明日あしたからだろう？　研けん修しゅうは」

　お父とうさんが、ぽつりと、そっけない口く調ちょうで言いう。

　距きょ離りをはかるように、遠えん慮りょしている調ちょう子しなのは、いつものことだ。

　まだまだ、私わたしもお父とうさんもぎこちない。

「うん。……もしかして、心しん配ぱいしてきてくれたの？」

「そりゃあな……」

　お父とうさんは、照てれたように顔かおをそむけて、頭あたまのうしろをかいている。

　それから不ふ意いに真面目まじめな顔かおになって、私わたしにむき直なおった。

「行いくからには、しっかりと学まなんでくるといい。巫女みこの責せき任にんは重おもいかもしれないが、だからといって、それだけしか未み来らいがないわけじゃない。花か梨りんが本ほん当とうに自じ分ぶんのやりたいことを見みつけてくれると、父とうさんもうれしいよ」

「お父とうさん……」

　本ほん当とうはずっと気きづいてた。

　お父とうさんが、巫女みこを引ひき継ついだ私わたしのことを、ずっと心しん配ぱいしてくれてたこと。

　だから、家いえを出でたりしたときも、なにも言いわなかったんだって。

「ありがとう、お父とうさん。でも、私わたしは巫女みこもちゃんと続つづけるよ。これはお母かあさんから受うけ継ついだ、大だい事じな役やく目めだもの。……ただ、今いまは少すこし外そとの世せ界かいも見みてみたいかな」

　それが私わたしの本ほん音ねだった。

　自じ分ぶんのやりたいこと。

　それはまだ、はっきりとはわからないけど、今こん回かいのことで少すこしでもつかめたらって思おもってる。

「そうか……」

　お父とうさんは、なぜかうれしそうな顔かおをして、小ちいさくうなずいた。

「明日あしたは仕し事ごとで見み送おくりに行いけないが、気きをつけてな。なにかあれば、連れん絡らくするんだぞ」

「わかってる。ほら、お父とうさん。明日あしたも仕し事ごとがあるんでしょ。だったら、そろそろ帰かえらないと」

「ああ……。それじゃあ、また。花か梨りん」

「うん、お父とうさんも」

　そう言いって、私わたしとお父とうさんは、おたがいにぎこちなく、だけど少すこしだけ親おや子こらしい笑えみをうかべた。







　　　　３　グランドベイホテルは超ちょう一いち流りゅう





　　　ブオオオオオオオン



　汽き笛てきの音おとが港みなとに響ひびく。

　島しまから１時じ間かんほどフェリーに乗のって、一いち番ばん近ちかくの街まちの港みなとについたところだ。

「よし！」

　私わたしは気きを引ひきしめると、キャリーバッグを引ひいて歩あるきだす。

　20分ぷんほど歩あるいて大おお通どおりに出でると、すぐににぎやかな人ひとの声こえが聞きこえてくる。

　楽たのしそうに話はなしながら歩あるく、若わかい人ひとたちや老ろう夫ふう婦ふ、学がく生せいの姿すがた。それにきれいに整ととのえられた街がい路ろ樹じゅに、島しまでは見みたことのないようなオシャレな洋よう服ふく屋やさんや、ジェラートのお店みせなんかが見みえる。

　おもわず、気きおくれしてしまいそうになるけど、ぐっとこらえる。

　そんなことじゃ、これからの研けん修しゅうはやっていけない。

「まずは、ホテルに行いかなくちゃ」

　私わたしはホテルから郵ゆう送そうされてきた、地ち図ずを開ひらく。

　目め印じるしの銀ぎん行こうは見みつけたから、ここからさらに10分ぷんほど歩あるいたところらしい。

　キャリーバッグを引ひきながら、島しまではお祭まつりのときぐらいしか見みないような、人ひと混ごみの中なかを進すすんでいく。

「え～と……このあたりだよね」

　地ち図ずをもう一いち度ど、確かく認にんする。

　道どう路ろの反はん対たい側がわには、ファーストフードのお店みせに、センスのいい小こ物ものがならぶ雑ざっ貨か屋やさん。

　目めの前まえには、どこかの会かい社しゃなのか、ひときわ大おおきな超ちょう高こう層そうビルが建たっている。

　それらしい建たて物ものはないような………………ええっ。

　私わたしは視し線せんをめぐらせて、自じ分ぶんの目めの前まえに建たつ、超ちょう高こう層そうビルに目めを留とめる。

　う、ウソでしょ……。

　てっきりどこかの会かい社しゃのオフィスだと思おもったけど、道どう路ろ側がわにおかれた大おおきな大だい理り石せきに、「グランドベイホテル」と銀ぎん色いろで書かかれている。

　ようするに、これがホテルの看かん板ばんということなんだろう。

　見み神かみ旅りょ館かんの、年ねん代だい物ものの木きの看かん板ばんとは、かなりちがう。

　……というか、本ほん当とうにここがホテルなの!?

　私わたしは信しんじられない思おもいで、超ちょう高こう層そうビルを見み上あげる。

　これがぜんぶホテル？

　情じょう報ほうとして、40階かい建だてのホテルだとは聞きいていた。

　でも、島しまにある建たて物ものは、せいぜい５階かい建だてぐらいだから、40階かいなんて言いわれても、想そう像ぞうするのがむずかしい。

「……見み上あげてても、しかたがないよね」

　ここでためらってる場ば合あいじゃない。

　心こころを決きめて、ホテルの入いり口ぐちにむかう。

　私わたしが歩あるいていく横よこに、タクシーが次つぎ々つぎに乗のりつけてくる。

　それをホテルの制せい服ふくを着きた男おとこのドアマンが、うやうやしく案あん内ないしている。

　ホテルの入いり口ぐちは、全ぜん面めんガラス張ばりになっていて、広ひろ々びろとしたラウンジが見みえた。

　ガラスのドアの前まえまで行いくと、サッとドアマンが近ちかづいてきて、スマートなしぐさでドアを開あけてくれる。

「いらっしゃいませ。中なか宮みや花か梨りんさまですね。お待まちしておりました」

　ドアマンは、うやうやしく頭あたまを下さげる。

　えっ……なんで、私わたしの名な前まえを!?

「支し配はい人にんより、おうかがいしております」

　驚おどろいている間あいだに、ドアマンは私わたしのキャリーバッグを受うけとって、フロントに案あん内ないしてくれる。

「いらっしゃいませ、中なか宮みや花か梨りんさま。ただいま支し配はい人にんを呼よんでまいります。それまでお手て数すうですが、ご宿しゅく泊はくのお手て続つづきをよろしくお願ねがいいたします」

　フロントの女おんなの人ひとも、よどみない口く調ちょうで説せつ明めいしてくれる。

　私わたしはとまどいながら、言いわれるままに宿しゅく泊はくの手て続つづきを進すすめる。

　気きづくと、キャリーバッグを私わたしのそばにおいて、ドアのところにいたドアマンの男おとこの人ひとは持もち場ばにもどっていた。

　１つ１つのサービスが、とても洗せん練れんされている。

「ようこそ、当とうホテルへ。支し配はい人にんの氷ひ室むろです」

　フロントの奥おくから出でてきた、メガネをかけたフォーマルスーツの男おとこの人ひとが、にこやかな笑え顔がおであいさつしてくる。

　支し配はい人にんということは、このホテルの運うん営えいをまかされている人ひとだ。

「は、はい。見み神かみ旅りょ館かんから来きました、中なか宮みや花か梨りんです。どうぞよろしくお願ねがいします」

　私わたしもあわてて、頭あたまを深ふか々ぶかと下さげる。

　氷ひ室むろさんは、年ねん齢れいは40代だいぐらい。背せは高たかく、すらりとしていて、清せい潔けつ感かんのある雰ふん囲い気きをただよわせている。

　それでいて、どこか親したしみやすさも感かんじる。

「さっそくですが、のちほど今こん後ごの予よ定ていなどをお話はなししたいのですが、お時じ間かんよろしいですか」

「はい、もちろん」

「では、これからお部へ屋やにご案あん内ないさせていただきますので、30分ぷん後ごにこちらのロビーで待まち合あわせということで、いかがでしょうか」

「わかりました。問もん題だいありません」

　私わたしがうなずくと、氷ひ室むろさんがフロントの女おんなの人ひとに視し線せんを送おくる。

「それでは、お部へ屋やのご案あん内ないをさせていただきます」







「こちらのお部へ屋やでございます」

　ホテルスタッフに案あん内ないされながら、長ながいろう下かを歩あるいて、１６０７号ごう室しつのドアを開あけると、部へ屋やの中なかは、正しょう面めんにある大おおきな窓まどから光ひかりが差さし込こんでいて、開かい放ほう感かんたっぷりだった。

「うわあ……！」

　おもわず声こえが出でてしまう。

　窓まどのむこうには、ひろびろと海うみが広ひろがっていて、16階かいの高たかさだから、水すい平へい線せんまで見み通とおせて、とても気き持もちがいい。

　室しつ内ないを見みまわすと、シングルルームなのに２、３人にんは泊とまれそうな広ひろさだ。

　顔かおを輝かがやかせた私わたしを、ニコニコしながら見みていたホテルスタッフが、

「ほかに、なにかご用ようはございますか？」

「あ、いえ、大だい丈じょう夫ぶです。ありがとうございます」

「ごゆっくりとおすごしくださいませ」

　礼れい儀ぎ正ただしく一いち礼れいすると、きびきびしたしぐさで出でていった。

　ドアが閉しまるのを待まって、あらためて部へ屋やの中なかを見みまわす。

　ゆったりとした大おおきめのベッドがあって、反はん対たい側がわには、黒くろ塗ぬりのシックなテーブルとイスに、液えき晶しょうテレビ。

　窓まどぎわには、ゆったりとすわれる１人ひとり掛がけソファがおかれていた。

　入いり口ぐち近ちかくにもどって、ユニットバスを確かく認にんする。

「きれい……！」

　石いし造づくりで、とにかく広ひろい。

　しかも、ものすごくお風ふ呂ろの浴よく槽そうが大おおきくて、これなら、足あしを伸のばしてゆっくり入はいれるどころか、軽かるく泳およげちゃいそうに広ひろい。

　シャワーブースまで別べつになっている。

　洗せん面めん所じょの横よこの白しろい棚たなに、ずらりとならんでいるアメニティを見みて、私わたしは目めを丸まるくする。

「すごい……！」

　地じ元もとの一いち流りゅうブランドの、化か学がく成せい分ぶんフリーで天てん然ねんハーブを使つかったシャンプーや、ボディソープやハンドソープなどで、アメニティが統とう一いつされてる。

　パッケージには、ホテルオリジナルデザインらしいオシャレなロゴがついている。

　ふだん、家いえで使つかうことがないバスボムまで、そろえてある。

　タオルも、ふわふわで厚あつみがあって、少すこし触ふれただけでも、やわらかくて肌はだ触ざわりが心ここ地ちいい。

「アメニティの質しつがいい……さすがだなぁ」

　ここに泊とまってる間あいだは、特とく別べつな満まん足ぞく感かんを味あじわえることはまちがいない。

　でも、とてもじゃないけど、うちの旅りょ館かんでは、ここまでそろえることはできそうにない。

　こんなにそろえたら、赤あか字じになっちゃうし。

「参さん考こうにできることなんて、あるのかなぁ……あ、そろそろロビーに行いかなきゃ」

　私わたしは時と計けいを見みて、あわててベッドルームにもどる。

　約やく束そくの30分ぷん後ごは、もうすぐだ。

　バッグから、必ひつ要ような荷に物もつを取とり出だし、手てばやく身みじたくを整ととのえてから部へ屋やを出でた。







　エレベーターを使つかって、フロントにむかう。声こえをかける前まえに、氷ひ室むろさんが顔かおを見みせた。

「時じ間かんぴったりですね。こちらにどうぞ」

　氷ひ室むろさんはそう言いって、ロビーと室しつ内ないでつながっているカフェレストランにむかう。

　カフェレストランは、一いち部ぶがオープンカフェになっていて、床ゆかから天てん井じょうまでの大おおきなガラス張ばりで開かい放ほう感かんがある。

　私わたしがあとからついていくと、窓まどぎわの席せきに案あん内ないされた。

　テーブルは、木もく製せいの脚あしに天てん板ぱんがガラスになっている。そのテーブルの上うえには、木きの皮かわを編あんでつくった花か瓶びんが飾かざられ、ピンクのバラが生いけてある。

　氷ひ室むろさんと席せきについて飲のみ物ものを注ちゅう文もんすると、おもわずため息いきがでた。

「長なが旅たびでおつかれのところ、申もうし訳わけありません」

　私わたしのため息いきに気きづいたらしく、氷ひ室むろさんが声こえをかけてくる。

「い、いえ。大だい丈じょう夫ぶです」

「そんなに硬かたくならなくても、けっこうですよ。おたがいに勉べん強きょうするための研けん修しゅうなんですから」

　氷ひ室むろさんはそう言いって、やわらかな笑えみをうかべる。

　その笑えみを見みているだけで、不ふ思し議ぎとほっとして、緊きん張ちょうがとける気きがした。

「さっそくですが、こちらでいくつか予よ定ていを立たてさせてもらいました。当とうホテルの仕し事ごとの流ながれを見みられるように組くんだつもりですが、ご希き望ぼうがあれば、このほかにもなんでもお見みせします」

　そう言いって氷ひ室むろさんは、スケジュールの書かかれたＡ４サイズの紙かみを、テーブル越ごしに差さし出だしてくる。

　私わたしは紙かみを受うけ取とって、さっそく目めを通とおす。

　ホテルのどの仕し事ごとを、どの時じ間かんに見みられるかが、きれいにまとめられて書かいてある。

　前まえもって勉べん強きょうはしてきたけれど、フロント、レストラン、ドアマン、コンシェルジュ……本ほん当とうにいろいろな仕し事ごとに分わかれている。

　旅りょ館かんの仕し事ごとは、ここまで分わかれていないから、すごく興きょう味み深ぶかい。

「……とても勉べん強きょうになりそうで、ありがたいです。……このほかに、もう１つ見みせていただきたい仕し事ごとがあるのですが……」

　私わたしは、おずおずと申もうし出でる。

「なんでしょう？」

「お部へ屋やの清せい掃そうを見みせていただきたいんです」

「清せい掃そうですか？　一いち番ばんの裏うら方かたですし、目め立だった仕し事ごとではありませんが」

　氷ひ室むろさんは意い外がいそうな表ひょう情じょうで、私わたしを見みる。

「だから、見みてみたいんです。お部へ屋やがすばらしかったですし、このホテルの部へ屋や数すうはすごく多おおいでしょう。ぜひ、その仕し事ごとぶりを見みてみたいんです」

　客きゃく室しつの清せい掃そうは、仲なか居いの仕し事ごとの１つだ。

　やっぱり、自じ分ぶんのやっている仕し事ごとと重かさなることは、見みておきたい。

「なるほど。そういうことでしたら、手て配はいしておきます」

　氷ひ室むろさんは、笑え顔がおでうなずく。

「ありがとうございます」

　私わたしはお礼れいを言いって、もう一いち度ど、スケジュールの紙かみに目めをむける。

　明日あしたの朝あさから大たい変へんそうだけど、そのぶん、すごく勉べん強きょうになりそう。

「ところで、中なか宮みやさんは、見み神かみ島じまの巫女みこでも、いらっしゃるんですよね？」

　氷ひ室むろさんが、コーヒーを飲のみながらきいてくる。

「はい。といっても、たまたま母ははから引ひき継ついだ、というだけですが」

「それでも、若わかくして島しまの一いち大だい行ぎょう事じで主しゅ役やくをつとめられるのは、大たい変へんでしょう。じつは私わたしにも、中なか宮みやさんと４つちがいの中ちゅう学がく生せいの娘むすめがいるんです。だから、中なか宮みやさんのお父とうさまはさぞかし、心しん配ぱいだろうなと思おもいまして」

「そうなんですか。氷ひ室むろさんの娘むすめさんなら、優ゆう秀しゅうそうですね」

　氷ひ室むろさんが若わか々わかしく見みえるせいか、中ちゅう学がく生せいの娘むすめさんがいるというのは、なんだか不ふ思し議ぎな感かんじがするけれど。

「いやいや。学がっ校こうで生せい徒と会かい長ちょうをやっていますが、いろいろと悩なやんでいるようです」

　そう答こたえる氷ひ室むろさんの顔かおが、仕し事ごと中ちゅうのものから、父ちち親おやのものに変かわっているように見みえた。

　どこかで見みたような、と思おもったら、島しまを出でる前まえに見みた、お父とうさんの顔かおに似にてるんだ。

　なんだか、おかしくて私わたしはクスッと笑わらってしまう。

「あっ、関かん係けいのない話はなしでお時じ間かんをお取とりしましたね。これからのご予よ定ていは？」

「少すこし街まちに出でてみようと思おもいます。こちらにくるのは、ひさしぶりなので」

「そうですか。私わたしは仕し事ごとにもどらせていただきますが、お気きをつけていってらっしゃい」

　氷ひ室むろさんは立たち上あがると、一いち礼れいして、カフェからロビーのほうに立たち去さっていく。

　私わたしも自じ分ぶんの紅こう茶ちゃを飲のみ終おえると、そのままロビーからホテルを出でることにした。

　特とくに目もく的てきがあるわけじゃないけど、ひさしぶりだし、少すこし街まちを散さん歩ぽしてみよう。

　せっかく、島しまを出でてきたんだから、いろいろと見みてまわらないと損そんだもんね。







　　　　４　うわの空そらのアスカ




　大おお通どおりを、のんびりと歩あるく。

　３時じ過すぎということもあって、人ひと通どおりはそれなりにあったけれど、人ひと混ごみに酔ようほどじゃない。

　私わたしはお店みせのウインドウをながめつつ、ゆっくりと歩あるく。

　しばらく歩あるくと、青あお々あおとした木き々ぎにかこまれた、公こう園えんが見みえてくる。

　あそこで、ひと休やすみしようかな。

　公こう園えんの大おおきさは、それほどでもなかった。

　中ちゅう央おうに小ちいさな噴ふん水すいがあって、ところどころにベンチがならぶ。

　歩あるきつかれた人ひとの休きゅう憩けい場ば所しょとして、つくられた公こう園えんみたいだ。

　噴ふん水すいの近ちかくで、クレープ屋やさんがお店みせを出だしていて、そこに若わかい人ひとが集あつまっていた。

　それを横よこ目めで見みつつ、私わたしは噴ふん水すいをかこむ石いしに腰こしかける。

「そういえば、スケジュール表ひょうももらったし、アスカちゃんに連れん絡らくしなきゃ……」

　こっちの予よ定ていが決きまったら、連れん絡らくするって伝つたえてあったんだよね。

　さっき氷ひ室むろさんにもらったスケジュール表ひょうを、バッグから取とり出だす。

　え～と。

　うん、明後日あさってのお昼ひるご飯はんをいっしょに食たべるのが、ちょうどいいかも。

　さっそくスマホを取とり出だして、アスカちゃんに電でん話わする。

　メールでは何なん度どかやりとりしていたけど、直ちょく接せつ、声こえを聞きくのは、かなりひさしぶりだ。

『もしもし。花か梨りんさん？』

　アスカちゃんの声こえが聞きこえる。

「うん、ひさしぶり！」

『うわぁ！　ほんとにひさしぶりですね！』

　島しまにきたときと同おなじように、元げん気きな声こえが返かえってくる。

「それでね、アスカちゃん。約やく束そくしてた予よ定ていのことだけど……明後日あさってのお昼ひるご飯はんをいっしょにどうかな？」

『……えっ……あっ、そうか！　そうでしたね！』

　あれ？

　もしかしてアスカちゃん、私わたしとの約やく束そくを忘わすれてた？

「……都つ合ごうが悪わるい？」

『う、ううん！　ぜんぜん大だい丈じょう夫ぶです！　ちょっと考かんがえごとしてたんで……』

　あわてたように、アスカちゃんが言いう。

「そっか。ならいいんだけど。じゃあ、明後日あさってのお昼ひるね。時じ間かんと場ば所しょはメールするね」

『はい！　会あえるの楽たのしみです！』

「うん、じゃあ明後日あさってね」

　いつも通どおりのアスカちゃんの調ちょう子しに、私わたしは安あん心しんして電でん話わを切きった。

　スマホをしまって、立たちあがる。

　まだ夕ゆう食しょくまで時じ間かんもあるし、街まちをもう少すこし歩あるくことにしよう。

　といっても、目もく的てきはないし、どこに行いこうかな……ん？

　街まち角かどの大おおきなディスプレイの前まえに、人ひとだかりができている。

　なんだろう、あれ。

　近ちかづいてみると、すぐにわかった。

　集あつまった人ひとが見みているのは、ディスプレイに流ながれているニュースみたい。

『一昨日おとといの深しん夜や、富ふ豪ごうの○△氏しの所しょ有ゆうする個こ人じん美び術じゅつ館かんで、閃せん光こう弾だんが爆ばく発はつする騒さわぎがありました。この事じ件けんについて、怪かい盗とうレッドの関かん与よがあったと疑うたがわれる証しょう拠こが見みつかったと、警けい察さつは発はっ表ぴょうしています。警けい察さつは、怪かい盗とうレッドが美び術じゅつ館かんに対たいし、破は壊かい、または妨ぼう害がいする目もく的てきがあったのではないかとして調しらべています』

　えっ、怪かい盗とうレッドが？

　そのとたん、

「レッドが、そんなことをするわけがないだろう！」

　となりから、女おんなの人ひとの怒ど鳴なり声ごえが聞きこえた。

　ビクッとして、となりを見みると、ショートボブの髪かみにスポーティーなかっこうをした女おんなの人ひとが、くちびるをかみしめていた。

　まわりの人ひとも、なにがおきた!?　とばかりにふりむいてる。
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　年としは私わたしと同おなじぐらいで、高こう校こう２、３年ねん生せいというところだろうか。

　ボーイッシュなかっこうをしているけど、すごく整ととのった顔かお立だちで、それだけでも目め立だっている。

　あの怒ど鳴なり声ごえで、まわりから視し線せんを一いっ身しんに集あつめることになっている。

　それでも、女おんなの人ひとにまったく気きにしている様よう子すはないのが、すごいけど。

「まあ、落おちつけって、理り央お」

「そうだ。そんなことより、おれたちには、やることがあるだろう」

　男おとこの人ひと２人ふたりが、女おんなの人ひとに声こえをかけてなだめている。

「……………………わかってるよ。行いこう、大だい貴き、健けん人と」

　女おんなの人ひとは返へん事じをすると、大おおきく深しん呼こ吸きゅうをして、ディスプレイに背せをむけて立たち去さっていく。

　なんだったんだろう？

　テレビのニュースにむかって、あんなに怒おこるなんて。

　……でも、たしかに私わたしも同おなじ気き持もちだ。

　怪かい盗とうレッドは、見み神かみ祭さいのときに私わたしを助たすけてくれた。

　迷まよいを断たち切きる言こと葉ばもかけてくれた。

　その怪かい盗とうレッドが、意い味みもなく、ニュースで言いっていたような事じ件けんを、おこすとは思おもえない。

　じゃあ、どういうことかときかれても、私わたしにはさっぱりわからないんだけど……。

　ただ、仲なか居いの仕し事ごとをするようになって、人ひとを見みる目めは少すこしは育そだったつもりだ。

　だから、なんのたよりにもならないかもしれないけど、私わたしは怪かい盗とうレッドがなにもしていないと、信しんじようと思おもった。







　　　　５　事じ件けん発はっ生せい？




　ホテルにもどると、私わたしはラウンジにあるレストランにむかう。

　研けん修しゅう中ちゅうの食しょく事じは、ホテルの中なかのレストランや食しょく事じ処どころを使つかうことになっているんだよね。

　最さい初しょはこんな高こう級きゅうホテルで、１人ひとりで食しょく事じなんて無む理り！　と思おもったんだけど、氷ひ室むろさんに、

『ぜひ研けん修しゅう中ちゅうに、すべてのレストランやラウンジで食しょく事じをしてみていただきたいです。気きづいたところなどがあれば、ぜひ指し摘てきしてください』

　と言いわれて、ことわれなくなってしまった。

　レストランの前まえまで行いくと、私わたしは入いり口ぐちでおもわず足あしを止とめる。

　このホテルの中なかではリーズナブルなお店みせのはずだけど、それでも雰ふん囲い気きは、かなり高こう級きゅう感かんがただよっている。

　一いち応おう、部へ屋やできれいめなワンピースには着き替がえてきたけど、そもそも、未み成せい年ねんの私わたしが１人ひとりで入はいっても、いいお店みせなのだろうか……。

　とはいえ、迷まよっていてもしかたがない。

　心こころを決きめてお店みせに入はいる。

「いらっしゃいませ」

　ギャルソンの男おとこの人ひとが、にこやかな笑え顔がおで出で迎むかえてくれる。

　私わたしみたいなあきらかな子こ供ども相あい手てでも、接せっ客きゃく態たい度どはまったく変かわらない。

　それどころか、とまどっている私わたしを、ゆっくりと案あん内ないしてくれていた。

　席せきにすわるときに、イスを引ひいてもらったのなんて、はじめてだ。

「こちらがメニューでございます」

　そう言いって、ギャルソンがわたしてくれたメニュー表ひょうを見みて、目めをまるくする。

　値ね段だんが……た、高たかいっ！

「こ、こんな高たかいの、ごちそうになれません」

　私わたしはギャルソンにむけて、首くびをふる。

「支し配はい人にんより言ことづかっておりますから。もしよろしければ、ぜひシェフのおすすめコースをめし上あがってください」

「うっ……わかりました。それでお願ねがいします」

　そんなことを言いわれたら、ことわるわけにはいかない。

　これも研けん修しゅうの１つだと、自じ分ぶんに言いい聞きかせる。

　ふぅ……。

　料りょう理りを待まつ間あいだに、窓まどの外そとに目めをむける。

　窓まどから見みえるのは、すっかり暗くらくなった街まち並なみ。

　お店みせの明あかりが、ぽつんぽつんと灯ともっていて、遠とおくに広ひろがる真まっ暗くらな海うみと対たい照しょう的てきで、すごくきれい。

　でも、景け色しきばかりを見みているわけにもいかない。

　運はこばれてくるコース料りょう理りを食たべながら、それとなく、視し線せんで給きゅう仕じしているギャルソンを追おう。

　料りょう理りが盛もりつけられたお皿さらを持もっているのに、不ふ安あん定ていさがないことはもちろん、優ゆう雅がさすら感かんじる。

　だからといって、動うごきが遅おそいのではなく、ムダな動うごきがなく、キビキビとテーブルの間あいだを移い動どうする。

　すごいなぁ……。

　私わたしは感かん心しんしながら、和わ牛ぎゅうのローストビーフを切きって口くちに運はこぶ。

　うわぁ！　……このお肉にく、すごくやわらかい！

　そえてあるワサビも、ピリッとしていてよくあう。

　ついつい、研けん修しゅうにきたことを忘わすれて、料りょう理りに集しゅう中ちゅうしたくなっちゃう。

　ああ……でも、ダメダメ！

　こういうときでも、ちゃんと参さん考こうになることを、見みていなくっちゃ。

　──そう思おもったときだった。


　　　ブツン



　とつぜん、目めの前まえが真まっ暗くらになった。

　驚おどろいて視し線せんを上あげると、ホテル内ないの照しょう明めいがすべて落おちているのがわかった。

　一いっ瞬しゅんにして、周しゅう囲いは真まっ暗くら。

　な、なにがおきたの!?


「きゃああ！」



　ロビーのほうから、悲ひ鳴めいが上あがって、続つづけて、お店みせの中なかにガシャーンとお皿さらの割われるはでな音おとが響ひびく。

「きゃあっ、なんなの！」

　近ちかくでまた悲ひ鳴めいが上あがる。

　とたんに、まわりのざわめきが大おおきくなる。

「なにがおきたんだ？」

「ちょっと、どうしたの？」

　私わたしもパニックになりそうだったけど、窓まどぎわにいたせいで、外そとからの明あかりが少すこしばかり入はいってきていたから、落おちついていられた。

　……ってあれ？

　外そとのお店みせの明あかりはついてる。

　ということは、停てい電でんはこのホテルだけでおきているの？

　そんなことを考かんがえているうちに、パッと照しょう明めいの明あかりがもどった。

　消きえていたのは、ほんの１分ぷんくらいだっただろうか。

　まわりを見みると、ギャルソンの１人ひとりが、服ふくがよごれたお客きゃくさんの対たい応おうをしている。

　その足あしもとでは、料りょう理りが載のっていたお皿さらが割われていた。

　どうやら、暗くら闇やみの中なかで立たち上あがったお客きゃくさんと、ギャルソンがぶつかってしまったらしい。

　私わたしは立たち上あがって、ギャルソンのそばに行いく。

「片かたづけ、手て伝つだいます」

「いえ、お客きゃくさまに、そのようなことはさせられません」

　と、きっぱりとことわられる。

　言いわれて、あっそうか、と私わたしは気きづく。

　今いまの私わたしはどう見みたってお客きゃくさんにしか見みえないし、手て伝つだうほうがかえって目め立だつ。

　レストランでは、ほとんどのお客きゃくさんが冷れい静せいにすわっていたけれど、ギャルソンに文もん句くをつけている人ひともいた。

「どういうことなんだ、説せつ明めいしたまえ」

「停てい電でんはこのホテルだけのようだったぞ」

　ギャルソンも対たい応おうにこまった様よう子すで、「ただいま、確かく認にん中ちゅうです」と頭あたまを下さげて答こたえていた。

　とても食しょく事じを再さい開かいできる雰ふん囲い気きじゃない。

　さっきの悲ひ鳴めいも気きになるし、とりあえずラウンジにむかう。

　レストランを出でて、ラウンジに行いくと、一ひと組くみの中ちゅう年ねんの男だん女じょが、スタッフにつめよっているのが見みえた。

「停てい電でんのせいで、妻つまがころんでケガをしたぞ！　この責せき任にんはどうとってくれるんだ！」

　男おとこの人ひとが、声こわ高だかにさけんでいる。

　そのとなりにいる、妻つまらしい人ひとは、ケガをしたというわりには、平へい気きそうに立たっているけれど。

　どうやら、最さい初しょの悲ひ鳴めいは、彼かの女じょのものだったらしい。

　男おとこの人ひとが、大おお声ごえで怒ど鳴なり続つづけているせいか、まわりもざわざわとしている。

　スタッフも、対たい応おうに追おわれて、いそがしそうだ。

　手て伝つだいたいけど、お客きゃくさんである今いまの自じ分ぶんは、邪じゃ魔まにしかならないのもわかってる。

　それにしても、停てい電でんの原げん因いんはなんなのだろう。

　気きになって、奥おくにあるスタッフルームにむかう。

　……ここにいきなり入はいったらまずいよね。

　研けん修しゅう中ちゅうとはいえ、出で入はいりが自じ由ゆうなわけじゃない。

「……そうか、予よ備び電でん源げんから、今いまは復ふっ旧きゅうしたんだな？　しかし、地ち域いき全ぜん体たいが停てい電でんしたというならともかく、うちのホテル内ないだけ、いっせいに電でん源げんが落おちたというのか……原げん因いんの究きゅう明めいもしなくてはならないが、それはあとだ。お客きゃくさまの対たい応おうが優ゆう先せんだ。問もん題だいがおきていないか、全ぜん館かんでチェックを行おこなう。まずは……」

　中なかから、氷ひ室むろさんの声こえが聞きこえてくる。

　原げん因いん不ふ明めいなんだ。

　大おおきなホテルだけあって、予よ備び電でん源げん設せつ備びがそなえられていたのが幸さいわいだったらしい。

　あわただしく動うごき出だしたホテルスタッフの邪じゃ魔まにならないように、私わたしはラウンジにもどる。

　とりあえず、食しょく事じの途と中ちゅうで来きちゃったし、レストランにもどらないと。

　そう思おもって、歩あるきだしかけたときだ。

　ふと、なにかが気きになって、私わたしは視し線せんを止とめる。

　今いま、なにか違い和わ感かんが……。

　そう思おもって視し線せんをめぐらすと、すぐに違い和わ感かんの正しょう体たいに気きづいた。

　人ひと々びとがざわめくロビーの中なか、ソファに深ふかく腰こし掛かけたまま、なにごともなかったかのように、微ほほ笑えんでいる若わかい男おとこの人ひとがいた。

　まわりは、停てい電でん騒さわぎで立たちあがって、落おちつかない様よう子すの人ひとが多おおい中なか、あの若わかい男おとこの人ひとはやけに落おちついている。

　若わかい男おとこの人ひとは、ロビーの様よう子すを見みて、満まん足ぞくそうな笑えみをうかべると、そっと立たちあがってエレベーターのほうにむかっていく。

　その男おとこの人ひとの様よう子すを見みて、なぜか胸むねがざわつく。

　理り由ゆうはわからない。わからないけど、不ふ安あんが胸むねをちりちりとこがす。

　なんだったんだろう……？

　私わたしは人ひと々びとのざわめきを聞ききながら、まだなにか悪わるいことがあるんじゃないかと、予よ感かんめいたものを感かんじた。
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　　　　６　長ちょう老ろうの仕し事ごとぶり




「失しつ礼れいしますっ！　今日きょう、お仕し事ごとの研けん修しゅうをさせていただく、中なか宮みや花か梨りんです」

　次つぎの日ひ。

　ホテルのチェックアウトの10時じを過すぎる前まえに、私わたしは前まえもって受うけ取とっていた、スタッフ用ようの制せい服ふくに着き替がえて、スタッフルームにやってきた。

　スタッフルームの中なかは、思おもった以い上じょうに広ひろい。

　壁かべ際ぎわに縦たて長ながのロッカーが10個こほどならび、中ちゅう央おうに白しろくて四し角かくい大おおきなテーブルがおいてある。

　そのまわりに、15人にんくらいの人ひとたちが集あつまっていた。

　若わかい人ひともいるが、年ねん配ぱいの人ひともけっこういる。

「あんたが、見み神かみ旅りょ館かんから研けん修しゅうに来きたっていう娘むすめかい」

　声こえをかけてきたのは、その中なかでも、ひとまわり小ちいさいおばあさん。

　どかっとイスにすわったまま、眼がん光こうするどくにらみつけてくる。

「は、はいっ」

　私わたしはビクッとしながらも、返へん事じをする。

　おばあさんは、70歳さいはとっくに過すぎているんじゃないだろうか。

　しわくちゃの顔かおで、背せも小ちいさいのに、なぜだかすごい迫はく力りょくがある。

　そのおばあさんを中ちゅう心しんに、若わかい人ひとたちが集あつまり、大おおきな地ち図ずを広ひろげてミーティングをしている。

「ふむ……。今日きょうは勉べん強きょうしていきな」

「長ちょう老ろう、支し配はい人にんから丁てい重ちょうにって、言いわれてるでしょう」

　となりにいたショートカットのすらりとした20代だい後こう半はんぐらいの女おんなの人ひとが、苦く笑しょうしながら言いう。

「あんな若わか造ぞうの指し示じなど聞きいていられるかい。ここでは、わたしの指し揮きにしたがってもらうよ」

「は、はい、もちろんです」

　私わたしはコクコクとうなずく。

　うちの伯お母ばさんも怖こわい人ひとだと思おもってたけど、このおばあさんは、またちがった迫はく力りょくがある。

「ごめんね、長ちょう老ろうがおどかしちゃって」

　さっきのショートカットの女おんなの人ひとが、私わたしのとなりにやってきて、ひそひそと声こえをかけてくる。

「わたしは、佐さ々さ木き怜れい。怜れいって呼よんでくれていいよ。ここでの仕し事ごとの、あなたの指し導どう係がかりをまかされたから、よろしくね」

「中なか宮みや花か梨りんです。……怜れいさん、よろしくお願ねがいします」

「さっそくだけど、簡かん単たんに紹しょう介かいしておくね。今いま、花か梨りんに話はなしかけたおばあさんは、長ちょう老ろうって言いわれてて、このホテルの清せい掃そうの責せき任にん者しゃなの。このホテルで働はたらく人ひとの中なかで、一いち番ばん古ふるくからいるから、支し配はい人にんも一いち目もくおいてるんだ。ちょっと言こと葉ばづかいは荒あらいけど、いい人ひとだから」

　怜れいさんは、そう言いって片かた目めをつぶってみせる。

「このホテルって部へ屋や数すうが相そう当とう多おおいからさ。本ほん館かんと別べっ館かんで１０００室しつ近ちかいんだよね」

「せ、１０００室しつですか……」

　見み神かみ旅りょ館かんは20室しつもないから、まったく想そう像ぞうすらできない数かずだ。

「そのぶん、清せい掃そうスタッフも１００人にん近ちかくいるからね。ここを本ほん部ぶとして、本ほん館かん、別べっ館かんにいくつかのスタッフの拠きょ点てんがあるの。そこにそれぞれのグループをつくって、本ほん部ぶから指し令れいを出だす。その指し令れいとグループすべての管かん理りをしているのが、長ちょう老ろうってわけ」

　話はなしの規き模ぼが大おおきすぎて、なんだか清せい掃そうの話はなしをしている気きがしない。

「まあ、実じっ際さいにやるのは客きゃく室しつの清せい掃そうに変かわりないから、心しん配ぱいいらないよ」

　そう言いって、怜れいさんは笑わらう。

「いいかい、９班はんは別べっ館かん17階かいが終おわったら、10階かいの清せい掃そうの手て伝つだいにまわること。連れん泊ぱくのお客きゃくさまも多おおいから、対たい応おうには気きをつけるんだよ。次つぎに14班はんの担たん当とうは家か族ぞく連づれのお客きゃくさまが多おおい。アメニティの数かずには気きをつけること、いいね！」

　長ちょう老ろうがインカムにむかって、次つぎ々つぎと指し示じを出だしている。

　見みためがおばあさんだけに、インカム姿すがたはギャップがすごいけど、不ふ思し議ぎと似に合あっている。

　現げん場ば指し揮き官かんという貫かん禄ろくだ。

「本ほん館かん、別べっ館かんにいるそれぞれのグループのリーダーが、長ちょう老ろうからの指し示じを受うけてるところね」

　怜れいさんが、説せつ明めいしてくれる。

「11班ぱん。そこには新しん人じんがいるからね。うまくフォローしてやるんだよ。３班ぱんの高たか橋はしは、荒あらっぽいが、力ちから仕し事ごとはまかせられる。リーダーの腕うでの見みせどころだからね！」

　長ちょう老ろうは、個こ別べつに細こまかい指し示じも飛とばしてる。

「グループ分わけも、長ちょう老ろうが考かんがえてるんだよね。リーダーに信しん頼らいがおけるスタッフがつくのはとうぜんだけど、新しん人じんには面めん倒どう見みのいい人ひとをつけたり、今いまみたいに、仕し事ごとは雑ざつだけど力ちから持もちみたいな得え手て不ふ得え手てがはっきりしてる人ひとは、そういう人ひとを活いかせる人ひとと、組くませたり」

「もしかして、清せい掃そうスタッフのこと全ぜん員いんわかってるんですか？」

　私わたしの質しつ問もんに、怜れいさんは肩かたをすくめてうなずく。

「ちょっと、信しんじがたいかもしれないけどね。得とく意いなことや苦にが手てなこと、性せい格かくまで知しりつくしてるよ。だからこそ、長ちょう老ろうはだれからも信しん頼らいされてるってわけ」

　私わたしは難むずかしい顔かおをして、インカムにむかって話はなす長ちょう老ろうを、そーっと見みる。

　支し配はい人にんの氷ひ室むろさんが、一いち目もくおいているのだとしたら、古ふるくからいるからじゃなくて、これだけスタッフのことを考かんがえられる人ひとだから、なんじゃないだろうか。

　そんなことを考かんがえていると……。

「１班ぱん！　そろそろ出でるよ！」

　長ちょう老ろうの声こえに、怜れいさんが立たち上あがる。

　１班ぱんは、怜れいさんをリーダーとしたグループで、長ちょう老ろうもいっしょだ。

　私わたしも今日きょうは、そこについていくことになってる。

　私わたしは怜れいさんと長ちょう老ろうのあとをついていく。

　清せい掃そうを担たん当とうする６階かいに、エレベーターでむかう。

　ホテルのろう下かは、チェックアウト後ごの時じ間かんということもあって、お客きゃくさまの姿すがたはない。

　連れん泊ぱくのお客きゃくさまも、この時じ間かんは出でかけていることがほとんどだろう。

　各かくフロアに用よう意いしてある、清せい掃そう用よう具ぐの入はいったカートを、スタッフ用ようの「PRIVATEプライベート」と書かかれた部へ屋やから持もってくる。

「まずはここからよ」

　怜れいさんが、清せい掃そうスタッフ用ようのカードキーを使つかって、客きゃく室しつのドアを開あける。

　怜れいさんと長ちょう老ろうは、客きゃく室しつの中なかに入はいると、すぐに二ふた手てに分わかれる。

　ユニットバスのほうに怜れいさんが、ベッドのほうに長ちょう老ろうが行いく。

　どちらについていこうかと迷まよいつつ、私わたしはベッドのほうにむかった。

「ぼーっとつっ立たっているヒマはないよ！　ゴミ箱ばことテーブルはまかせたからね！」

　長ちょう老ろうの指し示じに、私わたしは背せ筋すじをのばしてうなずくと、ゴミ箱ばこの中なか身みを持もってきたゴミ袋ぶくろに移うつす。

　ちらりと長ちょう老ろうのほうを確かく認にんすると、年ねん齢れいを感かんじさせないキビキビとした動うごきで、ベッドがきれいに整ととのえられていく。

　シーツはぴんとしわなくかけられ、枕まくらも新あたらしいものがちょうどの位い置ちにおかれる。動うごきにまったく迷まよいがない。まるで、振ふり付つけの決きまった舞まいみたいだ。

　その技ぎ術じゅつを見みていたいところだけど、そういうわけにもいかない。

　私わたしはテーブルとむき合あう。

　ふき掃そう除じですみまできれいにしてから、備び品ひんの位い置ちを整ととのえる。なくなりかけていたティッシュペーパーの箱はこもとりかえる。

「ふぅ……」

　仲なか居いの仕し事ごとで慣なれているとはいえ、緊きん張ちょうする。ふり返かえると、長ちょう老ろうはとっくにベッドメイクを終おえていた。

　長ちょう老ろうが整ととのえたベッドは、ふわりと羽う毛もう布ぶ団とんがかけられていて、おもわず寝ね転ころがりたくなるような、きれいさだ。

「ふん。まあまあ、及きゅう第だい点てんだね、あんた。ちゃんと仕し事ごとの基き礎そは教おそわってきてるようだ」

　長ちょう老ろうがいつの間まにかテーブルの前まえにきて、私わたしの清せい掃そう具ぐ合あいをチェックしていた。

「あ、ありがとうございます」

　私わたしはほっとして、お礼れいを言いう。

「こちらも終おわったから、次つぎ行いきます！」

　怜れいさんがユニットバスから出でてきて、私わたしたちはせわしなく次つぎの客きゃく室しつに移い動どうする。







　そうやって、10室しつほどの清せい掃そうと客きゃく室しつメイクを終おえたころには、２時じ近ちかくになっていた。

「ここで最さい後ごだから、いったんスタッフルームにもどりましょう」

　怜れいさんが言いって、そろってスタッフルームにもどる。

　スタッフルームには、先さきに仕し事ごとを終おえて、もどってきているグループがいた。

　４時じ間かん近ちかくで、あれだけの数かずの客きゃく室しつの、清せい掃そうとメイクをしたというのに、つかれた様よう子すや、だらけた雰ふん囲い気きは感かんじられない。

　夢む中ちゅうで体からだを動うごかしていたせいか、つかれは感かんじたけど、心ここ地ちよいつかれで気き分ぶんは悪わるくない。

　清せい掃そうの後こう半はんでは、だいぶなれてきて、うまく動うごけるようになっていた気きがする。

　怜れいさんや長ちょう老ろうの動うごきを、先さき回まわりして手て伝つだえていたと思おもうし。

　そんなことを私わたしが思おもい返かえしている間あいだも、長ちょう老ろうは休やすみもせずに、次つぎ々つぎにもどってくる各かくグループからの報ほう告こくを受うけている。

「５階かいのお客きゃくさまは、また清せい掃そう不ふ要ようとのことです」

　担たん当とうしたグループリーダーの女おんなの人ひとが報ほう告こくすると、長ちょう老ろうが眉まゆをひそめる。

「そうだったね。しかし、これで３日か目めじゃないか」

「エグゼクティブルームのお客きゃくさまも、１週しゅう間かんの連れん泊ぱくですが、アメニティの補ほ充じゅうだけでいいと」

　別べつのリーダーの人ひとが言いう。

「困こまったものだね。室しつ内ないの状じょう態たいをそれとなく確かく認にんするのも、わたしらの仕し事ごとなんだが」

　長ちょう老ろうはしぶい顔かおをする。

　連れん泊ぱくのお客きゃくさまの客きゃく室しつは、お客きゃくさまの希き望ぼうで、清せい掃そうをしない場ば合あいがある。

　そういったお客きゃくさまは、「清せい掃そう不ふ要よう」のプレートを、ドアノブにかけておくか、前まえもってフロントに連れん絡らくを入いれておいてもらう。

　そのデータはフロントから、清せい掃そうスタッフのリーダー、つまり長ちょう老ろうに送おくられる。

　それをもとに、清せい掃そうしない部へ屋やを把は握あくしていくシステムらしい。

　もちろん、当とう日じつになってドアノブにプレートをかけておく、というだけのお客きゃくさまもいるから、フロントが把は握あくしていなくても、臨りん機き応おう変へんに対たい応おうするわけだけど。

　今いまの話はなしだと、５階かいの一いち番ばん奥おくの部へ屋やと、エグゼクティブルームに連れん泊ぱくしているお客きゃくさまが、部へ屋やの清せい掃そうに入はいらせないらしい。

「５階かいのお客きゃくさまは、まだ年とし端はのいかない少しょう年ねんだっていう話はなしじゃないか。大だい丈じょう夫ぶなのかね？」

　長ちょう老ろうは思し案あん顔がおで、首くびをひねる。

「支し配はい人にんの話はなしだと、大だい学がく教きょう授じゅをしている常じょう連れんのお客きゃくさまの紹しょう介かいだそうで。支し配はい人にんが教きょう授じゅに確かく認にんしたそうですが、問もん題だいないという返へん事じだったそうです」

「まあ、お客きゃくさまの希き望ぼうじゃしかたがない。できる範はん囲いで最さい大だい限げんのサービスをするしかないね」

　最さい後ごのグループの仕し事ごと終しゅう了りょうの報ほう告こくを聞きき、スタッフルームにいた全ぜん員いんが、ほっと息いきをつく。

「それじゃあ、今日きょうは解かい散さんだ。また明日あしたたのむよ！」

　長ちょう老ろうのかけ声ごえに、みんな元げん気きよくうなずいて、着き替がえをして部へ屋やから出でていく。

「おつかれ。今日きょうは助たすかったよ」

　私し服ふくに着き替がえた怜れいさんが、あいさつしてくる。

「はい。私わたしも勉べん強きょうになりました！」

　私わたしも一いち度ど客きゃく室しつにもどって、着き替がえないと。そう思おもっていると、

「おつかれさん」

　うしろから、しわがれた声こえをかけられる。

　びっくりしてふり返かえると、長ちょう老ろうがするどい眼がん光こうを私わたしにむけて、立たっている。

「……あんた、もしも島しまを出でる気きがあったら、うちで働はたらきな」

　長ちょう老ろうはそう言いうと、口くちもとにわずかに笑えみをうかべ、私わたしの背せ中なかを軽かるくたたく。

　それって、私わたしの仕し事ごとが少すこしは認みとめてもらえた……ってことなのだろうか。

　こんなすごい人ひとに、そう思おもってもらえたのなら、すごくうれしい。

[image: ]

「ありがとうございます！」

　私わたしは、深ふか々ぶかとおじぎをする。

　長ちょう老ろうにあいさつをして、スタッフルームを出でると、私わたしは客きゃく室しつにむかう。

　歩あるきながら、スケジュール表ひょうを確かく認にんする。

　次つぎはレストランの仕し事ごとを、見みせてもらうことになってる。

　いそがなくっちゃ！







　　　　７　プロの心こころ意い気き




　夜よる。

　私わたしは自じ分ぶんの客きゃく室しつのベッドに、寝ね転ころがっていた。

　清せい掃そうの仕し事ごとのあとは、ほかの仕し事ごとを次つぎ々つぎと見みせてもらった。

　たとえば、レストラン。

　昨日きのうはお客きゃくさんとしてだったけど、今日きょうは厨ちゅう房ぼうを見みせてもらった。

　入いり口ぐちから席せきへの案あん内ないのしかた、注ちゅう文もんのとりかた。

　ほかにも、コース料りょう理りをサーブするときなんかは、自じ分ぶんの担たん当とうテーブルのお客きゃくさまの食たべるペースや、食たべている様よう子すなどをさりげなく観かん察さつして、次つぎのお皿さらを出だすタイミングを指し示じしたりするのもテーブル担たん当とうの役やく目めらしい。

　いかにお料りょう理りを一いち番ばんおいしいタイミングで、さりげなくサーブできるかが腕うでの見みせどころ。

　お客きゃくさまから、お料りょう理りの代だい金きんにプラスして、サービス料りょうをいただいてる以い上じょう、それだけのサービスをしなくちゃいけない。

　それがギャルソンの誇ほこりなんだ、って教おしえてもらった。

　コンシェルジュは、お客きゃくさまから「この近ちかくの観かん光こうスポットは？」と質しつ問もんされたら、そこまでの行いき方かたや乗のり場ば、時じ刻こく表ひょうや運うん賃ちんの案あん内ないまで、いたれり尽つくせりで教おしえるのが仕し事ごと。

　その場ばでわからなくても、お待まちいただいている間あいだに、すばやく調しらべて時じ刻こく表ひょうなどをコピーし、ちょうどいい時じ間かんにマーカーを引ひいたりしてわたす。

　館かん内ないを歩あるいているときは、いつ、だれから、どんな質しつ問もんをされてもにこやかに的てき確かくに答こたえなくてはならない、すごく重じゅう要ような仕し事ごとだ。

　見み神かみ旅りょ館かんの仲なか居いだって、そうやって話はなしかけられることはあるけど、生うまれ育そだった小ちいさな島しまのことだし、そんなにカンペキでなきゃってプレッシャーもなかったから、平へい気きだったんだよね。

　そんな研けん修しゅうを終おえて、さすがに、朝あさから続つづくハードスケジュールに、身体からだも精せい神しんもクタクタだ。

　でも、すっごく充じゅう実じつ感かんもある。

　私わたしはベッドからおき上あがって、備そなえつけのお茶ちゃを淹いれることにする。

　ティーバッグだけど、有ゆう名めいなお茶ちゃどころの銘めい柄がらだ。

「ふぅ……」

　そういえば……。

　気きになっていたことを、ドアマンの人ひとにきけたんだよね。

　あれは、ドアマンの仕し事ごとを見みせてもらった、午ご後ご３時じ過すぎ。







　私わたしはドアマンの女じょ性せい用ようの制せい服ふくに着き替がえて、ガラス張ばりのドアの前まえに立たつ。

　ドアマンは、私わたしが最さい初しょにホテルに来きたときにされたように、到とう着ちゃくされたお客きゃくさまのご案あん内ないや、外がい出しゅつされたりホテルにもどったりするお客きゃくさまのお見み送おくりが、おもな仕し事ごと。

「ありがとうございました。またのお越こしをお待まちしております」

　丁てい寧ねいに頭あたまを下さげて、チェックアウトの手て続つづきを終おえた年ねん配ぱいのご夫ふう婦ふをお見み送おくりする。

　その姿すがたが見みえなくなってから、となりに立たっていた、私わたしの指し導どう役やくのドアマン、木きノの下したさんが声こえをかけてくる。

「だいぶ、なれたみたいですね。少すこし休きゅう憩けいしましょう」

　そう言いって、木きノの下したさんは別べつのドアマンに声こえをかけ、持もち場ばを代かわってもらう。

　私わたしと木きノの下したさんは、一いち度どスタッフルームに引ひき上あげた。

「ふぅ……」

　私わたしは深ふかく息いきをつく。

　ずっと人ひとに見みられる位い置ちに立たっていたから、知しらないうちに緊きん張ちょうしていたらしい。

「おつかれですか？」

　木きノの下したさんが、優やさしい笑えみをむけてくる。

　やわらかな雰ふん囲い気きのおじさんだけれど、その物もの腰ごしやふるまいは洗せん練れんされていて、見みているだけでも、参さん考こうになる。

「そういえば、１つおききしたいことがあったんです」

　首くびをかしげた木きノの下したさんは、私わたしを最さい初しょに出で迎むかえてくれたドアマンでもある。

「私わたしがホテルに入はいろうとしたとき、すぐに名な前まえを呼よんでくださいましたけど、なぜ、知しっていたんですか？　それに、私わたしが仕し事ごとを見みさせていただいてるときも、何なん人にんもお名な前まえを呼よんでいましたよね」

「不ふ思し議ぎですか？」

　私わたしは大おおきくうなずく。

　木きノの下したさんとは、初しょ対たい面めんだったはずだ。

　私わたしも仲なか居いの仕し事ごとで、顔かおを覚おぼえるのは少すこしはなれてるから、忘わすれるとは思おもえない。

「難むずかしいことではないんですよ。著ちょ名めいなお客きゃくさまの場ば合あい、他ほかのお客きゃくさまと同どう様ように応おう対たいすると、ご本ほん人にんにとっても、他ほかのお客きゃくさまにとっても、ご迷めい惑わくになりかねません。たとえばチェックインなども、さりげなく個こ室しつにご案あん内ないして、手て続つづきさせていただきます。そういうお客きゃくさまのご予よ約やくがある日ひは、スタッフは前まえもって対たい応おうを準じゅん備びしておくんです。ドアマンは、一いち番ばん初はじめにお客きゃくさまに対たい応おうさせていただく立たち場ばですから、インターネットなどでお顔かおがわかる場ば合あいは確かく認にんしておきます」

「それじゃあ、私わたしも？」

「はい。念ねんのため確かく認にんしたところ、見み神かみ島じまのお祭まつりの巫女みこ姿すがたを見みつけましたので」

「すごい記き憶おく力りょくですね」

　島しまのＨホームＰページには、巫女みこの写しゃ真しんはけっこう大おおきく載のっている。

　でもまさか、それを確かく認にんして顔かおを覚おぼえておいたなんて、思おもいもしなかった。

　しかも、これだけ出で入はいりがある、ホテルの入いり口ぐちで、写しゃ真しんで確かく認にんした人ひとを見み分わけるなんて、簡かん単たんに真ま似ねできそうにない。

「いえいえ。もともと、それほど記き憶おく力りょくには自じ信しんはありません。ただ、手て帳ちょうに写しゃ真しんを貼はっておき、時じ間かんがあるときに何なん度ども見みるようにして、覚おぼえておくんです。常じょう連れんのお客きゃくさまも同どう様ようです」

「それで、著ちょ名めいな方かた以い外がいも、お名な前まえを呼よんでいたんですね！」

「たいしたことでは、ありませんよ……」

　木きノの下したさんはそう謙けん遜そんするけど、お客きゃくさまからしたら、うれしいことはまちがいない。

　このホテルの、どのスタッフからも伝つたわってきたのは、「お客きゃくさまに寄よりそって動うごくこと」。

「ホスピタリティ」という言こと葉ばが、話はなしているとき何なん度ども出でてきた。

　サービスに、「思おもいやり」や「おもてなし」の〝心こころ〟が加くわわったもの。

　一いち流りゅうホテルの真しん髄ずいは、ホスピタリティ。

　それが研けん修しゅうをしていて、よく伝つたわってきた。

　でも、感かん心しんしてばかりで、これを見み神かみ旅りょ館かんでどう活いかしていくのかは、規き模ぼがちがいすぎて、ちっとも頭あたまが働はたらかない。

　むしろ、自じ分ぶんたちの旅りょ館かんに、このホテルから研けん修しゅうに来きてもらうようななにかがあるんだろうか……と思おもうぐらい。

　その気き持もちを打うちあけると、女じょ性せいのコンシェルジュはニコッと笑わらった。

「言こと葉ばにならないものを感かんじたり、体たい験けんしたりすることが研けん修しゅうの意い味みなんですよ。あなたの今いまの気き持もちを忘わすれずに見み神かみ旅りょ館かんにもどり、そこでまた仕し事ごとをしていくことに意い味みがあるんです。あなたならきっと、この経けい験けんを活いかせると信しんじています」

「そうでしょうか……？」

「心しん配ぱいしなくても大だい丈じょう夫ぶですよ。私わたしたちがこれまでに耳みみにしてきた見み神かみ旅りょ館かんの評ひょう判ばんには、同おなじホスピタリティがありました。むしろ、小ちいさい旅りょ館かんだからこそ、我われ々われが忘わすれてしまった大たい切せつなものを持もっていると感かんじたんです。だから研けん修しゅうを申もうし込こんだと、氷ひ室むろ支し配はい人にんからも聞きいています」

　自じ信しんがあるとは言いえないけれど、ここで研けん修しゅうを受うけさせてもらえたのは私わたしだ。

　今日きょう学まなんだことを、きちんと覚おぼえて帰かえらなくっちゃ。

　そして、見み神かみ旅りょ館かんのみんなに伝つたえるんだ。

　色いろ々いろと考かんがえたいことはあるけど、胸むねがいっぱいでまとまらない。

　そういえば、部へ屋やにもどる前まえに、フロント前まえで会あった氷ひ室むろさんが言いっていたっけ。

「今日きょうの研けん修しゅうを有ゆう意い義ぎに過すごされたなら、それは光こう栄えいです。明日あしたはお休やすみですから、ゆっくりリフレッシュしてください」

　その言こと葉ばに、今いまは甘あまえることにしよう。







　　　　８　花か梨りんさんの決けつ意い




　次つぎの日ひ。

　私わたしは、ホテルのロビーにやってきていた。

　さっきから、10回かい以い上じょう時と計けいを確かく認にんしている。

　時じ間かんは午ご前ぜん11時じ。そろそろのはずなんだけど……。

　待まち合あわせの時じ間かんが近ちかくなるごとに、そわそわして、心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速はやくなる。

　私わたしはロビーにある、ソファにすわりながら、入いり口ぐちのほうに何なん回かいも視し線せんをむける。

　あっ、きた！

　きょろきょろとした様よう子すで、おそるおそるホテルに入はいってくる、アスカちゃんの姿すがたを見みつける。

　私わたしはぴょんと立たち上あがって、小ちいさく手てをふる。

　さすがに、ロビーで大おおきく手てをふるのは、気きが引ひける。

　すると、アスカちゃんはすぐに気きづいて、小こ走ばしりでやってきた。

「おひさしぶりです！　花か梨りんさん」

　アスカちゃんが、走はしってきたいきおいのまま、抱だきついてくる。

　おもわず倒たおれそうになって、アスカちゃんが今こん度どは私わたしを支ささえてくれる。

「わわっ！　あぶなかったぁ……ごめんなさい」

　アスカちゃんはそう言いって、ぺろりと舌したを出だす。

「もう！　でも、あいかわらずみたいで安あん心しんした。ひさしぶり。島しまのお祭まつり以い来らいだもんね」

　アスカちゃんは、赤あかい半はん袖そでのパーカーに、カーキ色いろの七しち分ぶ丈たけのパンツ姿すがた。

「少すこし街まちを歩あるこうか。私わたし、こっちに来きてから、あんまり出で歩あるいてないんだ」

「いいですね！」

　アスカちゃんがうなずき、私わたしたちはホテルの外そとに出でた。

　とたんに、じりじりと照てりつける日ひ差ざしに、私わたしはおもわず目めを細ほそめる。

　昨日きのう見みた天てん気き予よ報ほうだと、ＧゴールデンＷウイーク中ちゅうはずっと快かい晴せいらしい。

　今日きょうも、真ま夏なつ日びになるかも、っていう話はなしだ。

　街まちを歩あるく人ひとの数かずも、かなり多おおくて、ゆっくりと人ひとの流ながれにのって歩あるかなきゃいけないぐらいだ。

　私わたしとアスカちゃんは、おたがいの近きん況きょうを話はなしつつ、洋よう服ふく屋やさんを見みたりして、街まちをぶらぶらと歩あるく。

　メールはしてたけど、会あって話はなすのはやっぱりちがう。

　おたがいに、まくしたてるように話はなしてから、さすがに話はなしつかれて、休きゅう憩けいすることにした。

「あそこのアイス屋やさんで、なんか買かってくるよ。アスカちゃん、なにがいい？」

「え、わたしも行いきます！」

「いいって。おごらせて」

「それじゃあ、チョコレートで」

「わかった。それじゃあ、ちょっと待まっててね」

　私わたしは移い動どう販はん売ばいの、アイス屋やさんの長ながい列れつに並ならんだ。

　バニラアイスとチョコレートアイスを買かって、小こ走ばしりにアスカちゃんのところにもどる。

　………………あれ？

　さっきまで明あかるい表ひょう情じょうだったアスカちゃんが、なんだか沈しずんだような顔かおをしてる。

　そういえば今日きょうは、ときどきこんな顔かおをしてる気きがする。

　なにかあったのかな？

「……あの、アスカちゃん？」

「あ、ごめんなさい、ちょっと考かんがえごとしちゃってて」

　私わたしの声こえに、アスカちゃんはおどろいたように顔かおを上あげる。

「なにか、気きになることでもあるの？」

「えーと……ううん、なんでもないです！　せっかく花か梨りんさんと会あえたんだもん、今日きょうは楽たのしむつもり！」

「それならいいんだけど……」

　少すこし心しん配ぱいに思おもっていると、

「そういえば、今こん回かい、花か梨りんさんがこっちに来きたのって、旅りょ館かんの仕し事ごとの勉べん強きょうなんですよね？」

　アスカちゃんが、話わ題だいを変かえてくる。

「うん、そうだよ。ホテルから、研けん修しゅうの話はなしがあってね。でもＧゴールデンＷウイークで旅りょ館かんもいそがしいからって、私わたしが行いくことになったの」

　すると、アスカちゃんがふと、まっすぐに私わたしの目めを見みつめてきた。

「……もしかして花か梨りんさん。旅りょ館かんの仕し事ごとを本ほん格かく的てきにやるつもりなんですか？」

　どう答こたえるべきか、迷まよう。

　でも、アスカちゃんならいっか。

「………………まだだれにも言いっていないんだけど、そのつもりなんだ。できたら、見み神かみ旅りょ館かんを継つぎたいと思おもってる」

　はじめて、口くちにしてしまった。

「わあ、素す敵てきですね！　あ、でも巫女みこのことは……？」

　アスカちゃんは、顔かおを輝かがやかせてから、少すこし心しん配ぱいそうになって私わたしを見みる。

「もちろん、そっちも続つづけるよ。だって、巫女みこは私わたしがお母かあさんから受うけ継ついだものだし、お母かあさんとの絆きずなだもの」

　そのことに気きづいたのは、アスカちゃんがきたときのことだ。

　見み神かみ島じまにアスカちゃんがやってきたとき、私わたしは巫女みこになるのが嫌いやでしかたがなかった。

　お母かあさんが亡なくなったときも、島しまの人ひとは、巫女みこがいなくなったことの心しん配ぱいばかりしているように見みえたし、私わたしのことも「花か梨りん」としてじゃなく、「巫女みこ」としてしか見みていないみたいだったから。

　でも、それはちがうって、気きづいたんだ。

「巫女みこである」ことは私わたし自じ身しん。だけど、「巫女みこだけの私わたし」である必ひつ要ようもないんだって。

　だから、巫女みこ以い外がいにも私わたしのやりたいこと、やれることを見みつけたい。

　そう思おもったら、旅りょ館かんの仕し事ごとが好すきなことに、あらためて気きづいたんだ。

　だから、私わたしは「巫女みこ」のままで、旅りょ館かんの仕し事ごともちゃんとやりたい。

　今いまはそう決きめている。
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「なんだか、花か梨りんさん。島しまで見みたときと、印いん象しょうが変かわりましたね」

　アスカちゃんが、不ふ思し議ぎそうな、まぶしそうな表ひょう情じょうで言いう。

「そうかな？　あのときは、みっともないところ、見みせちゃったしなぁ……」

　私わたしは苦にが笑わらいする。

「ああ！　そういう意い味みじゃないですってば！」

　あわてるアスカちゃんに、

「冗じょう談だんだよ」

　と私わたしは笑わらう。

「……もう、花か梨りんさんってば」

　そう言いって、アスカちゃんも笑え顔がおになる。

　ちょっと沈しずんでいるように見みえたけど、もう大だい丈じょう夫ぶそうだ。

　そんなことを考かんがえて、私わたしはアスカちゃんと、街まち中なかをぶらぶらと歩あるきながら、おしゃべりを続つづけた。







　夕ゆう方がた。

　あたりは、すっかり暗くらくなっている。

　私わたしはアスカちゃんといっしょに、ホテルにもどってきたところ。

　入いり口ぐちから高こう級きゅうブランドがたくさん並ならぶショッピングモールの中なかを通とおりぬけて、建たて物もの中ちゅう央おう部ぶのドーム天てん井じょうのロビーラウンジまできてもらった。

　ようやく、落おちつける場ば所しょまできて、私わたしはアスカちゃんに声こえをかける。

「ごめんね、アスカちゃん。荷に物もつ持もちさせちゃって」

　ついつい、街まち中なかで買かい物ものをしてしまい、けっこうな荷に物もつになったこともあって、アスカちゃんは買かい物もの袋ぶくろのいくつかを、ホテルまで運はこんできてくれたのだ。

「いいですよ、これぐらい。もっと花か梨りんさんとおしゃべりしたかったし」

　そう言いって、アスカちゃんは私わたしに買かい物もの袋ぶくろを手てわたしてくる。

　それを受うけ取とりつつ、腕うで時ど計けいを確かく認にんする。

「でも、そろそろ帰かえらないといけない時じ間かんじゃない？」

「ですね。お父とうさんに、夕ゆう飯はんは家いえで食たべるって言いってあるし」

「そっか。今日きょうはありがとう！　ひさしぶりに会あえて楽たのしかった」

「わたしもです！　今こん度どは、わたしが島しまに花か梨りんさんを、たずねに行いきますね！」

「うん、待まってるね」

　そうして、私わたしとアスカちゃんが、名残なごりおしさを感かんじつつ、おたがいにその場ばをはなれようとしたときだ。


　　　ブツン！



　不ふ意いに、ホテルの照しょう明めいがすべて消きえる。

　直ちょく前ぜんまで、目めの前まえにいたアスカちゃんの姿すがたも、とつぜん現あらわれた闇やみに消きえてしまう。

　１メートル先さきも、見みわたせない。

「きゃああああああああ！」

　停てい電でんに驚おどろいたのか、女おんなの人ひとの悲ひ鳴めいが聞きこえてくる。

「なんだ！　どうしたんだ！」

「またなのか！　なんとかしろ！」

　混こん乱らんしたざわめきが、聞きこえてくる。

　落おちついていた人ひとたちが、あわてたようにスマホなどで明あかりを灯ともす。

　広ひろいホールの中なかでは、たよりないけれど、まるでないよりはいい。その明あかりで、少すこしはまわりが見みられるようになった。

　急きゅうな停てい電でんで、転ころんだり、その場ばにすわりこんだりしている人ひとが、けっこういるみたいだ。

　立たち上あがったままのお客きゃくさんも、暗くらい中なかでは動うごくに動うごけずにいる。

　スタッフも同おなじらしく、「落おちついてください！　危あぶないですから、復ふっ旧きゅうまで動うごかずにその場ばでお待まちください」という呼よびかけだけが、聞きこえてくる。

　でも、ちょっと待まって！

　一昨日おとといも、停てい電でんがあったばかりじゃない。

　こんなに設せつ備びのきちんとしたホテルで、連れん続ぞくで停てい電でんがおきるなんて、おかしい。

　私わたしはパニックになりそうな気き持もちを落おちつけて、もう一いち度どまわりに目めを配くばる。

　こんなときこそ、冷れい静せいに。

　アスカちゃんをまず探さがさなきゃ。

　暗くら闇やみになれてくると、だんだんとまわりの人ひと影かげも見みえてくる。

「大だい丈じょう夫ぶですか、花か梨りんさん」

　アスカちゃんも、目めがなれてきたらしい。

　先さきに私わたしを見みつけて、近ちかづいてくる。

「うん。大だい丈じょう夫ぶ。アスカちゃんは？」

「なんともないです。停てい電でんみたいですね」

「うん……。じつは一昨日おとといも停てい電でんがあったの」

「一昨日おとといもですか!?」

　アスカちゃんは、おどろいた様よう子すできき返かえす。

　私わたしは一昨日おとといあったことを、アスカちゃんに説せつ明めいする。

「予よ備び電でん源げん設せつ備びがあるらしいから、数すう十じゅう秒びょうで、明あかりがもどってもいいはずなんだけど、今日きょうは復ふっ旧きゅうが遅おそいみたい……」

「そうですか」

　間ま近ぢかに見みえるアスカちゃんの顔かおが、いつになく真しん剣けんなものになっている。

　スタッフも混こん乱らんしているのか、バタバタとした足あし音おとと、スタッフに詰つめ寄よるお客きゃくさんの怒ど鳴なり声ごえが聞きこえてくる。

　なかなかもどらない明あかりに、緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きが、だんだん重おもくなってくる。

　気き分ぶんが悪わるくなる人ひとが出でてきてしまいそうだ。

　私わたしは少すこしでも状じょう況きょうを把は握あくしようと、視し線せんをめぐらす。

　目めがなれれば、まるっきり見みえないわけじゃない。

　そのとき、フロントの方ほうから、ざわめきが聞きこえた。

「支し配はい人にんの氷ひ室むろです」

　一昨日おとといと同おなじ、よく通とおる声こえだ。

　聞きく人ひとを安あん心しんさせる声こえのせいだろうか。ざわめきが、ふと静しずまる。

「みなさま、大たい変へん申もうし訳わけございません。現げん在ざい、停てい電でんからの復ふっ旧きゅうを急いそいでおります。もうしばらく、お待まちくだ……」

　氷ひ室むろさんが話はなしている途と中ちゅうだった。


　　　キーッ　ブツン



　なんの前まえ触ぶれもなく、マイクのノイズのような音おとが響ひびいた。

　高たかい耳みみざわりな音おとに、おもわず顔かおをしかめる。


『──やあ、宿しゅく泊はく客きゃくのみなさん。とつぜんだが、お邪じゃ魔まさせてもらうよ』



　若わかい男おとこの声こえが、ロビー中じゅうに響ひびきわたる。

　これって、もしかして館かん内ない放ほう送そう!?　でも、今いまは停てい電でん中ちゅうのはずじゃ！

　なにより、この男おとこはいったいだれ？

　同おなじ疑ぎ問もんを持もったのか、ロビーにいるお客きゃくさん、スタッフにとまどいの空くう気きが流ながれる。

　なぜか、そのとき私わたしの頭あたまの中なかに、一昨日おとといの停てい電でんのとき、ソファにすわっていた若わかい男おとこのことが思おもい浮うかんだ。

　でも、それを長ながく考かんがえているヒマはない。

　続つづけて、男おとこが話はなしだしたからだ。


『じつは、みなさんに１つお知しらせがある。とある場ば所しょに、ある爆ばく弾だんを仕し掛かけさせてもらった』



　一いっ瞬しゅん、ロビーが静しずまりかえる。

　そして、次つぎの瞬しゅん間かん。

「に、逃にげろ!!」

「ここから出だせ！」

「きゃああああああああああああ！」

　パニックになったお客きゃくさんの怒ど鳴なり声ごえが、あちこちで飛とび交かう。

　押おしあうお客きゃくさんや、転てん倒とうするお客きゃくさん。悲ひ鳴めいや怒ど号ごうがあちこちから聞きこえてくる。

　走はしり回まわるお客きゃくさんに巻まきこまれないように、私わたしたちはソファのすみでしゃがみこむ。

「お、落おちついてください！　ただいま、外そとへ誘ゆう導どうします！」

　スタッフが必ひっ死しで、パニックになっているお客きゃくさんをおさえようとしているけど、この混こん乱らんの中なかでは焼やけ石いしに水みずだ。

　どうしよう……。

　爆ばく弾だんって言いってたけど、本ほん当とうなのかな？

　でも、ウソだとしても、この状じょう況きょうなら信しんじてしまう人ひとが多おおいのもわかる気きがする。

　私わたしだって、本ほん当とうはすごくこわい。

　だけど、ここでパニックになるわけにはいかない。

　自じ分ぶんのふるえる手てを、私わたしはギュッとにぎる。

「氷ひ室むろさん！　私わたしもスタッフに加くわえてください」

　氷ひ室むろさんのところに近ちかづいて、声こえをかける。

「これは中なか宮みやさん。だが……」

　氷ひ室むろさんは難むずかしい顔かおをする。

「こんな暗くら闇やみでは、私わたしが子こ供どもかどうかなんて、だれにもわかりません。それより、今いまは一いっ刻こくを争あらそうときです。使つかってください！」

「……わかった！　それでは、この場ばの人ひとたちを出で口ぐちに誘ゆう導どうしてくれ」

「はいっ！」

　私わたしはうなずくと、一いち度ど、深しん呼こ吸きゅうをして心こころを落おちつかせる。

「みなさん、落おちついてください。私わたしが誘ゆう導どういたします。大だい丈じょう夫ぶ、出で口ぐちまでのルートは頭あたまに入はいっていますから。危あぶないですから、走はしらないで。転ころんだりぶつかったりしないように、注ちゅう意いしてついてきてください」

　氷ひ室むろさんのような凛りんとした声こえを意い識しきして、落おちついて聞きこえる声こえを張はりあげる。

「大だい丈じょう夫ぶですか？」

　足あしをくじいたらしいおばあさんを見みつけて、肩かたを貸かす。

　そうだ、アスカちゃんは……。

　肩かた越ごしにふりむくと、アスカちゃんが早はや足あしで、遠とおざかろうとするところだった。

「アスカちゃん？」

　その背せ中なかに声こえをかけると、アスカちゃんは一いっ瞬しゅん足あしをとめて、こちらをふり返かえった。

「……わたしは大だい丈じょう夫ぶ。花か梨りんさんは、自じ分ぶんがすべきだと思おもうことをして」

　不ふ思し議ぎに落おちついたアスカちゃんのキリッとした顔かおに、なぜかうなずいてしまう。

「その前まえにいくつか教おしえて、花か梨りんさん」

　いくつか、てばやく私わたしに質しつ問もんをしたあと、アスカちゃんは「じゃあね」と言いって、どこかに行いってしまった。

　いったい、どこへ行いくつもりだろう？

　でもあのアスカちゃんの表ひょう情じょう。

　────信しんじよう。

「みなさん、こちらです！」
















　　　　１　謎なぞのカード




　真ま夜よ中なか。

　郊こう外がいにある、個こ人じん所しょ有ゆうの２階かい建だての美び術じゅつ館かん。

　わたしはレッドのユニフォームに身みをつつみ、暗くら闇やみの中なかを音おとも立たてずに走はしっていた。

　ケイの調しらべで、この美び術じゅつ館かんの主あるじが、盗とう品ひんの宝ほう石せきを隠かくし持もっていることを、つかんだんだよね。

　しかも、ここは会かい員いん制せいにして、盗とう品ひんの取とり引ひきなんかにも使つかわれているらしい。

　そうなれば、わたしたち、怪かい盗とうレッドの出で番ばんってわけ！

『右みぎ前ぜん方ぽう、５メートル先さきに警けい備び員いんだ』

　インカムから聞きこえるケイの声こえ。

　わたしは走はしりながら、催さい眠みんガス入いりの玉たまをかまえる。

「ん？　今いま、なにか影かげが動うごいたようなっ……」


　　　パンッ



　警けい備び員いんがふり向むきかけた瞬しゅん間かん、指し弾だんではなった玉たまが、その額ひたいに命めい中ちゅうして、バタリと倒たおれる。

『これで、周しゅう辺へんの警けい備び員いんはすべてクリアだ。先さきに進すすむぞ』

「りょーかい」

　返へん事じをしつつ、わたしは警けい備び員いんから手てに入いれたカードキーで、建たて物ものの中なかに入はいる。

　建たて物ものの中なかは、しーんと静しずまりかえっている。

　あたりに目めを走はしらせる。

　ろう下かには、ふかふかの灰はい色いろのカーペットがしかれていて、壁かべ紙がみも上じょう品ひんなクリーム色いろで統とう一いつされている。

　ろう下かの途と中ちゅうには、小こぶりな人ひとや動どう物ぶつの彫ちょう刻こくが飾かざられている。

　わたしはそれらを横よこ目めに見みて、足あし音おとを消けしながらろう下かを進すすむ。

『そこを右みぎに進すすんだところに、監かん視しカメラがある。こちらで映えい像ぞうを切きりかえたら、行いけ。３、２、１……ＧＯゴー！』

　ケイの合あい図ずと同どう時じに、わたしはろう下かから飛とび出だすと、一いっ気きに突つき当あたりまで走はしる。

　たどりついてから、左さ右ゆうを警けい戒かい。

　よし、警けい備び員いんはいない。

　そこからも、ケイのナビ通どおりに進すすみ、あっさりと目もく的てきの部へ屋やの前まえまでたどりつく。

　ここまでに出でくわした警けい備び員いんは、ケイがうまくルートを選えらんでくれたおかげで、２人ふたりだけ。

　ちょっと拍ひょう子し抜ぬけするぐらい。

　とはいえ、気きを抜ぬくわけにはいかない。ここからが本ほん番ばんだ。

　部へ屋やのドアをわずかに開あけ、中なかに体からだをすべりこませる。

　ろう下かとちがい、室しつ内ないは照しょう明めいが落おちていて暗くらい。

　わたしは、サングラスの暗あん視し機き能のうをＯＮオンにする。

　真まっ暗くらだった室しつ内ないが、見みわたせるようになる。

　中ちゅう央おうに、大おおきなガラスケースがあって、その中なかに光ひかりかがやく大おお粒つぶの宝ほう石せきが見みえる。

　あれがターゲットね。

　わたしは、ガラスケースの目めの前まえに近ちかづく。

『……よし、セキュリティは解かい除じょした』

　ケイの声こえに、わたしはさっそくガラスケースに手てをのばしかけたけど……すぐに止とめた。


　　　カチカチカチカチ……



　ん？

　どこかから、時と計けいみたいな音おとが聞きこえる。

　いったいどこから？

「ねえ、ケイ。なんか、時と計けいの音おとがするんだけど、なんだかわかる？」

　わたしはケイにきく。

『時と計けいだって……？』

　ケイは、怪け訝げんそうな声こわ音ねで言いう。

　まあ、気きにしなくてもいっか。

　わたしはもう一いち度ど、ガラスケースに手てをのばす。


　　　ゾクッ！



　そのとたん、背せ筋すじに寒さむ気けを感かんじる。

『……時と計けいの音おと……そうか！　……アスカ！　その場ばから離はなれろ！』

　ケイのするどい声こえがした、次つぎの瞬しゅん間かん──

　　　バアアアアン！！！

　破は裂れつ音おんが耳みみをつんざくと同どう時じに、あたりいったいが、真まっ白しろになるほど光ひかる。

　……な、なにこれ……!?

『アスカ！　大だい丈じょう夫ぶか！』

　ケ、ケイ……。

　ケイの声こえが聞きこえて、わたしは飛とびかけた意い識しきを、なんとかよびもどす。

「……うん、なんとか大だい丈じょう夫ぶ…………」

　答こたえた声こえがかすれる。

　ケイの警けい告こくを聞きいた瞬しゅん間かん、とっさにドアまでバックステップして、開ひらいたドアを盾たてにしたから助たすかった。

　そうじゃなかったら、気きを失うしなってるところだった。

　強きょう烈れつな光ひかりと音おとの衝しょう撃げき。

　光ひかりは、なんとかドアでふせげたけど、音おとの衝しょう撃げきで頭あたまがクラクラする。

[image: ]

　今いまも、足あしがふわふわして、しっかりと地ちに足あしがついている感かん覚かくがない。

　いったい、なんだったの……？

『閃せん光こう手しゅ榴りゅう弾だん──光ひかりと音おとで、周しゅう囲いの人にん間げんを動うごけなくする爆ばく弾だんだ。ガラスケースに時じ限げん式しきでしかけてあったんだろう。アスカが聞きいた音おとは、そのタイマーの音おとだ』

　じゃあ、ワナがしかけてあったってこと!?

『そうだ。それより、今いまので警けい備び員いんに気きづかれた。逃にげるぞ。動うごけるか？』

「……うん。ケイのおかげで、直ちょく撃げきはしなかったから。少すこしふらつくけど。宝ほう石せきはどうする？」

『やめておく。想そう定てい外がいのワナをしかけられた以い上じょう、宝ほう石せき本ほん体たいにもなにかあるかもしれない』

　ここまできたのに……しかたがないか。

　わたしは、ギュッとくちびるをかみしめる。

　……あれ？

　床ゆかになにか、カードらしきものが落おちている。

　あの爆ばく発はつといっしょに、飛とびだしてきた？

　ひろい上あげると、どうやら２つ折おりにしたメッセージカードらしい。

　その間あいだにも、部へ屋やの外そとから、おおぜいの足あし音おとが近ちかづいてくる。

『とにかく、今いまは引ひくぞ、アスカ！』

　わ、わかった！

　わたしは、ケイのナビにしたがって、美び術じゅつ館かんから脱だっ出しゅつする。

　ふらつく足あしもとを計けい算さんして、ケイがルートを考かんがえてくれたおかげで、かんたんに逃にげきれた。

　敷しき地ちの外そとに出でてから、わたしは息いきをつく。

「ワナをはってたわりには、けっこうあっさり逃にげられたよね？　どういうつもりなんだろう」

　なんだか、ちぐはぐな感かんじがする。

『──ワナをしかけたのは、美び術じゅつ館かんの関かん係けい者しゃじゃない』

　まるで知しっているかのように、ケイが言いい切きる。

「え？　でもそれじゃあ、だれが？」

　わたしは、わけがわからずに、ケイにきく。

『今いまはまだ、断だん定ていできない。ただ……』

　そう言いって、ケイは言こと葉ばをにごす。

『それより、さっきのカードには、なにが書かいてあった？』

　ケイがきいてくる。

　そうだ。さっき、カードをひろったんだっけ。

　しまってあったカードをとりだして開ひらく。









ひさしぶりだな。お土産みやげは喜よろこんでもらえたか？

また会あえるのを、楽たのしみにしている。











　カードには、印いん刷さつされた字じで、そう書かかれていた。

　なにこれ？

　ひさしぶりって……だれ？

　一いっ瞬しゅん、わたしの頭あたまにファンタジスタの顔かおが思おもいうかんだけど、そんなわけない。

　だって……もうあいつは、いないんだし。

　じゃあ、いったいだれがこんなことを？

『……ワナをしかけられたのは、今こん回かいのレッドのターゲットが完かん全ぜんに読よまれた、ということだ』

　ケイが冷れい静せいな声こえで、事じ実じつを告つげる。

　そう……なるよね。

　奏かなでがレッドを捕つかまえたときは、毎まい晩ばん、勘かんをもとに張はってたと言いっていた。

　でも、さっきのワナは、今こん夜や、レッドが現あらわれるとわかっているから、しかけられてた。

　ということは、ケイの情じょう報ほうの上うえをいったってこと!?

　しかも、「ひさしぶり」という書かき方かたからすると、わたしたちが前まえに会あったことがあるかのようだし……。

　疑ぎ問もんばかりが頭あたまに浮うかぶ。

　もう！　いったいなんなのよ！

　だれともわからない相あい手てだけに、よけいにもやもやする。

『今いまは考かんがえてもしかたがない。帰かえるぞ』

　ケイの言こと葉ばに、わたしはしぶしぶその場ばからはなれた。







　　　　２　ケイからの伝でん言ごん




　次つぎの日ひの朝あさ。

「ふあぁ～～あ」

　わたしは眠ねむい目めをこすりつつ、ベッドの中なかで目めを覚さます。

　レッドの仕し事ごとの日ひは、夜よるおそいことが多おおいから、次つぎの日ひが眠ねむいんだよね。

　しかも、昨日きのうは収しゅう穫かくなしだから、よけいにがっくりきてるし。

　２段だんベッドの上うえから、ひょい、と飛とび下おりる。

　音おとを立たてずに着ちゃく地ち。

　まだ、下したの段だんでケイが寝ねてるはずだしね……ってあれ？

　この時じ間かん、いつもなら確かく実じつに寝ねているはずのケイがいない。

　もしかして、もう目めを覚さましてる？

　リビングに行いってみる。

　リビングには、だれもいなくて、しーんとしてる。

　たしか、お父とうさんは朝あさ早はやくから仕し込こみがあるって言いってたし、おじさんは会かい社しゃに泊とまりだったはず。

　洗せん面めん所じょとトイレものぞいてみたけど、ケイの姿すがたはない。

　……こんな朝あさ早はやくから、どこ行いったの？


　　　グ～～



　考かんがえていると、急きゅうにお腹なかがなる。

　ケイのことは気きになるけど、その前まえに朝あさごはん食たべないと。

　キッチンに行いき、食しょくパンをトースターで焼やいて、お父とうさんが用よう意いしておいてくれたラタトゥイユを載のせたベーコンとほうれん草そう入いりのオムレツを、レンジであたためる。

　冷れい蔵ぞう庫こを開あけて、コップに牛ぎゅう乳にゅうをそそぐと、飲のみながらリビングにもどる。

　テレビをつけると、ちょうどニュース番ばん組ぐみが流ながれてる。

　テレビ画が面めんでは、キャスターが緊きん迫ぱくした様よう子すで、少すこし早はやい口く調ちょうでしゃべっている。

『…………くり返かえします。ただいま入はいった情じょう報ほうによりますと、刑けい務む所しょに服ふく役えきしていた浅あさ賀が悠ゆう吾ご被ひ告こくが、刑けい務む所しょより脱だつ獄ごくしたとのことです。脱だつ獄ごくの方ほう法ほうなどはわかっておらず、脱だつ獄ごくしたのは１週しゅう間かん前まえとのこと。発はっ表ぴょうが遅おくれたことについて、ただいま、記き者しゃ会かい見けんが行おこなわれております……』

　へー、脱だつ獄ごく！　そんなことあるんだねえー。

　画が面めんが切きり替かわり、記き者しゃ会かい見けん場じょうのようなところで、50代だいぐらいのおじさんが、汗あせをふきふき、話はなしている様よう子すがうつる。

　どうやら、警けい察さつのえらい人ひとみたい。

『事じ件けんの発はっ表ぴょうが遅おそくなったことを、お詫わびいたします。前ぜん代だい未み聞もんの事じ件けんで、混こん乱らんがおきる恐おそれが高たかく、発はっ表ぴょうのタイミングを見みあわせておりました……』

　まぶしいぐらいのフラッシュが、警けい察さつの人ひとにむけて、たかれている。

　なんだか大たい変へんそう。

　そう思おもっていると、ちょうどトースターとレンジのタイマーの音おとがする。

　テレビを消けしてから、

「いただきま～す！」

　両りょう手てをあわせて、さっそくバターをぬったトーストにかじりつく。

　……と、テーブルのはしに、メモ用よう紙しがおいてあるのが見みえた。

　なんだろう？　お父とうさんからかな。

　メモ用よう紙しを手てにとると、書かかれた文も字じを見みて、だれのものかすぐわかった。

　これ、ケイからだ！

　わたしは、いそいで目めをとおす。









しばらく出でかけてきます。心しん配ぱいはいりません。

ＰＳ　アスカはいつも通どおりにしていればいい。


ケイ













　ケイらしい、短みじかくてそっけないメッセージ。

　いったい、どういうこと？

　出でかける用よう事じができた？　でも、そんな様よう子すは昨日きのうはぜんぜんなかったし。

　ケイは、ときどき研けん究きゅうとかで、家いえを空あけることはあるから、それはめずらしいわけじゃない。

　今こん回かいもそういうのなのかな。

　でも、なんだか、胸むねのあたりがもやもやする。

　なんでもなければ、いいんだけど……。

　わたしは不ふ安あんを感かんじながら、サクッと音おとをたてて、トーストをかじった。







　　　　３　花か梨りんさんのプレゼント




　ＧゴールデンＷウイーク３日か目め。

　わたしは街まち中なかの洋よう服ふく屋やさんの前まえで、花か梨りんさんが試し着ちゃくするのを待まっていた。

　なんで、花か梨りんさんといっしょにいるのかって？

　じつは、花か梨りんさんはホテルの研けん修しゅうとかで、見み神かみ島じまから出でてきたんだ！

　それで、お休やすみの今日きょう、会あおうってことになったわけ。

　花か梨りんさんから、連れん絡らくをもらったとき、本ほん当とうは遊あそびにいくかどうか、迷まよった。

　結けっ局きょく、ケイはあれから家いえに帰かえってないんだもん。

　もういなくなってから４日か目めだっていうのに。

　中ちゅう学がく２年ねん生せいが、書かきおき１枚まいを残のこして行方ゆくえ不ふ明めいになったっていうのに、お父とうさんとおじさんは、ぜんぜんあせる様よう子すがなかった。

「あいつのことだ、何なにか考かんがえがあるんだろう」

「考かんがえって？」

「それはおまえたち２代だい目めレッドにまかせてることだ。幸さいわい、ＧゴールデンＷウイークだから学がっ校こうもないしな」

　と、２人ふたりとものんきな調ちょう子し。

　まったくもう！

　いくらなんでも、危き機き感かんがなさすぎだよね！

　だけど、せっかくのＧゴールデンＷウイークなのに、家いえでじっと心しん配ぱいしててもしかたがないしね。

　ケイからのメモにだって、「アスカはいつも通どおりにしていればいい」って書かいてあったし。

　その言こと葉ば通どおりにしてやろうと思おもって、花か梨りんさんのさそいを受うけることにしたんだ。

　ただやっぱり、気きがつくとケイのことを考かんがえてしまう。

　わたしは小ちいさくため息いきをついて、お店みせの前まえを行いき交かう人ひとたちに、それとなく視し線せんをむける。

　つい、目めでケイをさがしてしまう。こんなところに、ケイがいるわけないのに。

「ごめん、お待またせ」

　そのとき、花か梨りんさんが試し着ちゃく室しつから出でてきた。

　ほくほく顔がおのところを見みると、試し着ちゃくした明あかるい黄き色いろのスカートが、気きに入いったみたい。

「アスカちゃんは、洋よう服ふく見みないの？」

「わたしはべつに……」

　洋よう服ふく屋やさんって、ちょっと苦にが手てなんだよね。

　気きおくれしちゃって……。

「これとか、似に合あいそうだけどなぁ」

　花か梨りんさんが、ならんでいる洋よう服ふくの１着ちゃくをとって、わたしに見みせる。

　花か梨りんさんが持もっているのは、明あかるいオレンジ色いろのワンピース。レースでひらひらのデザインがされてて、すごくかわいい。

「わたしは、こういうの似に合あわないですってば！」

　首くびをぶんぶんと横よこにふる。

「そうかなぁ？　アスカちゃん、かわいい系けいとか清せい楚そ系けいの服ふくも、きっと似に合あうと思おもうよ」

　そう言いうと、花か梨りんさんは手てに持もった洋よう服ふくを、上うえからわたしに合あわせてくれる。

　ううっ……なんだか照てれるんだけど。

　こういう服ふく、ぜんぜん着きたことないし。

　それに、わたしにこういう洋よう服ふくをすすめてくる人ひとがいなかった、っていうのもあるけど。

「これとかどう？」

　次つぎ々つぎに、わたしの服ふくを選えらんでくる花か梨りんさんに、わたしは押おされっぱなしだ。

　でも、なんだか花か梨りんさんの、島しまで出で会あったときとちがう一いち面めんが見みられて、うれしいかも。

「ねえ、アスカちゃん。これかわいくない？」

　花か梨りんさんが、洋よう服ふく屋やさんの一いっ角かくにある、ファッション雑ざっ貨かのコーナーをのぞいている。

　わたしも行いくと、そこにはきれいな色いろのヘアピンがならんでいた。

「わっ、ほんとだ。すごくかわいい！」

「ねえ、アスカちゃん。これ、いっしょに買かわない？　おたがいに相あい手てのを買かって贈おくりあうの」

「いいですね！」

　わたしもうなずく。

　お値ね段だんも安やすいから、わたしでも買かえる。

　たぶん、花か梨りんさんはそういうのを選えらんでくれたんだろう。

　それぞれ、どれを選えらんだかわからないようにして、お店みせを出でてから袋ふくろを交こう換かんする。

　中なか身みは、あとで確かく認にんすることにした。

　こういうのって、楽たのしい！　おもわず２人ふたりともニコニコしてしまう。

　そのあともお店みせをまわりながら、話はなしをしていたら、けっこう時じ間かんがたっていた。

「少すこし休やすもうか」

　という花か梨りんさんの言こと葉ばで、公こう園えんで休きゅう憩けいすることになった。

　花か梨りんさんが移い動どう販はん売ばいのアイス屋やさんに、アイスを買かいにいってくれた。

　さすがに、ちょっとつかれたけど、ここのところ色いろ々いろあったから、ちょうどいい気き分ぶん転てん換かんになったかも。

　これもケイがいきなりいなくなるから、いけないんだよね！

　いつも、ふらふらしてて、たよりになるんだか、危あぶなっかしいんだかわからない。

　…………はあぁ。

　本ほん当とうにケイのやつ、どこに行いったんだろう。

　晴はれわたった真まっ青さおな空そらを見み上あげつつ、ぽつりと思おもう。

　いきなりいなくなったら、心しん配ぱいするじゃない。

　まあ、ケイなら、わたしが勝かっ手てに心しん配ぱいしてるだけだって、言いいそうだけど。

「アスカちゃん？」

　気きづいたら、花か梨りんさんがアイスを手てに２つ持もって、すぐ近ちかくに立たっていた。

「あ、ごめんなさい、ちょっと考かんがえごとしちゃってて」

　わたしはあわてて、花か梨りんさんから自じ分ぶんの分ぶんのアイスを受うけ取とる。

　花か梨りんさんは心しん配ぱいそうにしてたけど、わたしが「なんでもないです！」と気き持もちを切きりかえて話はなすと、それ以い上じょうは深ふかくきかなかった。

「そういえば、この袋ふくろ、開あけていいですか？」

「うん、もちろん。私わたしも開あけるね」

　アイスを食たべ終おえてからきくと、花か梨りんさんがうなずく。

「どんなのかなぁ～」

　ワクワクしながら袋ふくろを開あけると、銀ぎん色いろに小ちいさなピンク色いろの花はながデザインされたヘアピンが出でてくる。

「……どう？」

　花か梨りんさんが、少すこし不ふ安あんそうにきいてくる。

「すっごくかわいいです！」

　自じ分ぶんでは、なかなか選えらばないデザインだから、似に合あうかどうか、ちょっと心しん配ぱいだけど。

「わぁ、これって三み日か月づきだよね？」

　と花か梨りんさんも歓かん声せいをあげる。

「はい。大人おとなっぽい雰ふん囲い気きで、花か梨りんさんに似に合あいそうだなって思おもって」

　花か梨りんさんに贈おくったのは、黒くろ色いろに銀ぎん色いろの三み日か月づきがデザインされたヘアピン。

「ありがとう」「こちらこそ、ありがとうございます」

　おたがいにお礼れいを言いって、おもわず笑わらいあった。
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　夕ゆう方がたになって、わたしと花か梨りんさんはホテルにもどった。

　島しまへのおみやげや、ひさしぶりの街まちでの買かい物もので、買かいすぎてしまったらしい花か梨りんさんの、荷に物もつ持もちを申もうし出でて、わたしもここまできたというわけ。

「ごめんね、アスカちゃん。荷に物もつ持もちさせちゃって」

「いいですよ、これぐらい」

　申もうしわけなさそうな顔かおをする花か梨りんさんに、わたしは首くびを横よこにふる。

　夕ゆう方がたのせいか、人ひとの行いき来きがかなり多おおい。

　わたしたちが今いまいるのは、午ご前ぜん中ちゅうにきたところより奥おくの、ドーム天てん井じょうのロビーラウンジというところだ。

　午ご前ぜん中ちゅうに待まち合あわせした場ば所しょは、あまりに人ひとが多おおくて、とてもじゃないけど立たち止どまっていられそうになかったから、ここまできたんだよね。

　少すこし話はなしをしてから、そろそろと思おもって花か梨りんさんにあいさつする。

「今こん度どは、わたしが島しまに花か梨りんさんを、たずねに行いきますね！」

「うん、待まってるね」

　花か梨りんさんが言いって、わたしたちが別わかれようとしたときだ。


　　　ブツン！



　一いっ瞬しゅんにして、照しょう明めいがすべて落おちて、あたりが真まっ暗くらになる。

　なに!?

　そう思おもうのと同どう時じに、どこかから女おんなの人ひとの悲ひ鳴めいが聞きこえてきた。







　　　　４　それぞれのできること




　ロビーラウンジは、さきほどのにぎわいとは一いっ変ぺんして、混こん乱らんしたざわめきが広ひろがっている。

　最さい初しょは１メートル先さきも見みえないほどだったけれど、レッドの仕し事ごとのおかげで暗くら闇やみにはなれてる。

　だんだんと、まわりが見みえてくる。

　ロビーラウンジにいた人ひとたちは、だいぶ混こん乱らんしているみたい。

　ホテルの人ひとを怒ど鳴なりつける男おとこの人ひとや、ヒステリックにまくしたてる女おんなの人ひとが、ちらほらいる。

　そのせいか、落おちついていた人ひとたちも、不ふ安あんにかられてきているみたい。

　これは、まずいかも。

　暗くら闇やみがつづく中なかで、１人ひとりが叫さけんで走はしり出だしたりしたら、集しゅう団だんパニックになりそう。

　ただの停てい電でんなら、すぐにもとにもどるはずだけど……なんだか嫌いやな予よ感かんがする。

　わたしはそんなことを考かんがえながら、花か梨りんさんの姿すがたを見みつけて、かけよる。

「大だい丈じょう夫ぶですか、花か梨りんさん」

　花か梨りんさんに声こえをかけて、話はなしをする。

　思おもった以い上じょうに落おちついてるのは、さすが。

　どうやら、花か梨りんさんもこの停てい電でんに、ふつうじゃないものを感かんじてたみたい。

　じつは、一昨日おとといも停てい電でんがあったという話はなしをきいて、わたしは首くびをかしげる。

　もう３分ぷんは経たつのに、停てい電でんがなおる気け配はいがない。

　ホテルの支し配はい人にんという人ひとが、よく通とおる声こえで説せつ明めいを始はじめたから、ロビーラウンジにいる人ひとたちも、落おちつきをとりもどしてくれるといいんだけど……。

　と、そのとき、支し配はい人にんの話はなしをさえぎるように、スピーカーからノイズが聞きこえた。


　　　キーッ　ブツン




『──やあ、宿しゅく泊はく客きゃくのみなさん。とつぜんだが、お邪じゃ魔まさせてもらうよ』



　若わかい男おとこの声こえだ。

　停てい電でんなのに、マイクがいきてるって、どういうこと!?

　わたしは心こころを落おちつけて、耳みみをすまして、まわりに目めを配くばる。


『じつは、みなさんに１つお知しらせがある。とある場ば所しょに、ある爆ばく弾だんを仕し掛かけさせてもらった』



　爆ばく弾だん!?

　わたしがおどろくのと同どう時じに──

「に、逃にげろ!!」

「ここから出だせ！」

「きゃああああああああああああ！」

　おそれていたパニックが、ロビーラウンジをおそった。

　押おしあう人ひとたちや、転てん倒とうする人ひと。悲ひ鳴めいや怒ど号ごうがあちこちから聞きこえてくる。

　わたしにも、次つぎ々つぎと人ひとがぶつかってきて、流ながされないようにするので、せいいっぱい。

　くっ……。こうなってしまった集しゅう団だんは、簡かん単たんには止とめられない。

　あまりの激はげしい人ひとの流ながれに、わたしは花か梨りんさんといっしょに、ソファのかげに身みをひそめた。

　その間あいだも、若わかい男おとこの放ほう送そうは続つづいている。


『安あん心しんしたまえ。今こん度どの爆ばく弾だんは、君きみたちの命いのちをすぐにうばうようなものじゃない。逃にげるのも自じ由ゆうだ。後こう悔かいしないならば、ね』



　今こん度どの？　命いのちをうばわない、爆ばく弾だん？

　意い味みがわからないけど、その放ほう送そうはパニックになった人ひとたちには、届とどいていないらしい。

　先さきに逃にげ出だそうと出で入いり口ぐちに殺さっ到とうするために、かえって出で入いり口ぐちで立たち往おう生じょうして、動うごけなくなっている。

「命いのちはうばわない」と言いっても、この声こえの主ぬしが、なにかをこのホテルでおこそうとしてるのはまちがいない。

　ここに、怪かい盗とうレッドであるわたしが居い合あわせたのは、きっと何なにかの運うん命めいだもん。

　正せい義ぎの怪かい盗とうとして、できることをしよう！

　本ほん当とうは、怪かい盗とうレッドは２人ふたりで１人ひとりだから、わたし１人ひとりではちょっと心しん配ぱいだけど……そんなことも言いってられない！

　ケイにスマホで連れん絡らくをしてみたけど、呼よび出だし音おんも鳴ならずにセンターに転てん送そうされてしまったし。

　まったく！　ケイはこんなときにどうしていないのよ！

　押おしあう人ひとの流ながれがいくらか落おちついてから、花か梨りんさんが不ふ意いに立たちあがる。

　花か梨りんさん？

　見み上あげると、その表ひょう情じょうが、決けつ意いのこもったものに変かわっている。

　支し配はい人にんのところからもどった花か梨りんさんは、落おちついた声こえで、まわりに声こえをかけ始はじめた。

　身みをひそめている人ひとたちを、避ひ難なん誘ゆう導どうするつもりみたい。

　その様よう子すを見みて、気きづく。

　花か梨りんさんは、花か梨りんさんのできることをするつもりなんだ。

　よし、わたしも！

　わたしは、立たちあがる。

「アスカちゃん？」

　わたしに気きづいた花か梨りんさんが、声こえをかけてくる。

「……わたしは大だい丈じょう夫ぶ。花か梨りんさんは、自じ分ぶんがすべきだと思おもうことをして」

　花か梨りんさんに言いうと、花か梨りんさんは真しん剣けんな顔かおでその場ばをはなれようとした。

　それを見み送おくろうとして、ふと思おもいつく。

「その前まえにいくつか教おしえて」

　呼よび止とめると、花か梨りんさんがふり返かえる。

「どうしたの？」

「花か梨りんさん。一昨日おとといか昨日きのうの研けん修しゅうのとき、なにか気きになることとかなかった？」

　わたしは花か梨りんさんのすぐ近ちかくまで行いって、質しつ問もんする。

「なにかって……とくになにもなかったけど」

「でも、一昨日おとといも停てい電でんがあったんでしょ？」

「そういえば、一昨日おとといの停てい電でんのときに、取とり乱みだしもしないで、微ほほ笑えみながらロビーですわっている男おとこの人ひとを見みかけたけど……まわりがざわめいている中なかだったから、なんだか目めについて……」

　花か梨りんさんは、わたしの急きゅうな質しつ問もんにとまどいつつも、答こたえてくれる。

　たしかに、それはあやしいけど……だからって犯はん人にんとは決きめつけられない。

「……あ、あと、掃そう除じを入いれようとしない部へ屋やが２つあるとか言いってたけど、これは関かん係けいないよね」

　と、花か梨りんさんがつけくわえる。

「それって、どこの部へ屋やですか？」

「本ほん当とうはこんなことを外がい部ぶの人ひとに教おしえてはいけないんだけれど、５階かいの一いち番ばん奥おくの部へ屋やと、エグゼクティブルームよ」

　どっちの情じょう報ほうも、手てがかりとして重じゅう要ようなのかどうか、わたしにはわからない。

　あやしいのは、２つの部へ屋やか。

　どっちかに、犯はん人にんがいる可か能のう性せいがあるかも。

　まずは、５階かいの部へ屋やに行いってみよう！

「ありがとう、花か梨りんさん」

　わたしはお礼れいを言いって、暗くら闇やみの中なかを走はしり出だした。







　　　　５　最さい低てい最さい悪あくの爆ばく弾だん




　ロビーラウンジをぬけて、客きゃく室しつのあるエリアに一いっ気きに出でる。

　通つう路ろの反はん対たい側がわから、宿しゅく泊はく客きゃくがあわてた様よう子すで、逃にげてくる。

　こっちも、だいぶ混こん乱らんしているみたい。

「落おちついてください！　こっちです！」

　ホテルのスタッフが、懐かい中ちゅう電でん灯とうを片かた手てに、声こえを張はり上あげて避ひ難なん誘ゆう導どうしている。

　見みられると面めん倒どうかな。呼よび止とめられたりしたら、こまるし。

　わたしは身みを低ひくくして、宿しゅく泊はく客きゃくやホテルスタッフをぬうようにして、暗くら闇やみの中なか、一いっ気きに通つう路ろを走はしり抜ぬける。

「いま、なにか通とおったような……」

　ホテルスタッフの人ひとが、つぶやいたのが聞きこえたけど、気きにしない。

　階かい段だんにたどりつくと、上うえの階かいを目め指ざして、一いっ気きに駆かけあがる。

　まずは５階かいに行いくつもり。

　花か梨りんさんの話はなしだと、あやしい部へ屋やは２つあるという。

　エグゼクティブルームというのが、どこにあるかわからないから、今いまは５階かいを目め指ざすしかない。

　５階かいまで駆かけあがり、フロアにたどりつく。

　宿しゅく泊はく客きゃくはすでに避ひ難なんしたのか、ひと気けはない。

　すごく広ひろくて、豪ごう華かな建たて物ものなのに、だれもいないのは、なんだか不ぶ気き味みな感かんじがする。

「……一いち番ばん奥おくの部へ屋やって、言いってたよね……」

　わたしは、まわりに目めを配くばりつつ、ゆっくりと長ながいろう下かを進すすんでいく。

　一いち番ばん奥おくには、通つう路ろの右みぎ側がわにしか部へ屋やがない。

　……あそこね。

　わたしは、足あし音おとを殺ころしてドアに近ちかづく。

　もしかしたら、ここに犯はん人にんがひそんでいるかも……！

　ドア越ごしに気け配はいをうかがおうと、体からだをさらによせて……………………あれ？

　オートロックのドアが、わずかに開ひらいている。

　……ワナ？

　考かんがえが頭あたまをよぎったけれど、ゆっくり悩なやんでいるヒマはない。

　ドアノブに手てをかけると、一いっ気きに開あける。

　そのまま、部へ屋やの奥おくまで押おし入いる。

「おとなしくしなさ…………………………………………へ？」

　わたしは、目めの前まえの光こう景けいを見みて、間まの抜ぬけた声こえを上あげる。

　だ、だって……どうして……。

　わたしが混こん乱らんしていると、部へ屋やの窓まどぎわにあるデスクにすわって、こちらに背せをむけたままの人ひと影かげが、声こえをかけてきた。

「……おそかったな、アスカ」

　感かん情じょうのうすい、そっけない口く調ちょう。

　そう。

　部へ屋やにいたのは、ケイ。

　４日かぶりだっていうのに、１時じ間かん前まえに会あったばかりみたいないつもの声こえ。

「こ、こ、ここでなにをしてるの!?」

　わたしの叫さけびに、ケイは小ちいさくため息いきをつく。

「見みればわかるだろう。作さ業ぎょうをしている」

　ケイの目めの前まえには、ノートパソコンが３台だいならび、今いまも手てを止とめずになにか作さ業ぎょうをしている。

「そういうことじゃなくって……。ああもう！　なんでここにいるわけ!?　いきなりいなくなるから、すごい心しん配ぱいしたし、今いま、大たい変へんなことになってるって──！」

「……とうぜん、知しっている」

　ケイは、わたしの言こと葉ばをさえぎる。

　続つづけて、ケイは言いった。

「そのために、ぼくはここにいる」

　えっ？

　なにそれ。

　ちょ、ちょっと待まってよ！

　そのためって……どういうこと？

　意い味みがわからなくて、ケイをあらためて見みると、その顔かおにだいぶつかれがあるのに気きづく。

　髪かみもみだれて、やつれてるみたい。

　そんなになるまで、ずっとここにこもって作さ業ぎょうをしてたってこと？

　いったい、なんのために？

「もしかして、なにがおきてるか、ケイはわかってるの？」

　わたしは、ケイにきく。

「とうぜんだ。敵てきがだれかも知しってる」

　敵てき!?

　それって、あのさっきの放ほう送そうでしゃべってた、男おとこのことだよね……？

　ケイの言こと葉ばに、理り解かいが追おいつかない。

「……どうやら、始はじまるようだ」

　とまどうわたしに、ケイが言いって、つけっぱなしになっていたテレビを指ゆびさす。

　始はじまる？　なにが？

　わたしは、テレビに目めをむける。

　テレビは、夕ゆう方がたのニュース番ばん組ぐみが流ながれて…………って、あれ？

　テレビ画が面めんの映えい像ぞうが、乱みだれてる。

　だんだんと画が面めんの乱みだれが、ひどくなっていく。

　キャスターの顔かおも、わからないぐらいになったとたん、不ふ意いに画が面めんが切きり替かわった。

　映うつったのは、少すこし遠とお目めからの、若わかい男おとこが高こう級きゅうそうなソファに、足あしを組くんですわっている姿すがた。

　年ねん齢れいは、20代だい後こう半はんぐらいだろうか。

　短みじかい黒くろ髪かみに、体からだつきは細ほそめ。顔かおは笑えみをうかべていても、目めつきだけは、とがった刃は物もののような、するどさを感かんじさせる。

　……どうなってるの、これ!?

「テレビ放ほう送そうがジャックされたんだ。ネットワークを介かいして、国こく内ないと海かい外がいの主しゅ要よう放ほう送そう局きょくに割わりこんで、流ながしている。ネットでも同どう時じに中ちゅう継けいされている」

　ケイが説せつ明めいしてくれる。

　そんなこと可か能のうなのかと思おもったけど、今いま、目めの前まえでおきてるのだから、うたがいようがない。

　カメラがゆっくりと、男おとこに近ちかづいていく。

　えっ……？

「あれっ……この顔かおって、どこかで会あったような……？」

「覚おぼえてないのか？」

　えっ？

「まあいい。とにかく、中ちゅう継けいがはじまる」

　ケイは、テレビ画が面めんを見みつめているので、あわてて、わたしもそれにならう。


『やあ、世せ界かい中じゅうの諸しょ君くん。はじめまして、と言いうべきだろうか』



　それは、さっきのホテル内ないの放ほう送そうで流ながれた声こえと、同おなじものだった。


『みなさんに、ぜひとも、お知しらせしたいことがあってね。少すこしお邪じゃ魔まするよ』



　からかうような響ひびきが声こえにある。


『──ついさきほど、ネットワーク上じょうにとある爆ばく弾だんを仕し掛かけさせてもらった』



　男おとこは、余よ裕ゆうたっぷりに話はなしはじめる。


『爆ばく弾だんという言いい方かたではわかりにくいかな？　コンピュータウィルスの一いっ種しゅだ。もちろん、私わたしのつくった特とく別べつ製せいだ。このウィルスの特とく徴ちょうは、爆ばく発はつ的てきな感かん染せん力りょくと増ぞう殖しょく力りょく。感かん染せんしたネットワーク上じょうのあらゆるデータを、だれもが見みられるようにすることができ、ネットワークは機き能のう不ふ全ぜんをおこす』



　ネットワーク上じょうの爆ばく弾だん？

　そう言いわれても、今いま一ひとつイメージがわかない。


『このウィルス爆ばく弾だんが日に本ほん中じゅうに広ひろがるのに、今いまから５時じ間かん。全ぜん世せ界かいに広ひろがるのにも、24時じ間かんあれば十じゅう分ぶんだ。ウソだと思おもうなら、ただ世せ界かいの終おわりを待まっていればいい。今いまこの世せ界かいで、ネットワークにつながっているすべての機き械かいが、使つかい物ものにならなくなり、隠かくされていた情じょう報ほうがすべて明あきらかになればどうなるか、各かっ国こくの偉えらい人にん間げんならわかるんじゃないかな？




　さあ、用よう件けんはそれだけだ。もしも、私わたしを止とめたければ試ためしてみるといい。……止とめられるならね？』



　そこで一いち度ど言こと葉ばを切きると、男おとこはくちびるのはしを上あげ、ニヤリと笑わらった。


『──私わたしの才さい能のうを認みとめない世せ界かいなど、滅ほろんでしまえばいい』
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　その言こと葉ばを最さい後ごに、ぷつんと映えい像ぞうが切きれて、ニュース番ばん組ぐみに画が面めんがもどる。

　とつぜんのことに、テレビのスタジオが騒そう然ぜんとしてる様よう子すが、映うつし出だされてる。

　その中なかでも、今いまおきたことをなんとか整せい理りしようと、キャスターが必ひっ死しに声こえをつくろっている。

　わたしは、テレビ画が面めんからケイに、視し線せんをもどす。

「ケイ。これ、どういうことなの？」

　さっきの男おとこの説せつ明めいは、わたしには、「なにか大たい変へんなことがおこる」ってことぐらいしかわからない。

「聞きいた通とおりだ。ネットワーク上じょうに仕し掛かけられた爆ばく弾だん──コンピュータウィルスを止とめられなければ、世せ界かい中じゅうで大だい混こん乱らんがおきるってことだ」

　ケイは淡たん々たんと答こたえる。

　テレビを見みている間あいだ、止とめていた作さ業ぎょうを、今いまは再さい開かいしている。

「大だい混こん乱らんって……？」

「世せ界かい中じゅうのすべての、ネットワークにつながれたパソコンが、使つかえなくなるだけじゃない。たとえば、電でん動どうドアやエレベーター、銀ぎん行こうや企き業ぎょうなどのシステム、一いち番ばんまずいのは信しん号ごう機きや交こう通つう標ひょう識しき、飛ひ行こう機きの運うん航こうシステムなどが、一いっ気きに壊こわれて使つかえなくなるということだ。そうなれば、世せ界かい中じゅうがパニックになる」

「で、でも、世よの中なかにはコンピュータウィルス対たい策さくソフトとか、たくさんあるじゃない！　そういう技ぎ術じゅつだって、あるんでしょ？」

　わたしだって、それぐらいは知しってる。

「このウィルスは、現げん状じょう存そん在ざいするどんなウィルスにも、似にていない。まったく新あたらしく、画かっ期き的てきなもので、どんなセキュリティもかいくぐって、むしばんでいく。もちろん、時じ間かんさえあれば、世せ界かい中じゅうの優ゆう秀しゅうなエンジニアたちがとり組くんで、新あらたな対策ワクチンをつくることは可か能のうだろう。だが、このウィルスは感かん染せん力りょくが異い様ように強つよい。ばらまかれて数すう時じ間かん以い内ないに、日に本ほん全ぜん国こくに広ひろがってしまう。対策ワクチンをつくるには時じ間かんがないんだ」

　ケイはそこまで言いって、顔かおを上あげてわたしを見みる。

「ただの爆ばく弾だんよりも、圧あっ倒とう的てきな力ちからで現げん代だい社しゃ会かいを破は壊かいする、ネットワーク上じょうの爆ばく弾だん……兵へい器きと言いってもいい」

　そ、そんな……。

　ケイがそう言いうぐらいだから、それは事じ実じつなんだろう。

　でも、きかずにはいられない。

「でも、本ほん当とうなの？　この犯はん人にんにそんな力ちからがあるかどうかなんて、わからないと思おもうけど」

「アスカは身みをもって、知しっているだろう」

　え？

「映えい像ぞうを見みて気きづいただろう。やつは、スカイタワーでの事じ件けんの犯はん人にん、浅あさ賀が悠ゆう吾ごだ。スカイタワーで、直ちょく接せつ会あったことがあるだろう」

　ケイが、ため息いきまじりに答こたえる。

　……ああっ！

　そうだ！　スカイタワー事じ件けんの犯はん人にんの顔かおといっしょだ！

「で、でも、あいつは捕つかまったはずじゃ……」

「脱だつ獄ごくしたというニュースを、見みなかったのか？」

　えっ……。

　そういえば、ニュース番ばん組ぐみで、そんなことを言いってたような……。

　じゃあ本ほん当とうに!?　本ほん当とうに、あの浅あさ賀が悠ゆう吾ごがやったことなの!?

「やつは天てん才さい的てきなハッカーだ。世せ界かい有ゆう数すうだったスカイタワーのセキュリティを、たやすく破やぶってみせたことからも、それはわかる。ハッキングの腕うでなら、ぼく以い上じょうかもしれない」

　ケイ以い上じょう!?

　今いままで、レッドの仕し事ごとで、ケイが色いろ々いろなところのセキュリティを破やぶって、わたしをナビしてくれた。そのケイを、越こえるかもしれないの!?

「そんなやつが仕し掛かけたウィルスが、偽にせ物もののわけがない」

　……そっか。

　世せ界かいを大だい混こん乱らんにおとしいれる、ネットワーク上じょうの爆ばく弾だん。

　今いまも、その爆ばく弾だんが日に本ほんのどこかで、むしばみ始はじめてる。

　世せ界かいの危き機き。

　そう言いっていいと思おもう。

　それなら──

「わたしたちのすることは、１つってわけね！」

　わたしは、拳こぶしをにぎって言いう。

　浅あさ賀が悠ゆう吾ごと、仕し掛かけられたウィルスを止とめる！

　ケイは作さ業ぎょうしていた手てを止とめ、顔かおを上あげると力ちから強づよく言いった。

「怪かい盗とうレッド、出しゅつ動どうだ！」







　　　　６　世せ界かいを守まもるために




　ケイのいた部へ屋やの洗せん面めん所じょで、すばやくレッドのユニフォームに着き替がえる。

　部へ屋やを出でると、ホテルの階かい段だんをのぼっていく。

「それで、ケイはここでなにをしてたの？」

　わたしは走はしりながら、インカムでケイに話はなしかける。

　浅あさ賀が悠ゆう吾ごの狙ねらいはわかったけど、それにしたって、ケイは浅あさ賀がの計けい画かくについて、くわしすぎる。

　とうぜん、ただ高こう級きゅうホテルに泊とまってたわけじゃないんでしょ？

『やつが、刑けい務む所しょから脱だつ獄ごくしたことを知しったとき、なにかを仕し掛かけてくる可か能のう性せいは一いち応おう、考かんがえてあった。そんなとき、おれたちの裏うらをかき、閃せん光こう手しゅ榴りゅう弾だんが仕し掛かけられていたことがあっただろう？』

　うん、あったけど。

　え、あれってまさか！

『浅あさ賀がの仕し業わざだ。おそらくは、スカイタワーで計けい画かくを邪じゃ魔まされた、仕し返かえしといったところだろう』

　そういうこと！

　それで、あのカードに書かかれてた意い味みがわかったかも。

　スカイタワー以い来らいだから、「ひさしぶり」。

　刑けい務む所しょからの「お土産みやげ」ってわけね！

　やってくれるじゃないっ！

『だが、それで浅あさ賀ががなにかをやるつもりだと、確かく信しんが持もてた。そんなとき、清きよ瀬せグループの研けん究きゅう所じょで、極ごく秘ひに保ほ管かんされていたあるものが、何なに者ものかに盗ぬすみ出だされたという情じょう報ほうをつかんだんだ』

　清きよ瀬せグループって、理り央お先せん輩ぱいのところの？

　はじめて聞きく話はなしに、わたしはおどろく。

『ああ。しかも、高こう度どなセキュリティを突とっ破ぱされて、だ。これもきっと浅あさ賀がの仕し業わざだと考かんがえ、盗ぬすまれたものが運はこばれた先さきを探さぐっていたところ、このホテルだった、というわけだ』

　じゃあ、浅あさ賀がを追おって、ここに泊とまってたってわけ？

　それなら、わたしに話はなしてくれたって、よかったじゃん！

『浅あさ賀ががなにをするつもりか、探さぐる必ひつ要ようがあったからな。それにはアスカは目め立だつ』

　うぐっ。

　きっぱりとケイに言いわれて、わたしは言いい返かえせない。

　ケイの言いう通とおり、目め立だたずにおとなしくしてるなんて、一いち番ばんわたしにむかなそうだしなぁ。

『やつがこのホテルで、なにをするつもりか、探さぐっているうちに、どうやら新しん型がたのコンピュータウィルスを、ばらまくつもりだとわかった』

　それが今こん回かいの計けい画かくってわけね。

『そうだ。そして、浅あさ賀がの計けい画かくを阻そ止しするためには、必ひつ要よう不ふ可か欠けつなものをつくっていた』

「それが、これね……」

　わたしは、腰こしにつけたポーチを見みる。

　この中なかには、さっきケイからあずかった、ＵＳＢメモリが入はいってる。

『ああ。それは、浅あさ賀がのつくったウィルス爆ばく弾だんのワクチンだ。やつのセキュリティをなんとか突とっ破ぱして、ウィルスを手てに入いれてつくったものだ』

　さすがケイ！

　ちゃんと浅あさ賀がの計けい画かくに、対たい策さくを考かんがえてあったってわけね。

『ただし、それは完かん全ぜんなものじゃない。ワクチンとして効こう果かを発はっ揮きするには、条じょう件けんがある。やつがウィルスを仕し掛かけたネットワークに、１時じ間かん以い内ないに直ちょく接せつ送おくりこむことだ』

「だから、わたしが浅あさ賀がのパソコンに、直ちょく接せつこのＵＳＢメモリでワクチンを送おくりこめばいいってわけね。でも、１時じ間かん以い内ないって、ずいぶんきびしくない？」

　浅あさ賀がのテレビ中ちゅう継けいがあったのが、15分ふん前まえ。

　タイムリミットは、あと45分ふん。

『１時じ間かんを超こえると、ウィルスの増ぞう殖しょくが加か速そくして、ワクチンの対たい処しょが追おいつけない。だが、今いまならやつも油ゆ断だんしているはずだ。ウィルスを仕し掛かけてしまえば、やつにはもうすることがないからな』

　なるほどね。

　さっきの中ちゅう継けいのときも、余よ裕ゆうたっぷりだったもんね。

　油ゆ断だんしてるなら、こっちにも十じゅう分ぶんチャンスがあるってことか。

『浅あさ賀がの居い場ば所しょも突つき止とめてある』

　ケイの指し示じを受うけて、わたしは階かい段だんをのぼってる。

　でもさ、わたしがこのホテルにいたからいいけど、そうじゃなかったら、どうするつもりだったの？

　まさか、ケイが直ちょく接せつ、浅あさ賀がのところに行いくつもりだったとか？

『メモに書かいただろう。アスカはいつも通どおりにしていればいい、と』

　えっ？

　たしかにケイのメモには、そう書かいてあったけど……。

『花か梨りんさんとの約やく束そくがあるのは、アスカがカレンダーに花はな丸まるをつけていたから、すぐにわかった。ことわったりしないように、あの書かきおきを残のこしておいたんだ。あとは、２人ふたりの行こう動どうパターンを予よ測そくすれば、アスカがここに来くるのはわかる』

　それで、わざわざ「いつも通どおりに」って、書かいてたわけ!?

　たしかに、ケイのことが気きになって、花か梨りんさんとの約やく束そくを、ことわろうかと思おもったりもしたけど……。

　ケイのメモがあったから、約やく束そく通どおりに来くることにしたんだよね。

　……すっかり、わたしの行こう動どうを読よまれてる。

　怒おこってやりたかったけど、さっき見みたケイは、目めの下したに大おおきなくまをつくってた。

　ケイがいなくなった、この４日か間かん、ほとんど眠ねむらずに作さ業ぎょうを続つづけていたってことだ。

　文もん句くの１つも言いわずに。

　それなら、相あい棒ぼうのわたしのすることは、決きまってる！

　ケイのつくったワクチンを送おくりこんで、浅あさ賀がの計けい画かくを阻そ止しする。

　それがわたしの仕し事ごと！

　だって──わたしとケイは、２人ふたりで怪かい盗とうレッドなんだから。
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　　　　７　やりづらい敵てき




　階かい段だんをのぼり続つづけ、25階かいにたどりついたところで、足あしを止とめる。

　上うえに続つづく階かい段だんは、フロアの反はん対たい側がわにあるらしい。

　目もく的てきのエグゼクティブルームは、30階かい。

　タイムリミットまで、あと40分ぷんを切きった。

　いそがなきゃいけない。

　だけど……。

『どうした、アスカ？』

　立たち止どまったわたしに、ケイがきいてくる。

　明あかりがついてる。

　ここまで、うす暗ぐらかったのに、このフロアだけは照しょう明めいがついていて、明あかるい。

　どういうこと？　予よ備び電でん源げんが復ふっ旧きゅうしたんだろうか。

　それとも……？

　わたしは、25階かいのフロアに出でる。

　……だれかいる。

　静しずまりかえった長ながい通つう路ろの先さきに、ゆらりと人ひと影かげが立たっていた。

　逃にげおくれた人ひと？

　それにしては、あわてた様よう子すがない。

　怪け訝げんに思おもいながら、わたしは近ちかづいていく。

　そして、すぐに人ひと影かげの不ふ自し然ぜんさに気きづいた。

　通つう路ろの先さきに立たっているのは、人ひと型がたではあるものの、それは人ひとじゃなかった。

　身しん長ちょうは１８０センチぐらいだろうか。

　シルバーに光ひかるボディに、顔かおは眠ねむったように目めを閉とじている。

　その顔かおつきだけ見みると、まるで本ほん当とうの人ひとみたい。

「あ、あれはなに!?」

　おもわず、わたしは声こえを上あげる。

『アンドロイドだ。さっき話はなしただろう。清きよ瀬せグループの研けん究きゅう所じょから、盗ぬすみ出だされたものがあると。それが、あのアンドロイドだ』

　清きよ瀬せグループって、あんなものまでつくってたの!?

　そういえば、スカイタワーでも、浅あさ賀ががアンドロイドを使つかっていたのを、思おもい出だす。

　どうやら、浅あさ賀がはアンドロイドを使つかうのが、好すきみたいね。

　しかも、それを浅あさ賀がが盗ぬすみ出だしたってことは……。

　ピカッと、アンドロイドの見み開ひらいた目めが光ひかる。

　……とうぜん、敵てきってことだよね。

『気きをつけろ。スカイタワーのときとは、性せい能のうが別べつ物ものだ』

　そうはいっても、正しょう面めんに立たっている以い上じょう、この通つう路ろを無ぶ事じに通とおらせてくれるとは、思おもえない。

　ハッキングはムリなの？　機き械かい相あい手てなんだし。

『浅あさ賀がに対たい策さくされている。完かん全ぜんにネットワークから遮しゃ断だんされているから、ハッキングできない。バッテリー切ぎれまでは動うごき続つづける』

　バッテリーが切きれるまでの時じ間かんは？

『あと３時じ間かん』

　じゃあ、バッテリー切ぎれを狙ねらうのはダメみたいね。

　時じ間かんは、どんどん過すぎていく。

　どうにかして、突とっ破ぱするしかなさそう。

　わたしは心こころを決きめて、半はん身みになってかまえをとる。

　アンドロイドは、仁に王おう立だちのまま。

　表ひょう情じょうが読よめないから、やりづらい。

　でも、そんなことも言いってられないよね！

　わたしは床ゆかをけって、一いっ気きに間ま合あいをつめる。

　アンドロイドの目めの前まえまで近ちかづいてから、直ちょく前ぜんで右みぎにステップする。

　よし！　反はん応のうできてない！

　わたしが、アンドロイドのわきを通とおりぬけようと、足あしを踏ふみだした瞬しゅん間かん──


　　　ブンッ



　棒ぼう立だちだったアンドロイドの左ひだり手てが、とつぜん真ま横よこに伸のびてくる。

「うわっ！」

　ノーモーションから、顔かおにむけて腕うでがとんできて、ギリギリでのけぞってかわす。

　アンドロイドは、両りょう手てで、ボクサーのようなかまえをとる。

　体たい勢せいがくずれたままのわたしにむけて、右みぎのジャブがとんでくる。

「くっ！」

　速はやいっ！

　首くびをふってかわすと、タイミングをはかって、アンドロイドの懐ふところに飛とびこむ。

　いくら鋭するどくても、距きょ離りを縮ちぢめれば……。


　　　ゾクッ



　背せ中なかに寒さむ気けを感かんじて、わたしはとっさに、左ひだりにステップをふむ。


　　　ブンッ！



　死し角かくから、アンドロイドが振ふり下おろした、左ひだりの拳こぶしが空くうを切きる。

　よけたパンチの風ふう圧あつを、ほおに感かんじる。

　じょ、冗じょう談だんでしょ！

　あんなの、まともに当あたったら、ただじゃすまない。

　そのまま、あわててバックステップで距きょ離りをとる。

　どうなってるの……？

　今いまの、ボクシングの動うごきみたいだった。

　スカイタワーで戦たたかったアンドロイドは、もっと直ちょく線せん的てきな動うごきばっかりだったのに。

『調しらべでは、清きよ瀬せグループのアンドロイドに、もともとこんな動うごきはプログラムされていない。どうやら、浅あさ賀ががアンドロイドに攻こう撃げきプログラムを書かき加くわえたようだ』

　ケイが説せつ明めいする。

　アンドロイドっていうだけでも、パワーやスピードがやっかいなのに、それに人にん間げんの武ぶ術じゅつの動うごきも取とり入いれたってわけ？

　よけいなことするんだからぁ！

　……って、ちょっと待まってよ。

「もしかして、足たせる攻こう撃げきプログラムって、１つじゃなかったりする？」

　おそるおそる、ケイにきく。

『ああ。理り論ろん上じょうは数すう百ひゃく種しゅ類るいは、プログラムできる。時じ間かんをかければ、もっと精せい度どの高たかいプログラムを組くめただろうが』

　す、数すう百ひゃく種しゅ類るい!?

　人にん間げんなら、どれだけ練れん習しゅうや修しゅ行ぎょうをしなきゃいけないのか、想そう像ぞうもつかない。

　そんなの相あい手てにして、ここを通とおりぬけなきゃいけないわけ!?

　わたしは、大おおきく呼こ吸きゅうをして、気き合あいを入いれ直なおす。

　軽かるく出だしぬくなんて、無む理りだ。

　タイムリミットを気きにして、あせって相あい手てにしてたら、こっちがやられちゃう。

　わたしは、一いち度ど、体からだから力ちからをぬいて、もう一いち度ど、自し然ぜんにかまえをとりなおした。

　数すう百ひゃく種しゅ類るいの武ぶ術じゅつを覚おぼえてるっていう相あい手て。

　だけど、さっきのボクシングの動うごきでわかった。

　ケイの言いうとおり、時じ間かんがなかったせいか、１つ１つの技わざの熟じゅく練れん度どは、それほどじゃない。

　熟じゅく練れんのプロを相あい手てにするわけじゃない。

　それなら、こっちにもチャンスがある！

　アンドロイドが、かまえを変かえる。

　左ひだり手てを腰こしにあて、右みぎ手てを前まえに突つき出だすようなかまえ。

　空から手てってところかな。

　そう考かんがえると同どう時じに、わたしは間ま合あいをつめる。

　あわせて、アンドロイドも前まえに出でてくる。

　距きょ離りが一いっ気きに縮ちぢまり、相あい手てが目めの前まえにせまる。

「このっ！」

　アンドロイドは、右みぎ足あしを踏ふみこみ、左ひだりの拳こぶしを高こう速そくで突つき出だしてくる。

　速はやすぎて目めで追おえない。

　だから、ほとんど勘かんで首くびを左ひだりにふる。

　アンドロイドの高こう速そくの拳こぶしが、チリチリとほおをかすめる。

　わたしは拳こぶしをかいくぐり、近ちかづきながら、アンドロイドの顔かおにむけて、右みぎ手てで掌しょう底ていをはなつ。

　タイミングはばっちりのカウンター！

　だけど、アンドロイドは、体からだを半はん身みにしてかわす。

　これをかわすの!?　まずいっ！

　アンドロイドが、わたしの右みぎ手てをつかもうと、手てをのばしてくる。

　とっさに、腰こしを落おとして右みぎ手てをにがすと、左ひだり手てを床ゆかについて、回かい転てんしながら足あしをはらう。


　　　ガンッ！



　外がい装そうが金きん属ぞくでできてるから、けりをはなったこっちにも衝しょう撃げきがくる。

　だけど、アンドロイドは足あしをガクンとさせて、体たい勢せいをくずす。

　チャンス！

　わたしはおき上あがると、アンドロイドのお腹なかにむけて、発はっ勁けいをはな──

「わわっ！」

　わたしの攻こう撃げきと相あい打うち狙ねらいで、左ひだりの高こう速そくの拳こぶしがとんでくる。

　発はっ勁けいを止とめて、ステップで距きょ離りをとる。

　相あい手てのほうが、パワーも頑がん丈じょうさも、圧あっ倒とう的てきに上うえ。

　相あい打うちは分ぶが悪わるい。

　しかも、スピードもわたしについてきてる。

　ダメージをあたえて、それで相あい手てが止とまってくれるのかもわからないし……。

　時じ間かん稼かせぎには、もってこいの相あい手てじゃない。

　浅あさ賀が悠ゆう吾ごもそれがわかってて、これに迎むかえ撃うたせたのかも。


　　　タンッ！



　アンドロイドが、床ゆかをけって間ま合あいをつめてくる。

　流ながれるような動うごきからの、右みぎのハイキック。

「くっ！」

　わたしは、体からだをうしろにたおして、なんとかよける。

　アンドロイドは、体たい勢せいをくずしたわたしに、続つづけて飛とびかかろうとしてくる。

「させないってば！」

　背せ中なかを床ゆかにたおすと、床ゆかの反はん発ぱつを利り用ようして、両りょう足あしをアンドロイドのボディに、思おもいっきりけりこむ。

　アンドロイドの体からだが、宙ちゅうにういて、うしろにふき飛とぶ。

　ノーガードのところに、フルパワーの一いち撃げき。

　これでどう？

　わたしはおき上あがると、アンドロイドが着ちゃく地ちする前まえに、追つい撃げきにかかる。

「はあっ！」

　アンドロイドの胸むねに、威い力りょくをおさえたスピード重じゅう視しの発はっ勁けいをはなつ。

　ゴンッ、というにぶい感かん触しょくがあり、アンドロイドがさらにうしろにとぶ。

　よし！

　今いまのうちに、上うえの階かいに行いけば……。

　わたしは、階かい段だんにむかおうと足あしをふみ出だす。

『アスカ、うしろだ！』

　ケイの声こえに、とっさに身みをかがめる。

　真まうしろから、ものすごい速はやさでふり回まわされた腕うでが、横よこなぐりにとんでくる。

　紙かみ一ひと重えでかわすと、わたしはあわてて、距きょ離りをとる。

　な、なによ!?

　わたしは、相あい手てを見みて目めを見み開ひらく。

　今いままで戦たたかってきたアンドロイドと、背せ格かっ好こうはそっくり。

　だけど、ボディカラーがグレーのアンドロイドが立たっていた。

　そんな……２体たい目め!?

　わたしのうしろで、シルバーのアンドロイドが立たちあがる。

　挟はさまれた……！

　でも、２体たい目めはどこから……!?

　わたしが視し線せんを走はしらせると、客きゃく室しつのドアが１つ開ひらいていた。

　あそこに、ひそんでいたってわけね。

　しかも、シルバーがピンチになるまで、かくれてるなんて。

『もう１体たいを、ここにおいているとはな……。客きゃく室しつでは監かん視しカメラをハッキングしても、おれに見みつからない。浅あさ賀がはそれを見み越こしていたらしい』

　ケイが、くやしそうに言いう。

「大だい丈じょう夫ぶだよ、ケイ」

『……アスカ？』

「ケイは、希き望ぼうを準じゅん備びしてくれた。だから、わたしがどうにかして、未み来らいにつなげてみせるから！」

　わたしは、グレーのアンドロイドに一いっ気きにつめよる。

　２体たいに連れん携けいされる前まえに、どうにかしなきゃ！

　左さ右ゆうへのステップから、下げ段だんへの回まわし蹴げり。

　体たい勢せいをくずしたところに、発はっ勁けいを……。


　　　ゾクッ



　うしろ!?

「きゃっ！」

　発はっ勁けいの体たい勢せいに入はいっていたわたしの左ひだり腕うでが、背はい後ごからつかまれる。

　シルバーのアンドロイドが、いつの間まにか、すぐうしろにいた。

　力ちからまかせに、左ひだり腕うでを引ひっぱられる。

「くっ……」

　わたしは、衝しょう撃げきを少すくなくしようと、自じ分ぶんから飛とび上あがる。

　シルバーのアンドロイドは、そのままいきおいよく、わたしを床ゆかにむかって、たたきつける。

「がはっ……」

　なんとか受うけ身みをとったけど、背せ中なかに痛いたみが走はしって、声こえがもれる。

　よろよろと立たちあがる、わたしの目めの前まえに、グレーのアンドロイドがせまってくる。

　右みぎ腕うでを弓ゆみのように、うしろに引ひいている。

　ま、まずい！　強きょう烈れつな一いち撃げきがくる!!

　ダメだ……まだ体からだが……動うごかない……。
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　おもわず、パンチを受うけることを覚かく悟ごした瞬しゅん間かん──


「させるかああああぁ!!」



　階かい段だんから現あらわれた人ひと影かげが、さけびながらグレーのアンドロイドに体たい当あたりする。

　不ふ意いをつかれて、壁かべまでふっ飛とぶ、グレーのアンドロイド。

　そのすきに、わたしもシルバーのアンドロイドの腕うでを、両りょう手てで持もって、投なげを打うつ。

　くるりと１回かい転てんして、シルバーのアンドロイドを、床ゆかにたたきつける。

「……どうして……」

　わたしは、グレーのアンドロイドに体たい当あたりした相あい手てを見みて、目めを丸まるくする。

　その人ひとも、満まん面めんの笑えみでわたしを見み返かえしていた。

「レッド！　こんなところで会あえるなんて、光こう栄えいです！」

　そう言いうのは──見みまちがえるわけがない。理り央お先せん輩ぱいだ。

　いつものスポーティーな服ふく装そうに、大おおきなバッグを肩かたから下さげている。

　そのうしろには、大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいもいる。

　３人にんとも、階かい段だんをかけあがってきたらしく、息いきを切きらしている。

　な、なんで怪かい盗とう部ぶのみんなが、ここにいるわけ!?

　混こん乱らんするわたしに、理り央お先せん輩ぱいがわたしのうしろをにらむ。

「本ほん当とうなら、握あく手しゅとサインをお願ねがいしたいところですが、今いまはそうも言いってられないみたいですね」

　わたしも、ふり返かえる。


　　　むくり



　２体たいのアンドロイドが、ダメージを受うけた様よう子すもなく、立たちあがるところだった。







　　　　８　最さい強きょうの助すけっ人と




　こちらの人にん数ずうが増ふえたせいか、２体たいのアンドロイドは様よう子すを見みるかのように距きょ離りをとって、すぐにはおそってこない。

「どうしてここに？」

　わたしは、声こわ色いろを変かえて、理り央お先せん輩ぱいにきく。

「あのアンドロイドは、もともと清きよ瀬せグループのものです。しかも、盗ぬすまれたときに、ぼくたちは、現げん場ばにいたんです」

　理り央お先せん輩ぱいたちが、現げん場ばに？

　浅あさ賀ががハッキングして、盗ぬすみ出だしたときだよね。

　偶ぐう然ぜんなんだろうけど、そんなタイミングに居い合あわせるなんて……さすが、理り央お先せん輩ぱいだ。

「でも、止とめられなかった。その責せき任にんを果はたすために、ここにきました」

　理り央お先せん輩ぱいは覚かく悟ごのこもった顔かおで、アンドロイドを見みつめている。

「よくこの場ば所しょがわかったわね？」

　理り央お先せん輩ぱいがいくらすごくても、このホテル、しかもこの階かいがわかったのは、不ふ思し議ぎなんだよね。

　ケイだって、浅あさ賀がの動うごきを追つい跡せきしてわかったぐらいだし。

「清きよ瀬せグループの警けい戒かい網もうで、この周しゅう辺へんがあやしいということまでは、わかっていたんです。それで連れん日じつ調しらべていたんですが、ここで停てい電でん騒さわぎがあったという情じょう報ほうと、あの男おとこの中ちゅう継けいに映うつっていた部へ屋やの様よう子すを見みて、このホテルのエグゼクティブルームだったと思おもい出だしたんです」

　なるほど。

　エグゼクティブルームの内ない装そうを覚おぼえてたってことは、理り央お先せん輩ぱいも泊とまったことがあるんだ。

　そういえば、つい忘わすれがちだけど、理り央お先せん輩ぱいってまぎれもないお嬢じょうさまだもんね。

「タイミングよく登とう場じょうできたのは、本ほん当とうにまぐれですけどね！　まさか、ここにレッドがいるなんて……」

　理り央お先せん輩ぱいはそう言いうと、ほおをゆるませる。

　レッドのファンっぷりは、あいかわらずみたい。

　でも、その理り央お先せん輩ぱいのおかげで、命いのち拾びろいしたのも確たしかだよね！

『アスカ、あと20分ぷんだ』

　ケイの声こえに、わたしは理り央お先せん輩ぱいたちを見みる。

　巻まきこむことは、本ほん当とうはしたくないけど……。

「もうしわけないけど、ここは協きょう力りょくをたのめる？」

　わたしは、提てい案あんする。

　理り央お先せん輩ぱいたちを、危き険けんな目めにあわせたくない。

　だけど、アンドロイドたちは強きょう敵てきだし、時じ間かんも限かぎられてる。

「はい、もちろん！　もともと、そのつもりです。それに、レッドに協きょう力りょくできるなんて、言こと葉ばにできないほどうれしいです！」

　理り央お先せん輩ぱいは、夢ゆめ心ごこ地ちのような表ひょう情じょうをしてる。

「おい、理り央お！　今いまはそれどころじゃないだろ」

　となりから、大だい貴き先せん輩ぱいが注ちゅう意いする。

「ああ、そうだった。ダメだ、ダメだ！　今いまは集しゅう中ちゅう、集しゅう中ちゅう！」

　理り央お先せん輩ぱいは、首くびをふって自じ分ぶんに言いい聞きかせてる。

　こうやって直ちょく接せつ話はなして、理り央お先せん輩ぱいが、わたしの正しょう体たいに気きがつかないかと心しん配ぱいしたけど、その心しん配ぱいはいらなかったみたい。

　気きがつくどころか、まったく疑うたがう様よう子すがない。

　理り央お先せん輩ぱいは気きを取とり直なおして、わたしにむき直なおる。

「それでレッド、作さく戦せんですが、ぼくたちはアンドロイドの緊きん急きゅう停てい止しボタンの位い置ちを知しっています」

　緊きん急きゅう停てい止しボタン!?

「そんなものがあるの？」

　おどろきながら、わたしはきく。

　考かんがえてみれば、スカイタワーのときのアンドロイドにもあったっけ。

「はい。清きよ瀬せグループの機き密みつ情じょう報ほうはネットワークから遮しゃ断だんされていたので、レッドでも調しらべられなかったんですね。ボタンの位い置ちは首くびのうしろです」

　そこを狙ねらえばいいってことね。

　問もん題だいは、あれだけ強つよい敵てきを相あい手てに、押おすチャンスがあるかどうか、だよね。

　でも、今いまは怪かい盗とう部ぶのみんながいる。

　理り央お先せん輩ぱいたちも、戦たたかう準じゅん備びをしてる。

　大だい貴き先せん輩ぱいは自じ慢まんの力ちからで、理り央お先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいは、理り央お先せん輩ぱいの大おおきなバッグから、大おお型がたのおもちゃの銃じゅうみたいなものを出だして、かまえている。

　理り央お先せん輩ぱいのことだし、また、とんでもない道どう具ぐだったりするんだろうな。

　今いまはそれが、すごくたのもしい。

「あのアンドロイドには、戦せん闘とう技ぎ術じゅつが追つい加かプログラムされてるから、気きをつけて。それじゃあ、行いくよ！」

　簡かん単たんな作さく戦せんの打うち合あわせをしてから、わたしは怪かい盗とう部ぶのみんなに言いう。

「はい！」

　返へん事じを聞きくと、わたしはシルバーのアンドロイドとの、距きょ離りをつめる。

「はあああっ！」

　大おおきく左ひだり足あしをふみこみ、そのいきおいのまま、横よこに１回かい転てんして、右みぎのかかとをシルバーのアンドロイドの横よこ顔がおにむけてはなつ。

　全ぜん力りょくのうしろ回まわし蹴げり！

　いきなりの大おお技わざに、ふつうならとまどうはずだけど、さすがはアンドロイド。


　　　ガンッ！



　シルバーのアンドロイドは、左ひだり手てで難なんなくガードする。

　それでも、わたしの体たい重じゅうの乗のった一いち撃げきに、体たい勢せいがくずれる。

　これで十じゅう分ぶん！


「うおおおおおおっ!!」



　わたしのうしろから、大だい貴き先せん輩ぱいが低ひくい体たい勢せいで、シルバーのアンドロイドに突つっこんでいく。

　バランスをくずしているアンドロイドの腰こしに組くみついて、そのまま大だい貴き先せん輩ぱいもろとも、床ゆかに倒たおれこむ。

　よし！　うまくいった！

　わたしは、視し線せんをもう１体たいのグレーのアンドロイドにむける。

「こっちにきたぞ、理り央お！」

　健けん人と先せん輩ぱいが、怒ど鳴なっている。

　グレーのアンドロイドは、シルバーのアンドロイドの様よう子すを見みて、理り央お先せん輩ぱいたちのほうへ、動うごき出だしていた。

　あちらを助たすけに行いく!?　でも……。

「こっちは大だい丈じょう夫ぶです！　レッド！」

　理り央お先せん輩ぱいはさけぶと、ニヤッと笑わらって、おもちゃの銃じゅうを、グレーのアンドロイドにむける。

　もう理り央お先せん輩ぱいたちの目めの前まえまで、せまってる。

「くらえっ！」

　理り央お先せん輩ぱいの持もつ、おもちゃの銃じゅうから、丸まるいなにかがいきおいよく飛とび出だす。


　　　ベチャ！



　１メートル手て前まえまできていた、グレーのアンドロイドの顔がん面めんに、見み事ごと命めい中ちゅうすると、その顔かおが真まっ赤かにそまる。

　えっ……あれって……。

『なるほど。ペイント弾だんか』

　ケイが、感かん心しんしたように言いった。

　ペイント弾だん？

「ただのインクをつける弾たまなんですけど、こいつには効こう果かがあると思おもいますよ」

　理り央お先せん輩ぱいはそう言いって、おもちゃの銃じゅうをかまえたまま、グレーのアンドロイドから距きょ離りをとる。

　あれ……？

　グレーのアンドロイドは、ただ顔かおを真まっ赤かにされただけだというのに、なぜか動うごきを止とめている。

　理り央お先せん輩ぱいの言いう通とおり、効こう果かはばつぐんみたい。

　どうなってるわけ？

『アンドロイドのメインカメラを、ペイントで使つかえなくしたんだ。アンドロイドといえど、カメラから得える視し覚かく情じょう報ほうは、もっとも動うごきに影えい響きょうする。それをペイント弾だんで使つかえなくすれば、動うごきは一いち時じ的てきに止とまる。……機き密みつ情じょう報ほうのアンドロイドのカメラの位い置ちを知しっている、清きよ瀬せ先せん輩ぱいだからできたことだがな』

　なるほどね。

　理り央お先せん輩ぱいのことだから、なにか考かんがえてるとは思おもってたけど……。

「まさか、カメラを狙ねらう作さく戦せんなんてね」

「さすが、レッド！　気きづきましたか!?」

　わたしのつぶやきが聞きこえたらしく、理り央お先せん輩ぱいがうれしそうな声こえを上あげる。

「え、ええ、まあ……」

　わたしは、あいまいにうなずく。

　思おもいっきりケイに聞きいた話はなしなだけに、自じ分ぶんで気きづいたみたいに話はなすのは、気きが引ひけるけど……。

「……れっどぉ……はやく……！」

　あっ。

　うしろで大だい貴き先せん輩ぱいの声こえが聞きこえて、あわててわたしはふり返かえる。

　グレーのアンドロイドに、気きをとられすぎてた。

　大だい貴き先せん輩ぱいは、シルバーのアンドロイドといっしょに倒たおれこんだあと、そのまま柔じゅう道どうの押おさえこみをかけている。

　バタバタと足あしを動うごかして、アンドロイドも逃のがれようとしているけど、大だい貴き先せん輩ぱいが真まっ赤かな顔かおをして、押おさえこみ続つづけてる。

　もし、アンドロイドが力ちからにまかせてあばれまわったら、大だい貴き先せん輩ぱいの押おさえこみは解ほどけていたかもしれない。

　だけど、アンドロイドには「柔じゅう道どう」のプログラムもされているんだろう。

　柔じゅう道どうの技わざでふりほどこうとするから、ことごとく大だい貴き先せん輩ぱいに返かえされてる。

　それでもパワーがあるだけに、大だい貴き先せん輩ぱいも長ながく保もちそうにない。

「今いま、行いきます！」

　わたしは、大だい貴き先せん輩ぱいに加か勢せいする。

　押おさえこんだアンドロイドに、大だい貴き先せん輩ぱいと２人ふたりがかりで、背せ中なかをむけさせる。

　よし！

　あとは、首くびのうしろの緊きん急きゅう停てい止しボタンを押おせば……………………………………って、えっ!?

　ない！

　ボタンも、ボタンらしきものも、見み当あたらない！

「おい！　ボタンがないぞ、理り央お！」

　大だい貴き先せん輩ぱいが怒ど鳴なる。

「そんなバカな！」

　理り央お先せん輩ぱいが、おどろいた顔かおで声こえを上あげる。

　……どういうこと？

　もしかして、浅あさ賀ががボタンをとっちゃったとか？

　もしそうなら、このアンドロイド、どうやって止とめたら……！

　時じ間かんもあと、15分ふんを切きってる。

「きゃっ！」

「うぐっ！」

　シルバーのアンドロイドが、わたしと大だい貴き先せん輩ぱいの隙すきをつき、押おさえこみから逃のがれる。

　くっ！　逃にげられた！

「これはまずいぞ……」

　理り央お先せん輩ぱいの声こえに、視し線せんをむけると、グレーのアンドロイドがまた動うごき出だそうとしてる。

　え、なんで？

　さっき、カメラを見みえなくしたはずじゃ……。

　続つづけて理り央お先せん輩ぱいが言いう。

「アンドロイドが、熱ねつセンサーに切きり替かえたみたいです。またむかって来きます」

　熱ねつセンサー!?

　そんなものまで、つんでるわけ？

　さすが清きよ瀬せグループだけど、この場ば合あいはやっかいだ。

　熱ねつセンサーなら、人ひとの体たい温おんを追おって、しかけてくるはず。

　さっきよりは、細こまかい動うごきはできないと思おもうけど……。

　緊きん急きゅう停てい止しボタンという、対たい策さくもなくなっちゃったし。

『いや、あきらめるのはまだ早はやい』

　ケイ！

　さっきの様よう子すは、わたしのサングラスについているカメラで、リアルタイム動どう画がとして見みていたはずだ。

　なにか作さく戦せんがあるの？

『作さく戦せんというほどのものじゃない。ただ、ボタンは本ほん当とうになくなったわけじゃないはずだ。浅あさ賀がが清きよ瀬せグループから、アンドロイドを盗ぬすみ出だしてから日ひが浅あさい。追つい加かのプログラムを入いれたりもしているし、なによりウィルスの最さい終しゅう調ちょう整せいも併へい行こうして進すすめていたんだ。緊きん急きゅう停てい止しボタンをとり除のぞくなんて作さ業ぎょうを、している時じ間かんはなかったはずだ』

　で、でも、首くびのうしろにはなかったよ!?

『そう思おもわせただけかもしれない』

　思おもわせただけ？

『シルバーとグレーの塗と装そうは、浅あさ賀ががあとから加くわえたものだ。時じ間かんがない中なか、なぜそんなことをしたのか』

　つまり、色いろを塗ぬったのにも、意い味みがあるってこと？

『そうだ。たとえば、緊きん急きゅう停てい止しボタンを隠かくしたことに、気きづかれないようにするためとかな』

　隠かくした!?

『ボタンの上うえから、外がい装そうと似にた素そ材ざいでカバーをした。だが、それだけでは色いろがちがって、ひと目めでカバーをしたことがばれてしまう。だから、全ぜん体たいのカラーリングを変かえた』

　っていうことは！

『首くびのうしろには、まだ緊きん急きゅう停てい止しボタンがあるはずだ』

　よ～し！

　そういうことなら、チャンスはあるっ！

「もう一いち度ど、しかけるよ！」

　わたしは、大だい貴き先せん輩ぱいに声こえをかける。

「だが、緊きん急きゅう停てい止しボタンは……」

「大だい丈じょう夫ぶ！」

　大だい貴き先せん輩ぱいの弱よわ気きな言こと葉ばを、わたしは笑え顔がおでさえぎる。

「……わかった。怪かい盗とうレッドの言こと葉ばだ。信しんじないわけにはいかないな。だが、理り央おたちは……」

「まかせてくれ！　怪かい盗とうレッドを信しんじられなくては、怪かい盗とう部ぶは名な乗のれないからね。どうにかしてみせる！」

　わたしと大だい貴き先せん輩ぱいが、目めをむけると、理り央お先せん輩ぱいが大おおきくうなずいてみせる。

　理り央お先せん輩ぱいを信しんじよう！

　わたしは、前まえをむく。

「行いくぞ！　うおおおおおおおっ！」

　さっきとは逆ぎゃくに、大だい貴き先せん輩ぱいがうなり声ごえを上あげて、先さきにシルバーのアンドロイドに突とっ進しんしていく。

　アンドロイドはかまえをとると、大だい貴き先せん輩ぱいにむけて、右みぎ足あしで横よこになぐようにける。

　当あたるっ！

　そう思おもった瞬しゅん間かん、大だい貴き先せん輩ぱいはさらに体たい勢せいを低ひくくして、ギリギリのところでけりをかわすと、アンドロイドのひざに、飛とびついた。

　それでも、アンドロイドは、片かた足あしでバランスをとって倒たおれない。

　──でも、それで十じゅう分ぶん！


「はあああああああっ！」



　大だい貴き先せん輩ぱいのあとに続つづいたわたしは、すでに全ぜん力りょくの発はっ勁けいをうつ体たい勢せいに入はいってる。

　この状じょう態たいなら、かわせないっ！


　　　ドンッ！



　大おおきな衝しょう撃げき音おんといっしょに、アンドロイドがうしろに飛とばされながら、途と中ちゅうで床ゆかに転ころがるように倒たおれこむ。

「すげえ威い力りょくだ……」

　大だい貴き先せん輩ぱいの声こえが聞きこえたけど、今いまはそれどころじゃない。

　わたしは、アンドロイドを追つい撃げきする。

　アンドロイドは、ダメージで一いち時じ的てきに動うごけなくなってるらしい。

　だけど、すぐに復ふっ活かつする。

　その前まえに、緊きん急きゅう停てい止しボタンを押おさないと！

　倒たおれたアンドロイドの上うえにまたがって、わたしは首くびのうしろを、もう一いち度ど確かく認にんする。

　さっきと同おなじように、パッと見みたところ、ボタンはない。

『首くびのうしろをさわってみろ。わずかな、凹おう凸とつがあるはずだ』

　ケイの指し示じに、わたしはアンドロイドの首くびのうしろを、指ゆびでなでる。

　…………あっ。

　このあたりに、引ひっかかりがある。

『そこがたぶん、ふたのようになっているはずだ。なにか引ひっかけてみろ』

　引ひっかけるっていっても……いったいなにを……。

　ドライバーや、工こう具ぐなんて持もってないし。

　理り央お先せん輩ぱいなら持もってそうだけど、今いまはたのめない。

　なにかない？　……なにか…………そうだ！

　わたしは思おもいついて、腰こしのポーチをさぐる。

　あった！

　とり出だしたのは、花か梨りんさんからもらった、ヘアピン。

　これなら引ひっかけられるかも…………花か梨りんさん、ごめんっ！

　心こころの中なかで謝あやまりながら、わたしは、ヘアピンの先さきを、さっき指ゆびでふれた場ば所しょに、引ひっかける。

　あっ！　差さしこめた。

　指ゆびではわからなかった、わずかなすき間まに、ヘアピンの先さきが入はいりこむ。

　そのまま、力ちからをこめる。

　少すこしふたが、浮うき上あがってくる。もう少すこし……。


　　　パキッ！



　差さしこんだヘアピンが、てこの原げん理りで、隠かくれていたふたを押おし開あける。

　と同どう時じに、ヘアピンが真まん中なかあたりで、ポッキリと折おれる。

　ああっ！

　でも、悲かなしんでるヒマはない！

　わたしは、はずれかかったふたを、指ゆびで開あける。

　あった！　ボタンだ！

　わたしは、となりでアンドロイドを押おさえこんでいた、大だい貴き先せん輩ぱいをちらりと見みる。

　だまってうなずく大だい貴き先せん輩ぱいを見みて、わたしはボタンを指ゆびで押おした。


　　　キューイン　キューイン　キューイン……



　アンドロイドから電でん子し音おんがして、抵てい抗こうする力ちからが不ふ意いになくなる。

「……止とまった？」

「……のようだな」

　わたしと大だい貴き先せん輩ぱいは顔かおを見みあわせ、アンドロイドの上うえから、慎しん重ちょうに体からだをどける。

　おき上あがってくる様よう子すはない。

　ただの人にん形ぎょうのように、力ちからなく転ころがっているだけだ。

　あとは、もう１体たい！

　わたしは、理り央お先せん輩ぱいたちのほうを見みる。

　理り央お先せん輩ぱいたちは、言こと葉ば通どおり、なんとかふんばっていた。

　それぞれに持もった、大おおきなおもちゃの銃じゅうからは、ペイント弾だんのかわりに、とりもちのようなものが撃うち出だされている。

　それで、アンドロイドの動うごきを鈍にぶくしながら、うまく逃にげているらしい。

　でも、グレーのアンドロイドは、とりもちをつけられても、強ごう引いんに力ちからで引ひきはがして、理り央お先せん輩ぱいたちにむかっていく。

「このっ！　……って、もう弾たま切ぎれか！　健けん人とは？」

「こっちもだ」

「それなら、別べつのもので……」

　理り央お先せん輩ぱいが、バッグの中なかをあさる。

　その間あいだに、アンドロイドが一いっ気きにつめよってくる。

「理り央お！」

　健けん人と先せん輩ぱいが、理り央お先せん輩ぱいをかばうように前まえに立たつ。

　２人ふたりが、ギュッと目めをつぶる。

　アンドロイドが、高こう速そくの拳こぶしをふりかぶった瞬しゅん間かん──


「「させるかああああぁ！！！」」



　わたしと大だい貴き先せん輩ぱいが、そろってグレーのアンドロイドに、背せ中なかから飛とびかかる。

　不ふ意いをつかれたアンドロイドが、前まえのめりに倒たおれこむ。
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　そのまま、わたしと大だい貴き先せん輩ぱいの２人ふたりがかりで、押おさえこむ。

　アンドロイドは、体からだをばたつかせていたけど、力ちからでも技わざでも２人ふたりなら押おさえこめる。

「今いまのうちだ、理り央お！」

　大だい貴き先せん輩ぱいが汗あせだくになりながら、理り央お先せん輩ぱいに言いう。

「わかった！」

　理り央お先せん輩ぱいはうなずくと、バッグからマイナスドライバーを出だしてくる。

　わたしがやっていたのを、見みていたみたい。

　理り央お先せん輩ぱいは、アンドロイドの首くびのうしろの、隠かくされたカバーをはずし、緊きん急きゅう停てい止しボタンを押おす。

　さっきと同おなじように、電でん子し音おんのあと、アンドロイドの動うごきが止とまる。

　それを確かく認にんして、

「ふううううぅ……」

　そろって、全ぜん員いんで大おおきく息いきをつく。

　やっと片かたづいた。

『アスカ！　休やすんでいる時じ間かんはない。あと10分ぷんだ！』

　そうだった！

　ケイの言こと葉ばに、わたしは立たちあがる。

「わたしは上うえの階かいに行いくわ。あなたたちは、一いち応おう、それを見み張はっていて」

　わたしは、理り央お先せん輩ぱいたちにたのむ。

　３人にんはもうクタクタみたいだし、これ以い上じょうは、付つき合あわせられない。

「残ざん念ねんですけど……力ちからになれそうにありません。わかりました」

　くやしそうに、理り央お先せん輩ぱいが答こたえる。

　わたしは、そんな理り央お先せん輩ぱいにうなずきかけると、浅あさ賀がが待まつ30階かいにむけて、走はしり出だした。







　　　　９　止とめられるか!?




　やっとのことで、30階かいにたどりつく。

　30階かいは、ほかの階かいとは様よう子すがちがっていた。

　今いままでは、長ながい通つう路ろにいくつもの客きゃく室しつのドアがあったけど、ここは短みじかい通つう路ろの先さきに、１つだけドアがある。

　つまり、あのドアの先さきが、エグゼクティブルームってわけね。

　わたしは、慎しん重ちょうにドアに手てをかける。

　また、美び術じゅつ館かんのときみたいに、ワナがあるかもしれないし。

　部へ屋やの中なかに入はいり、わたしは目めを見み開ひらく。

　ほかの客きゃく室しつとは、比くらべ物ものにならないような広ひろさの部へ屋や。

　調ちょう度ど品ひんは、高こう級きゅう感かんがあふれていて、窓まどからは海うみが一いち望ぼうできる。

　そんな中なか、部へ屋やの中ちゅう央おうの高こう級きゅうそうなソファに、浅あさ賀が悠ゆう吾ごはすわっていた。

　黒くろ髪かみの短たん髪ぱつに、ヒヤリとするような、するどい目めつき。

　テレビ画が面めんで見みたのと同おなじだ。

　ちがうのは、浅あさ賀がのうしろに大おお型がたのパソコンが見みえること。

　あれがネットワークにつながる、パソコンのはず。

「ようこそ、怪かい盗とうレッド。まさか、あのアンドロイドたちを止とめるとはね」

　監かん視しカメラで、見みていたのだろう。

　この状じょう態たいでも、余よ裕ゆうある態たい度どをくずす様よう子すがない。

　ケイが言いってたとおり、やるべきことを終おえて、油ゆ断だんしてる？

　それなら、浅あさ賀がを気き絶ぜつさせて、パソコンからケイ特とく製せいのワクチンをネットワークに送おくりこめる。

「おまえと面めんとむかって会あうのは、スカイタワーのとき以い来らいか」

「そうね。……この間あいだ、お土産みやげは受うけとったけど」

　わたしは、ジロリと浅あさ賀がをにらむ。

「どうやら、気きに入いってもらえなかったみたいだね」

「気きに入いるわけないでしょう！」

「それは残ざん念ねん」

「あなたの目もく的てきはなに？」

　わたしはきく。

　きかずにはいられない。こんなことをしている相あい手てを目めの前まえにしてるんだから。

「いまさらそんなことをきくのかい？　中ちゅう継けいでも言いっただろう。私わたしを認みとめようとしないこの世せ界かいを壊こわす。そして私わたしを必ひつ要ようとする世せ界かいを、再さい構こう築ちくする。それだけの力ちからが、私わたしにはあるんだよ！」

　浅あさ賀がは、目めをギラギラとさせて、大おおきな声こえで宣せん言げんするように話はなす。

「そんな理り由ゆうのために、世せ界かい中じゅうを巻まきこむって言いうの！」

　おもわず声こえを荒あららげつつ、動うごくタイミングを見み計はからう。

　手てに忍しのばせた、催さい眠みんガス入いりの玉たまをかまえる。


　　　ゾクッ



　不ふ意いに背せ筋すじに寒さむ気けを感かんじて、とっさに近ちかくのソファのかげに飛とびこんだ、同おなじ瞬しゅん間かん──


　　　パンッ！



　大おおきな破は裂れつ音おんがして、ソファに穴あなが開あいた。

　ま、まさか拳けん銃じゅう!?

　ふりむくと、わたしの背はい後ごにあったドアが開ひらいて、そこから黒くろ服ふくの人にん相そうの悪わるい男おとこたちが５人にん、姿すがたをあらわす。

　全ぜん員いんが拳けん銃じゅうを持もってる。

「彼かれらは元もとタキオンの人にん間げんだよ。といっても、末まっ端たんだがね。怪かい盗とうレッドがタキオンを日に本ほんから退しりぞけたおかげで、彼かれらはタキオンから自じ由ゆうの身みになった。そこで、今こん回かいは私わたしの脱だつ獄ごくにも協きょう力りょくしてもらったんだ」

　浅あさ賀がは笑えみをたたえたまま、説せつ明めいしてくる。

　タキオンの元もとメンバー!?

「脱だつ獄ごくの手て伝つだいをしてもらうかわりに、清きよ瀬せグループの開かい発はつしたアンドロイドの調ちょう整せいを引ひき受うけたんだ。私わたしの手てで再さい構こう築ちくされたあとの世せ界かいで、あの最さい新しん鋭えいのアンドロイドは有ゆう効こう活かつ用ようできるからね。増ぞう産さんにこぎつけ、さらに私わたしがプログラムを組くめば、新あらたな兵へい力りょくとして、たくさんの国くにの軍ぐん部ぶに売うり込こめるのさ」

　軍ぐん部ぶって……まさかアンドロイドを使つかって戦せん争そうでも始はじめようっていうわけ!?

「そういう国くにもあるということだよ。私わたしは、私わたしの価か値ちを知しるものから依い頼らいを受うけたにすぎない」

「そういうことだ。怪かい盗とうレッド、おまえにはタキオンから解かい放ほうしてもらって、恩おんを感かんじているぐらいだが、これも仕し事ごとだ。おまえをここで始し末まつして、あのアンドロイドは回かい収しゅうさせてもらう」

　黒くろ服ふくの男おとこの１人ひとりが言いうと、拳けん銃じゅうをこちらにむける。


　　　パンッ！　パンッ！　パンッ！



　黒くろ服ふくの男おとこたちは、いっせいに銃じゅうをかまえて、わたしにむけて、発はっ砲ぽうしてくる。

　ちょ、ちょっと！

　わたしは、ソファのかげにかくれて、身みを縮ちぢこめる。

　さすがにわたしでも、銃じゅう弾だんの嵐あらしは、生いきた心ここ地ちがしない。

　油ゆ断だんしてたのは、こっちだったってわけね……。

　もう浅あさ賀がに、戦たたかう力ちからはないとばかり思おもいこんでたから。

　ウィルス爆ばく弾だんを解かい除じょできるタイムリミットまで、８分ぷん。

　これ以い上じょう、時じ間かんはかけられない。

　わたしは弾たまがとんでくる隙すきをついて、催さい眠みんガス入いりの玉たまを、指し弾だんではなつ。

　だけど、５人にんの拳けん銃じゅう相あい手てじゃ、正せい確かくに狙ねらうヒマもない。

　浅あさ賀がはその間あいだに、巻まきぞえをくわないように、奥おくのパソコンのところまで引ひいてる。

　このままじゃ、時じ間かんだけすぎていっちゃう……。

　どうしたら……。

『アスカ、あれを使つかってみろ』

　手て詰づまりのわたしに、ケイの声こえ。

　あれ？

　…………あっ、そっか！

　ケイの言こと葉ばに、わたしは思おもい出だす。

　腰こしのポーチから、さっきケイからもらったもう１つのものをてばやくとり出だす。

　そして、口くちもとを深ふかくおおった。これでオーケーなはず。

　拳けん銃じゅうの発はっ砲ぽうが、一いっ瞬しゅんやんだタイミングで、ソファのかげから飛とび出だす。

「やられに出でてきたか！」

　黒くろ服ふくの男おとこの１人ひとりが、わたしに拳けん銃じゅうをむけてくる。

　おそいっ！

　わたしは先さきに、指し弾だんで試し作さく品ひんの玉たまをはなつ。

　まっすぐに飛とんだ玉たまは、男おとこの額ひたいに当あたると──


　　　パンッ



　派は手でに破は裂れつして、真まっ赤かな粉こなをあたりにまき散ちらした。

「な、なんだこ……げほげほ！」

「目めが！　ごほごほ！」

「のどが……！」

　男おとこたちは、粉こなを浴あびると、とたんに苦くるしみだす。

　これがケイが試し作さくした、トウガラシエキス入いりの玉たま。

　当あたったときに、中なかに入はいった粉こなが広ひろがるようにはじけるから、広こう範はん囲いの相あい手てを戦せん闘とう不ふ能のうにできるんだ。

　……今いまみたいにね。

　苦くるしむ男おとこたちに、たてつづけに、今こん度どは催さい眠みんガス入いりの玉たまをおみまいする。

「くっ!?」

「ぐわっ」

「こ、この……」

　ばたばた、と黒くろ服ふくの男おとこたちが全ぜん員いん、床ゆかに倒たおれていく。

　……これで終おわりっと。

　あとは……。

　浅あさ賀がのほうにむきなおった、その瞬しゅん間かん。


　　　パンッ！



　拳けん銃じゅうの音おとが響ひびいて、わたしはとっさに身みをふせる。

　だけど、銃じゅう弾だんはこちらには飛とんでこなかった。

　……どういうこと？

　顔かおを上あげると、浅あさ賀がが変かわらずに、ふてぶてしい笑えみをうかべていた。

「さすがだな、怪かい盗とうレッド。……だが、こうしてしまったら、どうかな？」

　そう言いって、浅あさ賀がが１歩ぽ、横よこに体からだをずらす。

　と、浅あさ賀がのうしろに、１台だいのパソコンが見みえた。

　そのパソコンの本ほん体たいに──銃じゅう弾だんがめりこんだあとがある。

　まさか！

　今いまの銃じゅう声せいって、わたしにむけてじゃなくて、パソコンを撃うったの!?

「……レッド。ここに居い合あわせたのも、偶ぐう然ぜんではないんだろう？」

　えっ……。

　わたしは、浅あさ賀がの顔かおを見みる。

　すべてを見み通とおしたような、冷つめたい目めをしてる。

「放ほう送そうを聞ききつけてからやってくるには、早はやすぎる。スカイタワーのときのように、偶ぐう然ぜん居い合あわせるなんてことが、そう何なん度どもおきてはたまらない。運うん命めいを信しんじるタイプではないものでね。となれば、考かんがえにくいが、おまえにはなにかウィルスを止とめる作さく戦せんがあるんだろう。だが、このパソコンを壊こわしてしまえば、どうかな？」

　浅あさ賀がは、挑ちょう戦せん的てきな目めをむけてくる。

　そこまで、わたしたちの動うごきを読よんで……。

　残のこり５分ふん。

「なんてことをっ！」

　浅あさ賀がとの距きょ離りをつめると、手しゅ刀とうを首くび筋すじに打うちこむ。

「ぐっ……！」

　浅あさ賀がは、ふらりと、前まえのめりに倒たおれこみながら、

「……やれるものなら…………やってみるが……いい……」

　と言いい残のこして、気き絶ぜつする。

　ふうぅ……。

　息いきをつくと、すぐにパソコンにむきなおった。

　パソコンの本ほん体たいの横よこに、銃じゅう弾だんのあとが深ふか々ぶかとえぐられている。

　わたしは、パソコンの電でん源げんボタンを押おしてみるけど、反はん応のうがない。

　ダメなの!?

　何なん度ど押おしても、うんともすんとも言いわない。

「どうしよう、ケイ？」

　わたしは、すがるような気き持もちで、ケイにきく。

　インカムのむこうで、ケイは深ふかい沈ちん黙もくのあとに、苦くるしげな口く調ちょうで口くちを開ひらいた。

『……………………今いまから、おれがそっちに──』

　だめ、残のこり時じ間かんは４分ぷんを切きってる。

　ケイが５階かいから30階かいまでかけつけてからじゃ、間まに合あうわけない！

　このまま、世せ界かいが……

　世せ界かいが崩ほう壊かいしちゃうの……!?

　世せ界かいを救すくうワクチンなら、ここにあるのに……ケイが命いのちがけでつくったワクチンなのに!!

「レッドぉ！」

　そのとき、声こえと同どう時じに、理り央お先せん輩ぱいが、部へ屋やに飛とびこんできた。

　なんで、理り央お先せん輩ぱいがここに!?　25階かいにいるはずじゃ……。

　理り央お先せん輩ぱいは、部へ屋やに倒たおれている男おとこたちを、びっくりした顔かおで見みまわしてる。

「アンドロイドはどうしたの？」

「完かん全ぜんに動うごきが止とまっているのを確かく認にんしたので、２人ふたりにまかせました。こちらでぼくに、なにか手て伝つだえることがあるかもと、思おもって」

　理り央お先せん輩ぱいは、そう言いって笑わらう。

　まったく悪わる気ぎがないのは、よく知しってるけど……。

　もう少すこし早はやくきてたら、あの銃じゅう撃げきに巻まきこまれるところだった。

　この行こう動どう力りょくに、理り央お先せん輩ぱいのまわりの人ひとが、神しん経けいをとがらせて心しん配ぱいしてる様よう子すが目めに浮うかぶ。

　でも、今いまはそれを言いってる場ば合あいじゃない。

「この通とおりよ。パソコンが銃じゅう弾だんを受うけてしまったの。これが必ひつ要ようだったのに……」

　わたしは、パソコンを指ゆびさす。

　銃じゅう弾だんのめりこんだパソコンを見みてすぐに、理り央お先せん輩ぱいは、大おおきなバッグをがさごそとし始はじめる。

「それなら……これは使つかえませんか？」

　理り央お先せん輩ぱいはそう言いって、バッグからモバイルパソコンをとり出だす。

　あのバッグって、アンドロイドとの戦せん闘とうで使つかってた、おもちゃの銃じゅうも入はいってたよね。

　……いったいどれだけ物ものが入はいってるんだろう。

「小こ型がたですが、性せい能のうは並なみのデスクトップパソコンより上うえです。これをサブとして使つかえませんか」

　えっ、そんなことができるの？

「ケイ」

　小こ声ごえで、インカムに話はなしかける。

『いくつか可か能のう性せいが出でてきた。試ためしてみる価か値ちはある。いそいで、浅あさ賀がのパソコンの外そと側がわを開あけてくれ』

　ケイの早はや口くちの指し示じを受うけて、わたしはパソコンの本ほん体たいを開あける作さ業ぎょうを始はじめる。

　理り央お先せん輩ぱいからドライバーを借かりて、外そと箱ばこをとりはずす。

　やっぱり、中なかの機き械かいにまで銃じゅう弾だんが入はいりこんでる。

　これじゃあ、電でん源げんが入はいるわけがないよね。

　ケイには、わたしのサングラスを通とおして、映えい像ぞうを見みてもらう。

　その間あいだ、わたしは息いきをのんで、見み守まもることしかできない。

『……ＨＤＤを逸それている。これなら、壊こわれた機き能のうをモバイルパソコンで補おぎなえば、いけるかもしれない』

　ほんとに!?

『問もん題だいは、残のこり時じ間かんだ。いそげ、アスカ』

　うん！

　そこからさらにケイの指し示じを聞ききながら、わたしは壊こわれたパソコンから、ＨＤＤをとり出だして、今こん度どはそれを、理り央お先せん輩ぱいのモバイルパソコンにつなぐ作さ業ぎょうをする。

　はじめての作さ業ぎょうを、しかもケイの指し示じを聞ききながら、なるべく急いそいでやっていく。

『電でん源げんを入いれろ』

　配はい線せんが終おわるなり、ケイが言いった。即そく座ざに、モバイルパソコンの電でん源げんを入いれる。

　ウィンウィンと起き動どう音おんがして、ＨＤＤの読よみこみを始はじめた。

「やったっ！　動うごいたよ……あっ、でもダメだ。パスワードがある！」

　ネットワークにつなごうとすると、モバイルパソコンに、パスワードの入にゅう力りょく画が面めんがあらわれる。

　それをクリアしないと、ネットワークに入はいって、ワクチンを送おくりこめない。

　チラッと浅あさ賀がを見みる。

　まだ気き絶ぜつしたまま。

　たとえ、目めが覚さめたとしても、パスワードを答こたえるとは思おもえない。

　どうしたら……。

　時じ間かんも、あと１分ぷんを切きってる！

　ここまできて、あきらめなきゃいけないの？

　そんな……！

　くちびるをギュッとかみしめたそのとき、ケイの自じ信しんたっぷりの声こえが、わたしの耳みみに聞きこえてくる。

『──おれをだれだと思おもってる。よくやった、アスカ。あとはまかせろ』

　ケイ……!?

　モバイルパソコンの画が面めんがとつぜん動うごき出だす。

　ケイがこのパソコンをハッキングしたんだ！

　あっという間まに、３重じゅうのパスワードを突とっ破ぱして、ネットワークにつながる。

　残のこり20秒びょう！

『アスカ、あれを』

　ケイの声こえに、わたしはモバイルパソコンに、ＵＳＢメモリを差さしこむ。

　読よみこむ時じ間かんがもどかしい。

　フォルダがあらわれると、すぐにファイルを開ひらいて、実じっ行こうする。

　画が面めんには、なにか大おおきく変かわった様よう子すはない。

　時じ間かんは……!?

「……！」

　時と計けいの秒びょう針しんは、予よ定てい時じ刻こくから８秒びょう後ごをさしていた。

　刻こく々こくと、時じ間かんがすぎていく。

「…………………………………………間まに合あわなかった……の？」

[image: ]

　わたしは、かすれる声こえできく。

　一いっ瞬しゅんの間まがあって。いつも通どおり、ケイのしずかな声こえが聞きこえた。

『──いや、ギリギリで間まに合あった。ワクチンは正せい常じょうに作さ動どうしてる。今いま、ウィルスの大おおもとからつぶしているところだ。広ひろがったウィルスも、じきにすべて駆く逐ちくする』

　……じゃあ、成せい功こうしたんだ！

　わたしは、ぐっと拳こぶしをにぎりしめる。

　さすがに、理り央お先せん輩ぱいの目めの前まえで、大おお喜よろこびするわけにはいかないし。

　わたしは、少すこしはなれた場ば所しょで待まっていた、理り央お先せん輩ぱいのほうをむく。

　作さ業ぎょうしている間あいだは、理り央お先せん輩ぱいは、状じょう況きょうの深しん刻こくさを察さっしたように、なにもきかずに静しずかに見み守まもっていてくれた。

「──ありがとう。ウィルスの件けんは、どうにかなりそう。あなたのおかげよ」

　あらためて、声こわ色いろと口く調ちょうを変かえて、お礼れいを言いう。

　本ほん当とうに理り央お先せん輩ぱいのおかげだよ。

　理り央お先せん輩ぱいがいなかったら、たぶんウィルスを止とめることは、できなかった。

　パソコンが壊こわれた時じ点てんで、もうわたしたちには、打うつ手てがなかったから。

　わたしは、理り央お先せん輩ぱいに右みぎ手てを差さし出だす。

　理り央お先せん輩ぱいは、なんだろう？　という顔かおで、わたしの右みぎ手てを見みてる。

「握あく手しゅ。お礼れいの」

　わたしの言こと葉ばに、理り央お先せん輩ぱいの表ひょう情じょうが、パアッと明あかるくなる。

　手てをごしごしと服ふくでぬぐってから、ギュッと、両りょう手てでわたしの手てをにぎる。

　その理り央お先せん輩ぱいは、今いまにも泣なきだしそうな、感かん無む量りょうという顔かおをしてる。

「こ、こちらこそ！　怪かい盗とうレッドと協きょう力りょくして事じ件けんを解かい決けつできるなんて、夢ゆめみたいです！」

　緊きん張ちょうした声こえで、理り央お先せん輩ぱいが言いう。

　こんな理り央お先せん輩ぱい、はじめて見みたよ。

　いつもの自じ信しんたっぷりで、まわりをふりまわす理り央お先せん輩ぱいとは、ずいぶんちがう。

　おもわず、ふきだしてしまいそうになるのを、わたしはこらえる。

「それじゃあ、わたしは行いくわ。警けい察さつもすぐに来くるはずだから。あとはよろしくね」

　わたしは、浅あさ賀がと眠ねむらせた男おとこたちをしばりあげると、理り央お先せん輩ぱいにあいさつする。

「はい……これからも、応おう援えんしています！」

　理り央お先せん輩ぱいの言こと葉ばに、わたしは笑え顔がおでうなずくと、エグゼクティブルームから通つう路ろに出でた。

　ふり返かえると、理り央お先せん輩ぱいがぶんぶんと、わたしにむけて手てをふっている。

　前まえをむき、わたしは緊きん張ちょうをとく。

　これで、やっと事じ件けんは解かい決けつだよね。

「ケイも家いえに帰かえってくるんでしょ」

『ああ。……さすがに眠ねむい』

　それもそうか。

　この４日か間かん、ほとんど寝ねてなかったみたいだし。

　ま、ＧゴールデンＷウイークはまだあるし、たまにはレッドの仕し事ごとを休やすんで、ゆっくりするのもいいよね。

　そうしよ！　そうしよ！

　わたしは決きめて、軽かるい足あし取どりで、ケイの待まつ場ば所しょにむかった。







　　　　10　約やく束そくの証あかし




　ロビーラウンジは、前まえにきたときと同おなじような、にぎわいをとりもどしてる。

　わたしはケイといっしょに、ラウンジにあるカフェで、人ひとを待まっていた。

　事じ件けんから、もう３日か。

　今いまはもう、警けい察さつが出で入はいりしているのは、30階かいのエグゼクティブルームだけみたい。

　浅あさ賀がと脱だつ獄ごくに協きょう力りょくした元もとタキオンの男おとこたちは、全ぜん員いん警けい察さつにつかまった。

　清きよ瀬せグループのアンドロイドについても、警けい察さつと清きよ瀬せグループが合ごう同どうで、原げん因いんの調ちょう査さをすることになったらしい。

　アンドロイドが盗ぬすまれたことで責せき任にん問もん題だいになるかと思おもったんだけど、そうはならなかったんだよね。今こん回かいの浅あさ賀がのウィルス爆ばく弾だんのワクチンをつくったのは清きよ瀬せグループってことになったから。

　ケイがそういうウワサを、ネットで流ながしたらしいんだ。少すこしだけ、信しんじられるような情じょう報ほうといっしょにね。

　清きよ瀬せグループは、否ひ定ていも肯こう定ていもしなかったから、数かず少すくない事じ情じょうを知しってる人ひとをのぞけば、清きよ瀬せグループが世せ界かいを救すくったと思おもわれてる。

　まあ、わたしたちには、世せ界かいを救すくったヒーローなんて、荷にが重おもすぎるもんね。ケイは、

「注ちゅう目もくが集あつまると、今こん後ご、レッドとしての活かつ動どうがしづらくなる」

　と言いってたけど。

　ふと視し線せんを上あげると、ちょうど花か梨りんさんが、エレベーターから降おりてくるところだった。

　両りょう手てに、大おお荷に物もつをかかえてる。

　今日きょうは、花か梨りんさんが島しまに帰かえる日ひ。だから、見み送おくりにきたんだ。

「アスカちゃん！　また会あえてよかった！」

　花か梨りんさんは、こちらに走はしってくると、荷に物もつをおいてわたしをだきしめる。

「はい！　わたしも会あいたかったです」

　事じ件けんの日ひは、ホテルも混こん乱らんしていて、花か梨りんさんを探さがすどころじゃなかったから、結けっ局きょくあれから、直ちょく接せつは会あえていなかったんだよね。

「連れん絡らくはついたけど、あれっきり顔かおを見みられなくて、心しん配ぱいだったよ」

「ごめんなさい。あの騒さわぎだったから、花か梨りんさんを見みつけられなくて」

「ううん。元げん気きな顔かおが見みられて、安あん心しんした」

　花か梨りんさんは、わたしのとなりのケイに気きづくと、視し線せんをむける。

「ケイくんも、ひさしぶりだね」

「……おひさしぶりです」

　あいかわらずの、無ぶ愛あい想そうな口く調ちょうで、ケイは答こたえる。

　今日きょうだって、わたしが引ひっ張ぱってきたんだよ。

　フェリーの時じ間かんがせまっていたので、わたしたちは歩あるきながら、話はなしをすることにする。

　花か梨りんさんの大おお荷に物もつの一いち部ぶは、わたしとケイが、分わけて持もつ。

　ホテルを出でようと歩あるきだす……その前まえに。

「花か梨りんさん！　ごめんなさい！」

　わたしは、花か梨りんさんに頭あたまを下さげる。

「ど、どうしたの？」

　とつぜんのことに、花か梨りんさんがとまどった顔かおをしてる。

「じつはこれ……あのときの騒さわぎで、壊こわしちゃって……」

　わたしはそう言いって、花か梨りんさんからもらったピンクの花はなのついたヘアピンを見みせる。

　ポッキリと、真まん中なかで２つに折おれてる。

　いくらほかに方ほう法ほうがなかったからって、もらったその日ひに、壊こわしちゃうなんて……。

「そうなんだ……」

　花か梨りんさんは、しばらく黙だまったままそれを見みていたかと思おもうと、手てを伸のばして髪かみにつけていたヘアピンをはずした。

　えっ……。

　わたしがあげた、三み日か月づきの飾かざりがついたヘアピン。それを、わたしにむかって差さしだしてくる。

「そ、それは花か梨りんさんにあげたものだから……！」

「ちがう、ちがう！　これ、あずかっていてほしいの」

　花か梨りんさんは、笑え顔がおで首くびを横よこにふる。

「あずかる？」

「そう！　今こん度ど、アスカちゃんが島しまにきたときに、なにか私わたしが贈おくるから。そうしたら、また交こう換かんしよう！」

「で、でも……」

　わたしは、折おれたヘアピンと、花か梨りんさんにあげたヘアピンを、交こう互ごに見みる。

「また島しまに、遊あそびにきてくれるんでしょ？」

「もちろん！」

「じゃあ、それまであずかってて。私わたしたちの約やく束そくの証あかしとして」

　花か梨りんさんは、優やさしい顔かおで言いう。

「約やく束そくの証あかし……はい！」

　わたしは、三み日か月づきの飾かざりのついたヘアピンを受うけ取とった。

　花か梨りんさんといっしょに、今こん度どこそ、わたしたちはホテルを出でて、港みなとにむけて歩あるきだす。

　ＧゴールデンＷウイークも終おわりが近ちかくなっても、人ひとの多おおさは変かわらない。

　人ひとの流ながれにそって歩あるきながら、話はなしを続つづける。

「そういえば、見みましたよ、花か梨りんさん。宿しゅく泊はく客きゃくの避ひ難なん誘ゆう導どうで大だい活かつ躍やくだったって！　新しん聞ぶんの取しゅ材ざいも受うけてたじゃないですか！」

　翌よく日じつの新しん聞ぶんで、「ホテルの避ひ難なん誘ゆう導どうを手て伝つだった勇ゆう敢かんな少しょう女じょ」っていう見み出だしで、記き事じになってたんだよね。そのおかげもあってか、ホテルで大おおケガをした人ひとはいなかったんだって。

「あ～～、あれは当あたり前まえのことをしただけなんだけど……。ホテルのスタッフさんは、もっとがんばっていたし」

　花か梨りんさんは、自じ分ぶんだけ記き事じに取とり上あげられたことで、申もうし訳わけない気き持もちみたい。

「あ、そうだ！　ホテルの人ひとにあいさつしなくて、大だい丈じょう夫ぶなんですか？」

「大だい丈じょう夫ぶ。簡かん単たんな送そう別べつ会かいは昨日きのうの夜よるにしてもらったし、今日きょうの朝あさに、お世せ話わになったみなさんには、あいさつしてきたから。今いまはもう仕し事ごと中ちゅうだしね」

　そっか。仕し事ごと中ちゅうにあいさつに行いっても、迷めい惑わくかけちゃうもんね。

「……見み神かみ旅りょ館かんを、継つがれるんですか？」

　今いままでだまっていたケイが、とつぜん、口くちを開ひらく。

　花か梨りんさんは、ちょっとびっくりした顔かおをしたけど、すぐに遠とおい空そらを見みつめてほほえむ。

「ここに来くるまでは、まだ迷まよっていたんだけどね。今こん回かいの研けん修しゅうを経けい験けんして……決きめたの。だから、２人ふたりとも聞きいて」

　花か梨りんさんは立たち止どまると、わたしとケイを見みた。わたしとケイも、足あしを止とめる。

「私わたし、中なか宮みや花か梨りんは見み神かみ旅りょ館かんを継つぎたい。継つぐために一いっ生しょう懸けん命めいがんばる。……２人ふたりが私わたしの決けつ意いの証しょう人にんね」

　花か梨りんさんは、真しん剣けんな顔かおで宣せん言げんすると、迷まよいのふっきれた表ひょう情じょうで笑わらう。

「はい、応おう援えんしてます。もしかして、次つぎの見み神かみ祭さいには、花か梨りんさんが女将おかみになってたりして」

「それはまだ早はやいけど、もっと色いろんな仕し事ごとをまかせてもらえてたら、うれしいかな。もちろん、巫女みこの舞まいもこの前まえのお祭まつりよりも、もっとうまくなってるつもりだけど」

　旅りょ館かんの仕し事ごとも、巫女みこもがんばる。

　それが、花か梨りんさんが決きめたことなんだ。

「楽たのしみにしてます！　約やく束そくの証あかしを持もって、必かならず行いきますから！」







　花か梨りんさんを港みなとまで見み送おくって、わたしとケイは２人ふたりで、もと来きた道みちをもどる。

「次つぎの見み神かみ祭さいも、いっしょに島しまに行いこうね、ケイ」

　わたしは歩あるきながら、となりのケイに言いう。

「…………………考かんがえておく」

　たっぷり、間まがあってからの返へん事じ。

「ちょっと！　なんでそこで、素す直なおにうなずかないの!?」

「……素す直なおには答こたえた」

「もう！　前まえに見み神かみ祭さいに行いったときも、同おなじような答こたえだったよね」

　むぅ。わたしは不ふ満まんを表ひょう情じょうでしめしたけど、ケイは知しらんぷり。

　ま、いっか。いつものことだし。

　見み神かみ島じまかぁ。わたしは、真まっ青さおに晴はれわたった、空そらを見み上あげる。

　あのときは帰かえってから、ちゃんといっしょに写しゃ真しんを撮とったんだよね。

　その写しゃ真しんも入いれた、お母かあさんたちから受うけ継ついだロケットのついたペンダントを、ケイが大だい事じに持もっているのを、わたしはちゃ～んと知しってる。

　もちろん、わたしも持もって行いけるときは、身みにつけるようにしてるし。

　大たい切せつな思おもい出でだもんね。

　だから、きっと、ケイも本ほん心しんでは、見み神かみ島じまにまた行いきたいと思おもってるんじゃないかな。

「ふふっ……」

　おもわず、笑えみがこぼれる。

「……なんだ？」

　ケイが不ふ機き嫌げんそうな顔かおで、わたしを見みる。

「なんでもな～い！」

　わたしは笑わらって答こたえると、軽かるい足あし取どりで、ケイとならんで駅えきにむかって歩あるいていった。
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怪かい盗とうレッド⑫




ぬすまれたアンドロイド☆の巻まき








作さく　秋あき木ぎ 真しん

絵え　しゅー
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